Red Hat Ceph Storage 3
Ubuntu のオブジェクトゲートウェイガイド

Ubuntu での Ceph Storage Object Gateway のインストール、設定、および管理

概要

				このドキュメントでは、AMD64 および Intel 64 アーキテクチャーで実行されている Ubuntu 14.04 で Ceph Storage Object Gateway をインストール、設定、および管理する手順を説明します。
			






第1章 概要




			Ceph Object Gateway は RADOS ゲートウェイ (RGW) としても知られている、librados 上に構築されたオブジェクトストレージインターフェイスで、RESTful ゲートウェイを Ceph ストレージクラスターに提供します。Ceph Object Gateway は以下の 2 つのインターフェイスをサポートします。
		
	
					S3 準拠: Amazon S3 RESTful API の大規模なサブセットと互換性のあるインターフェイスでオブジェクトストレージ機能を提供します。
				
	
					Swift 準拠: OpenStack Swift API の大規模なサブセットと互換性のあるインターフェイスでオブジェクトストレージ機能を提供します。
				



			Ceph Object Gateway は、Ceph Storage Cluster と対話するためのサーバーです。OpenStack Swift および Amazon S3 と互換性のあるインターフェイスを提供するため、Ceph Object Gateway には独自のユーザー管理があります。Ceph Object Gateway は、Ceph ブロックデバイスクライアントからのデータを保存するために使用される同じ Ceph ストレージクラスターにデータを保存できますが、これには別個のプールが使用され、別の CRUSH 階層も使用される可能性があります。S3 および Swift API は共通の名前空間を共有するため、1 つの API でデータを作成し、これを別の API で取得することができます。
		
[image: gateway]

警告

				RGW で使用されるプールで RADOS スナップショットを使用しないでください。使用すると、望ましくないデータ不整合が発生する可能性があります。
			


第2章 設定



CivetWeb フロントエンド




				デフォルトでは、Ceph Object Gateway は、CivetWeb Web サーバーを使用して HTTP 経由で RESTful インターフェイスを公開します。CivetWeb は、C/C++ 組み込み可能な Web サーバーです。
			
関連情報
	
						GitHub の Civetweb
					



CivetWeb ポートの変更




				Ansible を使用して Ceph Object Gateway をインストールすると、ポート 8080 で実行するように CivetWeb が設定されます。Ansible は、Ceph 設定ファイルに以下のような行を追加することでこれを行います。
			
rgw frontends = civetweb port=192.168.122.199:8080 num_threads=100
重要

					Ceph 設定ファイルに rgw frontends = civetweb 行が含まれていない場合、Ceph Object Gateway はポート 7480 をリッスンします。rgw_frontends = civetweb 行が含まれているがポートが指定されていない場合、Ceph Object Gateway はポート 80 をリッスンします。
				

重要

					Ansible は、Ceph Object Gateway がポート 8080 をリッスンするように設定し、Red Hat Ceph Storage 3 をインストールするためのサポート対象の方法として ceph-ansible を使用するため、ポート 8080 は Red Hat Ceph Storage 3 ドキュメントのデフォルトのポートとみなされます。
				

前提条件
	
						Red Hat Ceph Storage 3.3 クラスターが実行されている。
					
	
						Ceph Object Gateway ノードがある。
					


手順
	
						ゲートウェイノードで、/etc/ceph/ ディレクトリーで Ceph 設定ファイルを開きます。
					
	
						次の例のような RGW クライアントセクションを見つけます。
					
[client.rgw.gateway-node1]
host = gateway-node1
keyring = /var/lib/ceph/radosgw/ceph-rgw.gateway-node1/keyring
log file = /var/log/ceph/ceph-rgw-gateway-node1.log
rgw frontends = civetweb port=192.168.122.199:8080 num_threads=100

						[client.rgw.gateway-node1] の見出しは、Ceph Storage Cluster クライアントを設定する時に Ceph 設定ファイルのこの部分を特定します。クライアントタイプは rgw で識別される Ceph Object Gateway で、ノードの名前は gateway-node1 です。
					

	
						デフォルトの Ansible 設定ポート 8080 を 80 に変更するには、rgw frontends 行を編集します。
					
rgw frontends = civetweb port=192.168.122.199:80 num_threads=100

						rgw_frontends キーと値のペアの port=port-number の間に空白がないことを確認します。
					

						ポートを変更する他のゲートウェイノードでこの手順を繰り返します。
					

	
						各ゲートウェイノードから Ceph Object Gateway サービスを再起動して、新規ポートの設定を有効にします。
					
$ sudo systemctl restart ceph-radosgw.target

	
						各ゲートウェイノードのファイアウォールで、設定したポートが開いていることを確認します。
					
$ sudo iptables --list

	
						ポートが開いていない場合は、ポートを追加します。
					
$ sudo iptables -I INPUT 1 -i iface -p tcp -s IP_address/netmask --dport 80 -j ACCEPT

						iface、IP_address、および netmask を、Ceph Object Gateway ノードに関連する値に置き換えます。
					
例

							

$ sudo iptables -I INPUT 1 -i eth0 -p tcp -s 192.168.122.199/255.255.255.0 --dport 80 -j ACCEPT


						

	
						変更を永続化して、Ceph Object Gateway ノードの再起動時に有効になるようにします。
					
$ sudo apt-get install iptables-persistent

	
						ターミナル UI で、現在の IPv4 iptables ルールを /etc/iptables/rules.v4 に保存し、現在の IPv6 iptables ルールを /etc/iptables/rules.v6 に保存するプロンプトに対して yes を選択します。
					
	
						オプション: iptables-persistent のインストール後に新しい IPv4 iptables ルールを追加する場合は、それをルールファイルに追加します。その場合は、root ユーザーで以下のコマンドを実行してください。
					
$ iptables-save > /etc/iptables/rules.v4



関連情報
	
						詳細について は、CivetWeb での SSL の使用を 参照してください。
					
	
						詳細については、Civetweb 設定オプション を参照してください。
					



Civetweb での SSL の使用




				Red Hat Ceph Storage 1 では、Ceph Object Gateway に対する Civetweb SSL サポートは HAProxy および keepalived に依存していました。Red Hat Ceph Storage 2 以降のリリースでは、Civetweb は OpenSSL ライブラリーを使用して Transport Layer Security (TLS) を提供できます。
			
重要

					実稼働デプロイメントでは HAProxy および keepalived を使用して HAProxy で SSL 接続を終了する 必要があります。小規模から中規模の テストおよび実稼働前 デプロイメントに のみ、Civetweb で SSL を使用することが推奨されます。
				


				Civetweb で SSL を使用するには、ゲートウェイノードのホスト名と一致する認証局 (CA) から証明書を取得します。Red Hat は、subject alternate name フィールドがあり、S3-style サブドメインで使用するワイルドカードを持つ CA から証明書を取得することを推奨します。
			

				Civetweb では、鍵、サーバー証明書、およびその他の認証局または中間証明書が 1 つの .pem ファイルに必要です。
			
重要

					.pem ファイルには秘密鍵が含まれます。.pem ファイルを不正アクセスから保護します。
				


				SSL にポートを設定するには、ポート番号を rgw_frontends に追加し、ポート番号に s を追加して、セキュアなポートであることを示します。さらに、.pem ファイルへのパスを含む ssl_certificate を追加します。以下に例を示します。
			
[client.rgw.{hostname}]
rgw_frontends = "civetweb port=443s ssl_certificate=/etc/ceph/private/server.pem"

Civetweb 設定オプション




				以下の Civetweb 設定オプションは、RADOS Gateway の Ceph 設定ファイルの組み込み Web サーバーへ渡すことができます。それぞれのオプションにはデフォルト値があり、値が指定されていない場合は、デフォルト値が空になります。
			
	オプション	説明	デフォルト
	 
								access_log_file
							

							 	 
								アクセスログ用のファイルへのパス。完全パスまたは現在の作業ディレクトリーに関連しているかのいずれか。存在しない場合 (デフォルト)、アクセスはログに記録されません。
							

							 	 
								空
							

							 
	 
								error_log_file
							

							 	 
								エラーログ用のファイルへのパス。完全パスまたは現在の作業ディレクトリーに関連しているかのいずれか。存在しない場合 (デフォルト)、エラーはログに記録されません。
							

							 	 
								空
							

							 
	 
								num_threads
							

							 	 
								ワーカースレッドの数。Civetweb は、別のスレッドで各着信接続を処理します。そのため、このオプションの値は、事実上、Civetweb が処理できる同時 HTTP 接続の数になります。
							

							 	 
								512
							

							 
	 
								request_timeout_ms
							

							 	 
								ネットワーク読み取り操作およびネットワーク書き込み操作のタイムアウト (ミリ秒単位)。クライアントが長時間実行される接続を維持する場合は、この値を増やすか、keep-alive メッセージを (より適切に) 使用します。
							

							 	 
								30000
							

							 


重要

					num_threads を設定すると、rgw_thread_pool_size が上書きされます。したがって、両方を同じ値に設定するか、rgw_thread_pool_size のみを設定して num_threads を設定しないでください。デフォルトでは、両方の変数が ceph-ansible によって 512 に設定されています。
				


				このオプションの一部が設定された /etc/ceph/ceph.conf ファイルの例を以下に示します。
			
...

[client.rgw.node1]
rgw frontends = civetweb request_timeout_ms=30000 error_log_file=/var/log/radosgw/civetweb.error.log access_log_file=/var/log/radosgw/civetweb.access.log

Beast フロントエンドの使用




				Ceph Object Gateway は、CivetWeb および Beast 埋め込み HTTP サーバーをフロントエンドとして提供します。Beast フロントエンドは、HTTP 解析に Boost.Beast ライブラリーを使用し、非同期ネットワーク I/O に Boost.Asio ライブラリーを使用します。CivetWeb はデフォルトのフロントエンドであるため、Beast フロントエンドを使用するには、Red Hat Ceph Storage 設定ファイルの rgw_frontends パラメーターで指定します。
			
前提条件
	
						稼働中の Red Hat Ceph Storage クラスターがある。
					
	
						Ceph Object Gateway がインストールされている。
					


手順
	
						管理サーバーの /etc/ceph/ceph.conf 設定ファイルを変更します。
					
	
								[client.rgw.<gateway-node>] というタイトルのセクションを追加し、<gateway-node> を Ceph Object Gateway ノードの短いノード名に置き換えます。
							
	
								hostname -s を使用して、ホストの短縮名を取得します。
							
	
								たとえば、ゲートウェイノード名が gateway-node1 の場合、/etc/ceph/ceph.conf ファイルの [global] セクションの後に次のようなセクションを追加します。
							
[client.rgw.gateway-node1]
rgw frontends = beast endpoint=192.168.0.100:80




	
						更新された設定ファイルを Ceph Object Gateway ノードおよび他の Ceph ノードにコピーします。
					
# scp /etc/ceph/ceph.conf <ceph-node>:/etc/ceph

	
						Ceph Object Gateway を再起動して、Beast フロントエンドを有効にします。
					
# systemctl restart ceph-radosgw.target

	
						設定されたポートがノードのファイアウォールで開いていることを確認します。ポートが開かない場合は、ポートを追加し、ファイアウォール設定を再読み込みします。たとえば、Ceph Object Gateway ノードで、次を実行します。
					
# firewall-cmd --list-all
# firewall-cmd --zone=public --add-port 80/tcp --permanent
# firewall-cmd --reload



関連情報
	
						詳細については、Beast 設定オプション を参照してください。
					



Beast 設定オプション




				以下の Beast 設定オプションは、RADOS Gateway の Ceph 設定ファイルの組み込み Web サーバーに渡すことができます。それぞれのオプションにはデフォルト値があります。値の指定がない場合は、デフォルト値が空になります。
			
	オプション	説明	デフォルト
	 
								endpoint および ssl_endpoint
							

							 	 
								address[:port] 形式のリスニングアドレスを設定します。アドレスはドット付き 10 進数形式の IPv4 アドレス文字列、または 16 進数表記の IPv6 アドレスが角括弧で囲まれている IPv6 アドレスです。任意のポートのデフォルトは、endpoint が 80 になり、ssl_endpoint が 443 になります。endpoint=[::1] endpoint=192.168.0.100:8000 のように複数回指定できます。
							

							 	 
								空
							

							 
	 
								ssl_certificate
							

							 	 
								SSL 対応のエンドポイントに使用する SSL 証明書ファイルへのパス。
							

							 	 
								空
							

							 
	 
								ssl_private_key
							

							 	 
								SSL 対応のエンドポイントに使用される秘密鍵ファイルへのオプションのパス。ssl_certificate で指定されているファイルがない場合は、秘密鍵として使用されます。
							

							 	 
								空
							

							 


SSL を使用する Beast オプションのある /etc/ceph/ceph.conf ファイルの例:

					

...

[client.rgw.node1]
rgw frontends = beast ssl_endpoint=192.168.0.100:443 ssl_certificate=<path to SSL certificate>


				
関連情報
	
						詳細は、Beast フロントエンド を参照してください。
					



DNS へのワイルドカードの追加




				S3 スタイルのサブドメイン (例: bucket-name.domain-name.com) で Ceph を使用するには、ceph-radosgw デーモンがドメイン名を解決するために使用する DNS サーバーの DNS レコードにワイルドカードを追加します。
			

				dnsmasq の場合は、ホスト名の先頭にドット (.) を付けた以下のアドレス設定を追加します。
			
address=/.{hostname-or-fqdn}/{host-ip-address}

				以下に例を示します。
			
address=/.gateway-node1/192.168.122.75

				bind の場合は、ワイルドカードを DNS レコードに追加します。以下に例を示します。
			
$TTL    604800
@       IN      SOA     gateway-node1. root.gateway-node1. (
                              2         ; Serial
                         604800         ; Refresh
                          86400         ; Retry
                        2419200         ; Expire
                         604800 )       ; Negative Cache TTL
;
@       IN      NS      gateway-node1.
@       IN      A       192.168.122.113
*       IN      CNAME   @

				DNS サーバーを再起動して、サブドメインを使用してサーバーに ping し、ceph-radosgw デーモンがサブドメイン要求を処理できるようにします。
			
ping mybucket.{hostname}

				以下に例を示します。
			
ping mybucket.gateway-node1

				DNS サーバーがローカルマシンにある場合は、ローカルマシンのネームサーバーエントリーを追加して /etc/resolv.conf を変更しないといけない場合があります。
			

				最後に、rgw_dns_name = {hostname} 設定を使用して、Ceph 設定ファイルの適切な [client.rgw.{instance}] セクションに DNS サーバーのホスト名またはアドレスを指定します。以下に例を示します。
			
[client.rgw.rgw1]
...
rgw_dns_name = {hostname}
注記

					ベストプラクティスとして、管理ノードや ceph-ansible などの一元的な場所で Ceph 設定ファイルを変更し、必要に応じて設定ファイルを再配布し、クラスター全体で一貫性を確保します。
				


				最後に、Ceph Object Gateway を再起動して DNS 設定を有効にします。
			

ロギングおよびデバッグ出力の調整




				設定手順を完了したら、ログの出力を確認して、ニーズを満たしていることを確認してください。設定に問題が発生した場合には、Ceph 設定ファイルの [global] セクションでメッセージおよびデバッグメッセージを増やし、ゲートウェイを再起動して設定の問題のトラブルシューティングを行うことができます。以下に例を示します。
			
[global]
#append the following in the global section.
debug ms = 1
debug rgw = 20
debug civetweb = 20

				実行時に設定を変更することも可能です。以下に例を示します。
			
# ceph tell osd.0 injectargs --debug_civetweb 10/20

				Ceph ログファイルは、デフォルトで /var/log/ceph に保存されています。
			

				ロギングとデバッグの一般的な詳細については、Red Hat Ceph Storage 3 の 設定ガイド の ロギング設定リファレンス の章を参照してください。Ceph Object Gateway に固有のロギングの詳細については、このガイドの ロギング設定リファレンス の章の Ceph Object Gateway セクションを参照してください。
			

S3 API サーバー側の暗号化




				Ceph Object Gateway は、S3 API のアップロードされたオブジェクトのサーバー側の暗号化をサポートしています。サーバー側の暗号化とは、S3 クライアントが暗号化されていない形式で HTTP 経由でデータを送信し、Ceph Object Gateway はそのデータを暗号化した形式で Ceph Storage Cluster に保存することを意味します。
			
注記

					Red Hat は、SLO(Static Large Object) または DLO(Dynamic Large Object) の S3 オブジェクト暗号化をサポートしません。
				

重要

					暗号化を使用するには、クライアントリクエストは、SSL 接続上でリクエストを送信する 必要があります。Red Hat は、Ceph Object Gateway が SSL を使用しない限り、クライアントからの S3 暗号化をサポートしません。ただし、テスト目的で、管理者は、ランタイム時に rgw_crypt_require_ssl 設定を false に設定し、Ceph 設定ファイルで false に設定して、Ansible 設定ファイルで false に設定し、Ceph Object Gateway の Ansible Playbook を再生して、テスト中に SSL を無効にすることができます。
				


				暗号化キーの管理には、以下の 2 つのオプションがあります。
			
お客様提供のキー

					お客様が提供する鍵を使用する場合、S3 クライアントは暗号鍵を各リクエストと共に渡して、暗号化されたデータの読み取りまたは書き込みを行います。これらのキーを管理するのは、お客様の責任です。各オブジェクトの暗号化に使用する Ceph Object Gateway の鍵を覚えておく必要があります。
				

				Ceph Object Gateway は、Amazon SSE-C 仕様に従って、S3 API で顧客提供のキー動作を実装します。
			

				お客様がキー管理を処理し、S3 クライアントはキーを Ceph Object Gateway に渡すため、Ceph Object Gateway ではこの暗号化モードをサポートするための特別な設定は必要ありません。
			
キー管理サービス

					キー管理サービスを使用する場合、セキュアなキー管理サービスはキーを格納し、Ceph Object Gateway はデータの暗号化または復号の要求に対応するためにキーをオンデマンドで取得します。
				

				Ceph Object Gateway は、Amazon SSE-KMS 仕様に従って S3 API にキー管理サービスの動作を実装します。
			
重要

					現在、テスト済みの唯一のキー管理実装は OpenStack Barbican を使用します。ただし、OpenStack Barbican の使用はまだ完全にはサポートされていません。本番環境で使用する唯一の方法は、サポートの例外を取得することです。詳細については、テクニカルサポート にお問い合わせください。
				


ゲートウェイのテスト




				REST インターフェイスを使用するには、まず S3 インターフェイス用に初期 Ceph Object Gateway ユーザーを作成します。次に、Swift インターフェイスのサブユーザーを作成します。作成されたユーザーがゲートウェイにアクセスできるかどうかを確認する必要があります。
			
S3 ユーザーの作成




					ゲートウェイをテストするには、S3 ユーザーを作成し、ユーザーアクセスを付与します。man radosgw-admin コマンドは、追加のコマンドオプションに関する情報を提供します。
				
注記

						マルチサイトのデプロイメントでは、マスターゾーングループのマスターゾーンにあるホストでユーザーを作成します。
					

前提条件
	
							root または sudo アクセス
						
	
							Ceph Object Gateway がインストールされていること
						


手順
	
							S3 ユーザーを作成します。
						
radosgw-admin user create --uid=name --display-name="First User"

							name を、S3 ユーザーの名前に置き換えます。以下に例を示します。
						
[root@master-zone]# radosgw-admin user create --uid="testuser" --display-name="First User"
{
    "user_id": "testuser",
    "display_name": "First User",
    "email": "",
    "suspended": 0,
    "max_buckets": 1000,
    "auid": 0,
    "subusers": [],
    "keys": [
        {
            "user": "testuser",
            "access_key": "CEP28KDIQXBKU4M15PDC",
            "secret_key": "MARoio8HFc8JxhEilES3dKFVj8tV3NOOYymihTLO"
        }
    ],
    "swift_keys": [],
    "caps": [],
    "op_mask": "read, write, delete",
    "default_placement": "",
    "placement_tags": [],
    "bucket_quota": {
        "enabled": false,
        "check_on_raw": false,
        "max_size": -1,
        "max_size_kb": 0,
        "max_objects": -1
    },
    "user_quota": {
        "enabled": false,
        "check_on_raw": false,
        "max_size": -1,
        "max_size_kb": 0,
        "max_objects": -1
    },
    "temp_url_keys": [],
    "type": "rgw"
}

	
							出力を確認し、access_key および secret_key の値に JSON エスケープ文字 (\) が含まれていないことを確認します。これらの値はアクセスの検証に必要ですが、値に JSON エスケープ文字が含まれる場合、特定のクライアントは処理できません。この問題を修正するには、以下のアクションのいずれかを実行します。
						
	
									JSON エスケープ文字を削除します。
								
	
									文字列を引用符でカプセル化します。
								
	
									キーを再生成し、JSON エスケープ文字が含まれていないことを確認します。
								
	
									キーおよびシークレットを手動で指定します。
								



							正引きスラッシュ / は有効な文字であるため、削除しないでください。
						




Swift ユーザーの作成




					Swift インターフェイスをテストするには、Swift サブユーザーを作成します。Swift ユーザーの作成は 2 つの手順です。最初のステップでは、ユーザーを作成します。次のステップでは、秘密鍵を作成します。
				
注記

						マルチサイトのデプロイメントでは、マスターゾーングループのマスターゾーンにあるホストでユーザーを作成します。
					

前提条件
	
							root または sudo アクセス
						
	
							Ceph Object Gateway がインストールされていること
						


手順
	
							Swift ユーザーを作成します。
						
radosgw-admin subuser create --uid=name --subuser=name:swift --access=full

							name を Swift ユーザーの名前に置き換えます。次に例を示します。
						
[root@master-zone]# radosgw-admin subuser create --uid=testuser --subuser=testuser:swift --access=full
{
    "user_id": "testuser",
    "display_name": "First User",
    "email": "",
    "suspended": 0,
    "max_buckets": 1000,
    "auid": 0,
    "subusers": [
        {
            "id": "testuser:swift",
            "permissions": "full-control"
        }
    ],
    "keys": [
        {
            "user": "testuser",
            "access_key": "O8JDE41XMI74O185EHKD",
            "secret_key": "i4Au2yxG5wtr1JK01mI8kjJPM93HNAoVWOSTdJd6"
        }
    ],
    "swift_keys": [
        {
            "user": "testuser:swift",
            "secret_key": "13TLtdEW7bCqgttQgPzxFxziu0AgabtOc6vM8DLA"
        }
    ],
    "caps": [],
    "op_mask": "read, write, delete",
    "default_placement": "",
    "placement_tags": [],
    "bucket_quota": {
        "enabled": false,
        "check_on_raw": false,
        "max_size": -1,
        "max_size_kb": 0,
        "max_objects": -1
    },
    "user_quota": {
        "enabled": false,
        "check_on_raw": false,
        "max_size": -1,
        "max_size_kb": 0,
        "max_objects": -1
    },
    "temp_url_keys": [],
    "type": "rgw"
}

	
							シークレットキーを作成します。
						
radosgw-admin key create --subuser=name:swift --key-type=swift --gen-secret

							name を Swift ユーザーの名前に置き換えます。次に例を示します。
						
[root@master-zone]# radosgw-admin key create --subuser=testuser:swift --key-type=swift --gen-secret
{
    "user_id": "testuser",
    "display_name": "First User",
    "email": "",
    "suspended": 0,
    "max_buckets": 1000,
    "auid": 0,
    "subusers": [
        {
            "id": "testuser:swift",
            "permissions": "full-control"
        }
    ],
    "keys": [
        {
            "user": "testuser",
            "access_key": "O8JDE41XMI74O185EHKD",
            "secret_key": "i4Au2yxG5wtr1JK01mI8kjJPM93HNAoVWOSTdJd6"
        }
    ],
    "swift_keys": [
        {
            "user": "testuser:swift",
            "secret_key": "a4ioT4jEP653CDcdU8p4OuhruwABBRZmyNUbnSSt"
        }
    ],
    "caps": [],
    "op_mask": "read, write, delete",
    "default_placement": "",
    "placement_tags": [],
    "bucket_quota": {
        "enabled": false,
        "check_on_raw": false,
        "max_size": -1,
        "max_size_kb": 0,
        "max_objects": -1
    },
    "user_quota": {
        "enabled": false,
        "check_on_raw": false,
        "max_size": -1,
        "max_size_kb": 0,
        "max_objects": -1
    },
    "temp_url_keys": [],
    "type": "rgw"
}




S3 アクセスのテスト




					S3 アクセスを検証するには、Python テストスクリプトを作成し、実行する必要があります。S3 アクセステストスクリプトは radosgw に接続し、新規バケットを作成し、すべてのバケットを一覧表示します。aws_access_key_id および aws_secret_access_key の値は、radosgw_admin コマンドで返される access_key および secret_key の値から取得されます。
				

					次の手順を実行します。
				
	
							共通リポジトリーを有効にします。
						
# subscription-manager repos --enable=rhel-7-server-rh-common-rpms

	
							python-boto パッケージをインストールします。
						
sudo yum install python-boto

	
							Python スクリプトを作成します。
						
vi s3test.py

	
							ファイルに以下のコンテンツを追加します。
						
import boto
import boto.s3.connection

access_key = $access
secret_key = $secret

boto.config.add_section('s3')

conn = boto.connect_s3(
        aws_access_key_id = access_key,
        aws_secret_access_key = secret_key,
        host = 's3.<zone>.hostname',
        port = <port>,
        is_secure=False,
        calling_format = boto.s3.connection.OrdinaryCallingFormat(),
        )

bucket = conn.create_bucket('my-new-bucket')
for bucket in conn.get_all_buckets():
	print "{name}\t{created}".format(
		name = bucket.name,
		created = bucket.creation_date,
)
	
									<zone> は、ゲートウェイサービスを設定したホストのゾーン名に置き換えます。つまり、gateway host です。host の設定が DNS で解決されていることを確認します。<port> は、ゲートウェイのポート番号に置き換えます。
								
	
									$access と $secret を、S3 ユーザーの作成 セクションの access_key と secret_key の値に置き換えます。
								



	
							スクリプトを実行します。
						
python s3test.py

							出力は以下のようになります。
						
my-new-bucket 2015-02-16T17:09:10.000Z




Swift アクセスのテスト




					Swift アクセスは、swift コマンドラインクライアントを使用して検証できます。man swift コマンドは、利用可能なコマンドラインオプションの詳細を提供します。
				

					swift クライアントをインストールするには、以下のコマンドを実行します。
				
sudo yum install python-setuptools
sudo easy_install pip
sudo pip install --upgrade setuptools
sudo pip install --upgrade python-swiftclient

					swift アクセスをテストするには、以下のコマンドを実行します。
				
swift -A http://{IP ADDRESS}:{port}/auth/1.0 -U testuser:swift -K '{swift_secret_key}' list

					{IP ADDRESS} を、ゲートウェイサーバーのパブリック IP アドレスに置き換え、{swift_secret_key} を、swift ユーザーに対して実行した radosgw-admin key create コマンドの出力にある値に置き換えます。{port} を、Civetweb で使用しているポート番号に置き換えてください (例: デフォルトは 8080 です)。ポートを置き換えない場合、デフォルトはポート 80 になります。
				

					以下に例を示します。
				
swift -A http://10.19.143.116:8080/auth/1.0 -U testuser:swift -K '244+fz2gSqoHwR3lYtSbIyomyPHf3i7rgSJrF/IA' list

					出力は以下のようになります。
				
my-new-bucket


HAProxy/keepalived の設定




				Ceph Object Gateway では、Object Gateway の多数のインスタンスを 1 つのゾーンに割り当てることができます。これにより、負荷が増大するとスケールアウトすることができます。つまり、同じゾーングループおよびゾーンとなりますが、HAProxy/keepalived を使用するためにフェデレーションされたアーキテクチャーは必要ありません。各オブジェクトゲートウェイは独自の IP アドレスを持つため、HAProxy および keepalived を使用して Ceph Object Gateway サーバー全体で負荷を分散できます。
			

				HAProxy および keepalived のもう 1 つのユースケースは、HAProxy サーバーで HTTPS を終了することです。Red Hat Ceph Storage (RHCS) 1.3.x は Civetweb を使用しますが、RHCS 1.3.x の実装は HTTPS をサポートしません。HAProxy サーバーを使用して HAProxy サーバーで HTTPS を終了でき、HAProxy サーバーと Civetweb ゲートウェイインスタンスの間で HTTP を使用できます。
			
HAProxy/keepalived の前提条件




					Ceph Object Gateway で HA プロキシーを設定するには、以下が必要です。
				
	
							稼働中の Ceph クラスター
						
	
							ポート 80 で実行されるように設定している同じゾーン内の少なくとも 2 つの Ceph Object Gateway サーバー。簡単なインストール手順に従うと、ゲートウェイインスタンスはデフォルトで同じゾーングループおよびゾーンに置かれます。フェデレーションアーキテクチャーを使用している場合は、インスタンスが同じゾーングループとゾーンにあることを確認してください。
						
	
							HAProxy および keepalived の場合は少なくとも 2 台のサーバー。
						


注記

						本セクションでは、少なくとも 2 つの Ceph Object Gateway サーバーが実行されていることを前提とし、ポート 80 でテストスクリプトを実行する際に、このいずれかのサーバーからの有効な応答を取得していることを前提としています。
					


					HAProxy および keepalived の詳細な説明は、ロードバランサーの管理 を参照してください。
				

HAProxy ノードの準備




					以下の設定は、haproxy と haproxy2 という名前の 2 つの HAProxy ノードと、rgw1 と rgw2 という名前の 2 台の Ceph Object Gateway サーバーを前提としています。希望の命名規則を使用できます。少なくとも 2 つの HAProxy ノードで以下の手順を実行します。
				
	
							RHEL 7.x をインストールします。
						
	
							ノードを登録します。
						
[root@haproxy]# subscription-manager register

	
							RHEL サーバーリポジトリーを有効にします。
						
[root@haproxy]# subscription-manager repos --enable=rhel-7-server-rpms

	
							サーバーを更新します。
						
[root@haproxy]# yum update -y

	
							必要に応じて管理ツール (wget、vim など) をインストールします。
						
	
							ポート 80 を開きます。
						
[root@haproxy]# firewall-cmd --zone=public --add-port 80/tcp --permanent
[root@haproxy]# firewall-cmd --reload

	
							HTTPS の場合は、ポート 443 を開きます。
						
[root@haproxy]# firewall-cmd --zone=public --add-port 443/tcp --permanent
[root@haproxy]# firewall-cmd --reload




keepalived のインストールと設定




					少なくとも 2 つの HAProxy ノードで以下の手順を実行します。
				
前提条件
	
							少なくとも 2 つの HAProxy ノード
						
	
							少なくとも 2 つの Object Gateway ノード
						


手順
	
							keepalived をインストールします。
						
[root@haproxy]# yum install -y keepalived

	
							両方の HAProxy ノードで keepalived を設定します。
						
[root@haproxy]# vim /etc/keepalived/keepalived.conf

							設定ファイルには、haproxy プロセスを確認するスクリプトがあります。
						
vrrp_script chk_haproxy {
  script "killall -0 haproxy" # check the haproxy process
  interval 2 # every 2 seconds
  weight 2 # add 2 points if OK
}

							次に、マスターロードバランサーとバックアップロードバランサーのインスタンスは、ネットワークインターフェイスとして eno1 を使用します。また、仮想 IP アドレス (192.168.1.20) も割り当てます。
						
マスターロードバランサーノード

								

vrrp_instance RGW {
    state MASTER # might not be necessary. This is on the Master LB node.
    @main interface eno1
    priority 100
    advert_int 1
    interface eno1
    virtual_router_id 50
    @main unicast_src_ip 10.8.128.43 80
    unicast_peer {
           10.8.128.53
           }
    authentication {
        auth_type PASS
        auth_pass 1111
    }
    virtual_ipaddress {
        192.168.1.20
    }
    track_script {
      chk_haproxy
    }
}
virtual_server 192.168.1.20 80 eno1 { #populate correct interface
    delay_loop 6
    lb_algo wlc
    lb_kind dr
    persistence_timeout 600
    protocol TCP
    real_server 10.8.128.43 80 { # ip address of rgw2 on physical interface, haproxy listens here, rgw listens to localhost:8080 or similar
        weight 100
        TCP_CHECK { # perhaps change these to a HTTP/SSL GET?
            connect_timeout 3
        }
    }
    real_server 10.8.128.53 80 { # ip address of rgw3 on physical interface, haproxy listens here, rgw listens to localhost:8080 or similar
        weight 100
        TCP_CHECK { # perhaps change these to a HTTP/SSL GET?
            connect_timeout 3
        }
    }
}


							
バックアップロードバランサーノード

								

vrrp_instance RGW {
    state BACKUP # might not be necessary?
    priority 99
    advert_int 1
    interface eno1
    virtual_router_id 50
    unicast_src_ip 10.8.128.53 80
    unicast_peer {
           10.8.128.43
           }
    authentication {
        auth_type PASS
        auth_pass 1111
    }
    virtual_ipaddress {
        192.168.1.20
    }
    track_script {
      chk_haproxy
    }
}
virtual_server 192.168.1.20 80 eno1 { #populate correct interface
    delay_loop 6
    lb_algo wlc
    lb_kind dr
    persistence_timeout 600
    protocol TCP
    real_server 10.8.128.43 80 { # ip address of rgw2 on physical interface, haproxy listens here, rgw listens to localhost:8080 or similar
        weight 100
        TCP_CHECK { # perhaps change these to a HTTP/SSL GET?
            connect_timeout 3
        }
    }
    real_server 10.8.128.53 80 { # ip address of rgw3 on physical interface, haproxy listens here, rgw listens to localhost:8080 or similar
        weight 100
        TCP_CHECK { # perhaps change these to a HTTP/SSL GET?
            connect_timeout 3
        }
    }
}


							

	
							keepalived サービスを有効にして開始します。
						
[root@haproxy]# systemctl enable keepalived
[root@haproxy]# systemctl start keepalived



関連情報
	
							keepalived の設定に関する詳しい説明は、Keepalived を使用した初期ロードバランサーの設定 を参照してください。
						



HAProxy のインストールおよび設定




					少なくとも 2 つの HAProxy ノードで以下の手順を実行します。
				
	
							haproxy をインストールします。
						
[root@haproxy]# yum install haproxy

	
							SELinux および HTTP に対して haproxy を設定します。
						
[root@haproxy]# vim /etc/firewalld/services/haproxy-http.xml

							以下の行を追加します。
						
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<service>
<short>HAProxy-HTTP</short>
<description>HAProxy load-balancer</description>
<port protocol="tcp" port="80"/>
</service>

							root として、正しい SELinux コンテキストとファイルパーミッションを haproxy-http.xml ファイルに割り当てます。
						
[root@haproxy]# cd /etc/firewalld/services
[root@haproxy]# restorecon haproxy-http.xml
[root@haproxy]# chmod 640 haproxy-http.xml

	
							HTTPS を使用する場合は、SELinux および HTTPS に対して haproxy を設定します。
						
[root@haproxy]# vim /etc/firewalld/services/haproxy-https.xml

							以下の行を追加します。
						
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<service>
<short>HAProxy-HTTPS</short>
<description>HAProxy load-balancer</description>
<port protocol="tcp" port="443"/>
</service>

							root で、正しい SELinux コンテキストとファイルパーミッションを haproxy-https.xml ファイルに割り当てます。
						
# cd /etc/firewalld/services
# restorecon haproxy-https.xml
# chmod 640 haproxy-https.xml

	
							HTTPS を使用する場合は、SSL のキーを生成します。証明書がない場合は、自己署名証明書を使用できます。キーを生成するには、Red Hat Enterprise Linux 7 のシステム管理者のガイドの 新しい鍵および証明書の生成 セクションを参照してください。
						

							最後に、証明書と鍵を PEM ファイルに格納します。
						
[root@haproxy]# cat example.com.crt example.com.key > example.com.pem
[root@haproxy]# cp example.com.pem /etc/ssl/private/

	
							haproxy を設定します。
						
[root@haproxy]# vim /etc/haproxy/haproxy.cfg

							global および defaults は変更しない可能性があります。defaults セクションの後に、frontend セクションおよび backend セクションを設定する必要があります。以下に例を示します。
						
frontend http_web *:80
    mode http
    default_backend rgw

frontend rgw­-https
  bind *:443 ssl crt /etc/ssl/private/example.com.pem
  default_backend rgw

backend rgw
    balance roundrobin
    mode http
    server  rgw1 10.0.0.71:80 check
    server  rgw2 10.0.0.80:80 check

							HAProxy 設定の詳細な説明は、HAProxy 設定 を参照してください。
						

	
							haproxy の有効化/起動
						
[root@haproxy]# systemctl enable haproxy
[root@haproxy]# systemctl start haproxy




HAProxy 設定のテスト




					HAProxy ノードで、keepalived 設定からの仮想 IP アドレスが表示されることを確認します。
				
[root@haproxy]# ip addr show

					calamari ノードで、ロードバランサー設定経由でゲートウェイノードにアクセスできるかどうかを確認します。以下に例を示します。
				
[root@haproxy]# wget haproxy

					上記のコマンドの結果は以下のコマンドと同じになるはずです。
				
[root@haproxy]# wget rgw1

					以下の内容を含む index.html ファイルを返す場合は、次のコマンドを実行します。
				
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
	<ListAllMyBucketsResult xmlns="http://s3.amazonaws.com/doc/2006-03-01/">
		<Owner>
			<ID>anonymous</ID>
			<DisplayName></DisplayName>
		</Owner>
		<Buckets>
		</Buckets>
	</ListAllMyBucketsResult>

					その後、設定が正常に機能します。
				


静的 Web ホスティング用のゲートウェイの設定




				従来の Web ホストでは、各 Web サイトに Web サーバーをを設定する必要があります。これは、コンテンツが動的に変更されない場合、リソースは効率的に使用されない可能性があります。Ceph Object Gateway は、S3 バケットで静的 Web サイトをホストできます。つまり、PHP、サーブレット、データベース、nodejs などのサーバー側のサービスを使用しないサイトです。このアプローチは、サイトごとに Web サーバーを備えた仮想マシンをセットアップするよりも、はるかに経済的です。
			
静的 Web ホストの前提条件




					静的 Web ホストには、1 つ以上の実行中の Ceph Storage Cluster が必要です。また、静的 Web サイト用に 2 つ以上の Ceph Object Gateway インスタンスが必要です。Red Hat は、各ゾーンに HAProxy/keepalived によって負荷分散された複数のゲートウェイインスタンスがあることを前提としています。
				
注記

						Red Hat は、Ceph Object Gateway インスタンスを使用した標準の S3/Swift API と静的 Web ホストの両方を同時にデプロイすることはサポート されません。
					


静的 Web ホストの要件




					静的 Web ホスティング機能は独自の API を使用するため、S3 バケットで静的 Web サイトを使用するようにゲートウェイを設定するには、以下が必要です。
				
	
							S3 静的 Web ホストでは、Ceph Object Gateway インスタンスが使用され、標準の S3/Swift API のユースケースに使用されるインスタンスと区別されます。
						
	
							S3 静的 Web サイトをホストするゲートウェイインスタンスは、標準の S3/Swift API ゲートウェイインスタンスとは別の重複しないドメイン名を持っている必要があります。
						
	
							S3 静的 Web サイトをホストするゲートウェイインスタンスは、標準の S3/Swift API ゲートウェイインスタンスとは別のパブリック向け IP アドレスを使用する必要があります。
						
	
							S3 静的 Web サイトをホストするゲートウェイインスタンスは負荷分散し、必要に応じて HAProxy/keepalived を使用して SSL を終了します。
						



静的 Web ホストゲートウェイの設定




					静的 Web ホスト用のゲートウェイを有効にするには、Ceph 設定ファイルを編集して以下の設定を追加します。
				
[client.rgw.<STATIC-SITE-HOSTNAME>]
...
rgw_enable_static_website = true
rgw_enable_apis = s3, s3website
rgw_dns_name = objects-zonegroup.domain.com
rgw_dns_s3website_name = objects-website-zonegroup.domain.com
rgw_resolve_cname = true
...

					rgw_enable_static_website 設定は true にする必要があります。rgw_enable_apis 設定 は s3website API を有効にする必要があります。rgw_dns_name 設定および rgw_dns_s3website_name 設定は、完全修飾ドメインを提供する必要があります。サイトが標準的な名前の拡張子を使用する場合は、rgw_resolve_cname を true に設定します。
				
重要

						rgw_dns_name および rgw_dns_s3website_name の完全修飾ドメイン名は重複 しないでください。
					


静的 Web ホスティング DNS 設定




					以下は、想定される DNS 設定の例です。最初の 2 行は、標準の S3 インターフェイスを使用してゲートウェイインスタンスのドメインを指定し、それぞれ IPv4 アドレスおよび IPv6 アドレスを指しています。3 行目は、正規名の拡張を使用して S3 バケットのワイルドカード CNAME 設定を提供します。4 番目と 5 番目の行は、S3 の Web サイトインターフェイスを使用してゲートウェイインスタンスのドメインを指定し、それぞれ IPv4 アドレスおよび IPv6 アドレスを参照します。
				
objects-zonegroup.domain.com. IN    A 192.0.2.10
objects-zonegroup.domain.com. IN AAAA 2001:DB8::192:0:2:10
*.objects-zonegroup.domain.com. IN CNAME objects-zonegroup.domain.com.
objects-website-zonegroup.domain.com. IN    A 192.0.2.20
objects-website-zonegroup.domain.com. IN AAAA 2001:DB8::192:0:2:20
注記

						最初の 2 行にある IP アドレスは、4 番目と 5 行目の IP アドレスとは異なります。
					


					マルチサイト設定で Ceph Object Gateway を使用している場合は、ルーティングソリューションを使用してトラフィックをクライアントに最も近いゲートウェイにルーティングすることを検討してください。
				

					Amazon Web Service (AWS) では、ホスト名に一致するように静的 Web ホストバケットが必要です。Ceph は DNS を設定するいくつかの方法を提供し、プロキシーに適合する証明書がある場合に HTTPS は機能します。
				
サブドメインのバケットのホスト名

						AWS 形式の S3 サブドメインを使用するには、DNS エントリーでワイルドカードを使用し、要求を任意のバケットにリダイレクトできます。DNS エントリーは以下のようになります。
					
*.objects-website-zonegroup.domain.com. IN CNAME objects-website-zonegroup.domain.com.

					以下の方法でバケット名にアクセスします。
				
http://bucket1.objects-website-zonegroup.domain.com

					バケット名は bucket1 です。
				
一致しないバケットのホスト名

						Ceph は、リクエストにバケット名を含めずにドメイン名をバケットへのマッピングをサポートします。これは Ceph Object Gateway に固有のものです。ドメイン名を使用してバケットにアクセスするには、ドメイン名をバケット名にマップします。DNS エントリーは以下のようになります。
					
www.example.com. IN CNAME bucket2.objects-website-zonegroup.domain.com.

					バケット名は bucket2 です。
				

					以下の方法でバケットにアクセスします。
				
http://www.example.com
CNAME を使用した長いバケットのホスト名

						AWS は通常、ドメイン名に一致するバケット名を必要とします。CNAME を使用して静的 Web ホストに DNS を設定するには、DNS エントリーは以下のようになります。
					
www.example.com. IN CNAME www.example.com.objects-website-zonegroup.domain.com.

					以下の方法でバケットにアクセスします。
				
http://www.example.com
CNAME のない長いバケットのホスト名

						DNS 名には、SOA、NS、MX、TXT などの他の非 CNAME レコードが含まれている場合、DNS レコードはドメイン名を IP アドレスに直接マップする必要があります。以下に例を示します。
					
www.example.com. IN A 192.0.2.20
www.example.com. IN AAAA 2001:DB8::192:0:2:20

					以下の方法でバケットにアクセスします。
				
http://www.example.com

静的 Web ホストサイトの作成




					静的 Web サイトを作成するには、以下の手順を実行します。
				
	
							S3 バケットを作成します。バケット名は、Web サイトのドメイン名と同じである場合があります。たとえば、mysite.com のバケット名は mysite.com になります。これは AWS に必要ですが、Ceph には必要ありません。詳細は DNS 設定 を参照してください。
						
	
							静的 Web コンテンツをバケットにアップロードします。コンテンツには、HTML、CSS、クライアント側の JavaScript、イメージ、音声/ビデオコンテンツなどのダウンロード可能なファイルが含まれる場合があります。Web サイトには index.html ファイルが必要で、error.html ファイルも利用できます。
						
	
							Web サイトの内容を確認します。この時点で、バケットの作成者のみがコンテンツにアクセスできます。
						
	
							ファイルにパーミッションを設定し、それらが一般に公開されるようにします。
						




NFS-Ganesha への名前空間のエクスポート




				Red Hat Ceph Storage 3 では、Ceph Object Gateway は、実稼働システムに NFS バージョン 3 および NFS バージョン 4.1 を使用して、S3 オブジェクト名前空間をエクスポートする機能を提供します。
			
注記

					NFS Ganesha 機能は一般的な使用ではなく、S3 クラウドへの移行のみを目的としています。
				


				この実装は、UNIX 形式のパス名を S3 バケットおよびオブジェクトにマッピングする Amazon Web Services (AWS) 階層名前空間の規則に準拠しています。アタッチされた名前空間のトップレベルは、存在する場合は NFSv4 疑似 root に従属し、Ceph Object Gateway S3 バケットで設定されます。バケットは、NFS ディレクトリーとして表されます。バケット内のオブジェクトは、S3 規則に従って、NFS ファイルおよびディレクトリー階層として表示されます。ファイルおよびディレクトリーを作成する操作はサポートされています。
			
注記

					ハードリンクまたはソフトリンクの作成または削除は、サポートされていません。バケットまたはディレクトリーでの名前変更操作の実行は NFS 経由ではサポートされていませんが、ファイルでの名前変更はディレクトリー内およびディレクトリー間、およびファイルシステムと NFS マウント間でサポートされています。ファイルの名前変更操作は、NFS 上で行う場合、ターゲットディレクトリーを変更し、通常は完全な readdir を強制的に更新するため、コストが高くなります。
				

注記

					NFS マウントを使用したファイルの編集はサポートされていません。
				

注記

					Ceph Object Gateway では、アプリケーションがオフセット 0 からファイルの終わりまで順番に書き込む必要があります。順不同で書き込もうとすると、アップロード操作が失敗します。この問題を回避するには、ファイルを NFS 領域にコピーする際に、cp、cat、rsync などのユーティリティーを使用します。常に sync オプションでマウントします。
				


				NFS を使用する Ceph Object Gateway は、Gateway サーバーのインプロセスライブラリーパッケージと、NFS-Ganesha NFS サーバーの File System Abstraction Layer (FSAL) 名前空間ドライバーに基づいています。ランタイム時に、NFS を使用する Ceph Object Gateway デーモンのインスタンスは、Civetweb HTTP サービスがない場合でも、完全な Ceph Object Gateway デーモンと NFS-Ganesha インスタンスを単一のプロセスで結合します。この機能を使用するには、NFS-Ganesha バージョン 2.3.2 以降をデプロイします。
			

				NFS-Ganesha (nfs-ganesha-rgw) インスタンスを含むホストで 作業を開始する前に および NFS-Ganesha インスタンス のステップを実行します。
			

複数の NFS ゲートウェイの実行

					各 NFS-Ganesha インスタンスは完全なゲートウェイエンドポイントとして機能しますが、HTTP サービスをエクスポートするように NFS-Ganesha インスタンスを設定できないという制限が現時点であります。通常のゲートウェイインスタンスと同様に、任意の数の NFS-Ganesha インスタンスを起動し、クラスターから同じまたは異なるリソースをエクスポートできます。これにより、NFS-Ganesha インスタンスのクラスターリングが可能になります。ただし、これは高可用性を意味するものではありません。
				

				通常のゲートウェイインスタンスと NFS-Ganesha インスタンスが同じデータリソースと重複している場合、標準の S3 API から、およびエクスポートされた NFS-Ganesha インスタンスを介してアクセスできます。NFS-Ganesha インスタンスを同じホスト上の Ceph Object Gateway インスタンスと同じ場所に配置できます。
			
作業を開始する前に
	
						NFS-Ganesha を実行する前に、NFS-Ganesha を実行するホストで実行中のカーネル NFS サービスインスタンスをすべて無効にします。NFS-Ganesha は、別の NFS インスタンスが実行している場合は起動しません。
					
	
						rpcbind サービスが実行していることを確認します。
					
# systemctl start rpcbind
注記

							rpcbind を提供する rpcbind パッケージは通常、デフォルトでインストールされます。そうでない場合は、最初にパッケージをインストールします。
						

							NFS の rpcbind の使用方法の詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 のストレージ管理ガイドの 必要なサービス セクションを参照してください。
						


	
						nfs-service サービスが実行中である場合は、これを停止して無効にします。
					
# systemctl stop nfs-server.service
# systemctl disable nfs-server.service



NFS-Ganesha インスタンスの設定
	
						nfs-ganesha-rgw パッケージをインストールします。
					
$ sudo apt-get install nfs-ganesha-rgw

	
						Ceph Monitor ノードから NFS-Ganesha ホストの /etc/ceph/ ディレクトリーに Ceph 設定ファイルをコピーし、必要に応じて編集します。
					
# scp <mon-host>:/etc/ceph/ceph.conf <nfs-ganesha-rgw-host>:/etc/ceph
注記

							Ceph 設定ファイルには、有効な [client.rgw.{instance-name}] セクションと、rgw_data、keyring、rgw_frontends など、必要なさまざまな Gateway 設定変数が含まれている必要があります。有効な S3 バケットの命名要件に準拠していない Swift コンテナーをエクスポートする場合は、Ceph 設定ファイルの [client.rgw] セクションで rgw_relaxed_s3_bucket_names を true に設定します。たとえば、Swift コンテナー名にアンダースコアが含まれる場合、これは有効な S3 バケット名ではなく、rgw_relaxed_s3_bucket_names が true に設定されていない限り同期されません。NFS 外にオブジェクトおよびバケットを追加すると、これらのオブジェクトは、デフォルトで rgw_nfs_namespace_expire_secs によって設定された時間に NFS 名前空間に表示されます。デフォルトでは約 5 分です。Ceph 設定ファイルの rgw_nfs_namespace_expire_secs のデフォルト値を上書きして、更新レートを変更します。
						


	
						NFS-Ganesha 設定ファイルを開きます。
					
# vim /etc/ganesha/ganesha.conf

	
						FSAL (File System Abstraction Layer) ブロックを使用して EXPORT セクションを設定します。ID、S3 ユーザー ID、S3 アクセスキー、およびシークレットを指定します。NFSv4 の場合は、以下のようになります。
					
EXPORT
{
        Export_ID={numeric-id};
        Path = "/";
        Pseudo = "/";
        Access_Type = RW;
        SecType = "sys";
        NFS_Protocols = 4;
        Transport_Protocols = TCP;
        Squash = No_Root_Squash;

        FSAL {
                Name = RGW;
                User_Id = {s3-user-id};
                Access_Key_Id ="{s3-access-key}";
                Secret_Access_Key = "{s3-secret}";
        }
}

						Path オプションは、エクスポートを見つける場所を Ganesha に指示します。VFS FSAL の場合は、これはサーバーの名前空間内の場所になります。他の FSAL の場合は、その FSAL の名前空間が管理するファイルシステム内の場所になる可能性があります。たとえば、CephFSAL を使用して CephFS ボリューム全体をエクスポートする場合、Path は / になります。
					

						Pseudo オプションは、Ganesha に対して NFS v4 の擬似ファイルシステムの名前空間内にエクスポートを配置するよう指示します。NFS v4 は、エクスポートの実際の場所に対応しない疑似名前空間を構築する可能性があるサーバーを指定し、その疑似ファイルシステムの一部は NFS サーバーのレルム内にのみ存在し、物理ディレクトリーに対応しない可能性があります。さらに、NFS v4 サーバーはすべてのエクスポートを 1 つの名前空間に配置します。単一のエクスポートを疑似ファイルシステムの root としてエクスポートすることは可能ですが、複数のエクスポートを疑似ファイルシステムに配置する方がはるかに一般的です。従来の VFS では、多くの場合、Pseudo の場所は Path の場所と同じです。/ を Path として使用して CephFS エクスポート例に戻る場合、複数のエクスポートが必要な場合は、エクスポートに Pseudo オプションが他にない可能性があります。たとえば、/ceph です。
					

						NFSv3 に対応する EXPORT ブロックには、NFS_Protocols 設定でバージョン 3 を含める必要があります。さらに、NFSv3 は、UDP トランスポートをサポートする最後のメジャーバージョンになります。標準の初期バージョンには UDP が含まれていましたが、RFC 7530 ではその使用が禁止されています。UDP を有効にするには、Transport_Protocols 設定に追加します。以下に例を示します。
					
EXPORT {
...
    NFS_Protocols = 3,4;
    Transport_Protocols = UDP,TCP;
...
}

						SecType = sys; を設定することで、クライアントは Kerberos 認証なしで接続できます。
					

						Squash = No_Root_Squash; を設定すると、ユーザーは NFS マウント内のディレクトリー所有権を変更できます。
					

						従来の OS ネイティブ NFS 4.1 クライアントを使用する NFS クライアントは通常、移行先サーバーの pseudofs root で定義されるエクスポートされたファイルシステムのフェデレーションされた名前空間を表示します。これらの任意の数を Ceph Object Gateway エクスポートに指定できます。
					

						各エクスポートには、name、User_Id、Access_Key、および Secret_Access_Key という独自のタプルがあり、指定されたユーザーが確認できるオブジェクトの名前空間のプロキシーを作成します。
					

						ganesha.conf のエクスポートには、NFSV4 ブロックを含めることもできます。Red Hat Ceph Storage では、idmapper プログラムを設定する代わりに、Allow_Numeric_Owners パラメーターおよび Only_Numberic_Owners パラメーターサポートされます。
					
NFSV4 {
    Allow_Numeric_Owners = true;
    Only_Numeric_Owners = true;
}

	
						NFS_CORE_PARAM ブロックを設定します。
					
NFS_CORE_PARAM{
    mount_path_pseudo = true;
}

						mount_path_pseudo 設定設定は、true に設定すると、NFS v3 および NFS v4.x のマウントが同じサーバー側パスを使用してエクスポートに到達させます。
					
    mount -o vers=3 <IP ADDRESS>:/export /mnt
    mount -o vers=4 <IP ADDRESS>:/export /mnt
Path            Pseudo          Tag     Mechanism   Mount
/export/test1   /export/test1   test1   v3 Pseudo   mount -o vers=3 server:/export/test1
/export/test1   /export/test1   test1   v3 Tag      mount -o vers=3 server:test1
/export/test1   /export/test1   test1   v4 Pseudo   mount -o vers=4 server:/export/test1
/               /export/ceph1   ceph1   v3 Pseudo   mount -o vers=3 server:/export/ceph1
/               /export/ceph1   ceph1   v3 Tag      mount -o vers=3 server:ceph1
/               /export/ceph1   ceph1   v4 Pseudo   mount -o vers=4 server:/export/ceph1
/               /export/ceph2   ceph2   v3 Pseudo   mount -o vers=3 server:/export/ceph2
/               /export/ceph2   ceph2   v3 Tag      mount -o vers=3 server:ceph2
/               /export/ceph2   ceph2   v4 Pseudo   mount -o vers=4

						mount_path_pseudo の設定設定を false に設定すると、NFS v3 は Path オプションを使用し、NFS v4.x マウントは Pseudo オプションを使用します。
					
Path            Pseudo          Tag     Mechanism   Mount
/export/test1   /export/test1   test1   v3 Path     mount -o vers=3 server:/export/test1
/export/test1   /export/test1   test1   v3 Tag      mount -o vers=3 server:test1
/export/test1   /export/test1   test1   v4 Pseudo   mount -o vers=4 server:/export/test1
/               /export/ceph1   ceph1   v3 Path     mount -o vers=3 server:/
/               /export/ceph1   ceph1   v3 Tag      mount -o vers=3 server:ceph1
/               /export/ceph1   ceph1   v4 Pseudo   mount -o vers=4 server:/export/ceph1
/               /export/ceph2   ceph2   v3 Path     not accessible
/               /export/ceph2   ceph2   v3 Tag      mount -o vers=3 server:ceph2
/               /export/ceph2   ceph2   v4 Pseudo   mount -o vers=4 server:/export/ceph2

	
						RGW セクションを設定します。インスタンスの名前を指定し、Ceph 設定ファイルへのパスを指定し、任意の初期化引数を指定します。
					
RGW {
    name = "client.rgw.{instance-name}";
    ceph_conf = "/etc/ceph/ceph.conf";
    init_args = "--{arg}={arg-value}";
}

	
						/etc/ganesha/ganesha.conf 設定ファイルを保存します。
					
	
						nfs-ganesha サービスを有効にして開始します。
					
# systemctl enable nfs-ganesha
# systemctl start nfs-ganesha

	
						擬似ディレクトリーが非常に大きい場合には、ceph.conf ファイルの設定可能なパラメーター rgw_nfs_s3_fast_attrs を true に設定して、名前をイミュータブルかつ加速します。
					
rgw_nfs_s3_fast_attrs= true

	
						各ゲートウェイノードから Ceph Object Gateway サービスを再起動します。
					
# systemctl restart ceph-radosgw.target




NFSv4 クライアントの設定

					名前空間にアクセスするには、設定された NFS-Ganesha エクスポートをローカルの POSIX 名前空間で必要な場所にマウントします。前述のように、この実装には固有の制限がいくつかあります。
				
	
						NFS 4.1 以降のプロトコルフレーバーのみがサポートされます。
					
	
						書き込み順序を設定するには、sync マウントオプションを使用します。
					



				NFS-Ganesha エクスポートをマウントするには、クライアントホストの /etc/fstab ファイルに以下のエントリーを追加します。
			
<ganesha-host-name>:/ <mount-point> nfs noauto,soft,nfsvers=4.1,sync,proto=tcp 0 0

				NFS-Ganesha ホスト名とクライアントのマウントポイントへのパスを指定します。
			
注記

					NFS-Ganesha エクスポートを正常にマウントするには、クライアントに /sbin/mount.nfs ファイルが存在する必要があります。nfs-tools パッケージはこのファイルを提供します。多くの場合、パッケージはデフォルトでインストールされています。ただし、nfs-tools パッケージがクライアントにインストールされていることを確認し、インストールされていない場合はインストールします。
				


				NFS の詳細は、Red Hat Enterprise Linux 7 のストレージ管理ガイドの ネットワークファイルシステム (NFS) の章を参照してください。
			

NFSv3 クライアントの設定

					マウントオプションとして nfsvers=3 および noacl を指定して、Linux クライアントが NFSv3 でマウントされるように設定できます。UDP をトランスポートとして使用するには、proto=udp をマウントオプションに追加します。ただし、TCP が推奨されるプロトコルです。
				
<ganesha-host-name>:/ <mount-point> nfs noauto,noacl,soft,nfsvers=3,sync,proto=tcp 0 0
注記

					NFS Ganesha EXPORT ブロックの Protocols 設定をバージョン 3 に設定し、マウントがバージョン 3 を UDP で使用する場合は Transports 設定を UDP に設定します。
				


				NFSv3 はクライアントの OPEN および CLOSE 操作をファイルサーバーに通信しないため、RGW NFS はこれらの操作を使用して、ファイルのアップロードトランザクションの開始と終了をマークすることはできません。代わりに、RGW NFS は、オフセット 0 でファイルに最初の書き込みが送信されたときに新しいアップロードを開始しようとし、ファイルへの新しい書き込みが一定期間 (デフォルトでは 10 秒) 見られなかったときにアップロードを終了します。この値を変更するには、Ceph 設定ファイルの RGW セクションに rgw_nfs_write_completion_interval_s の値を設定します。
			


第3章 管理




			管理者は、radosgw-admin コマンドラインインターフェイスを使用して Ceph Object Gateway を管理できます。
		
	
					管理データストレージ
				
	
					ストレージポリシー
				
	
					インデックスのないバケット
				
	
					バケットシャード化
				
	
					圧縮
				
	
					ユーザー管理
				
	
					クォータ管理
				
	
					用途
				


管理データストレージ




				Ceph Object Gateway は、インスタンスのゾーン設定で定義された一連のプールに管理データを保存します。たとえば、後続のセクションで説明したバケット、ユーザー、ユーザークォータおよび使用状況の統計は、Ceph Storage Cluster のプールに保存されます。デフォルトでは、Ceph Object Gateway は以下のプールを作成し、それらをデフォルトゾーンにマッピングします。
			
	
						.rgw
					
	
						.rgw.control
					
	
						.rgw.gc
					
	
						.log
					
	
						.intent-log
					
	
						.usage
					
	
						.users
					
	
						.users.email
					
	
						.users.swift
					
	
						.users.uid
					



				CRUSH ルールセットと配置グループの数を設定できるように、これらのプールを手動で作成することを検討してください。一般的な設定では、Ceph Object Gateway の管理データを格納するプールは、管理データに 10 個のプールがあるため、多くの場合、同じ CRUSH ルールセットを使用し、使用する配置グループの数を少なくします。詳細は、Red Hat Ceph Storage 3 の場合は、プール および ストレージ戦略 ガイドを参照してください。
			

				また、配置グループの計算の詳細については、Ceph Placement Groups(PGs)per Pool Calculator も参照してください。mon_pg_warn_max_per_osd 設定は、プールに過剰な配置グループを割り当てると警告します (つまりデフォルトでは 300)。この値は、ニーズやハードウェアの能力に合わせて調整することができ、n は OSD あたりの PG の最大数です。
			
mon_pg_warn_max_per_osd = n

ストレージポリシーの作成




				Ceph Object Gateway は配置ターゲットを特定し、配置ターゲットに関連付けられたプールにバケットおよびオブジェクトを保存することで、クライアントバケットとオブジェクトデータを保存します。配置ターゲットを設定しておらず、インスタンスのゾーン設定内のプールにマッピングすると、Ceph Object Gateway はデフォルトのターゲットとプールを使用します (例: default_placement)。
			

				ストレージポリシーは、Ceph Object Gateway クライアントに対し、ストレージストラテジーにアクセスする手段を提供します。つまり、SSD、SAS ドライブ、SATA ドライブなどの特定のタイプのストレージをターゲットに設定する機能があります。持続性、レプリケーション、イレイジャーコーディングなどを確保するための特定の方法。詳細は、Red Hat Ceph Storage 3 の ストレージ戦略 を参照してください。
			

				ストレージポリシーを作成するには、以下の手順に従います。
			
	
						必要なストレージストラテジーを使用して、新しいプールの .rgw.buckets.special を作成します。たとえば、イレイジャーコーディング、特定の CRUSH ルールセット、レプリカ数、および pg_num 数および pgp_num 数でカスタマイズしたプールなどです。
					
	
						ゾーングループの設定を取得して、これをファイルに保存します (例: zonegroup.json)。
					
Syntax

							

[root@master-zone]# radosgw-admin zonegroup --rgw-zonegroup=<zonegroup_name> get > zonegroup.json


						
例

							

[root@master-zone]# radosgw-admin zonegroup --rgw-zonegroup=default get > zonegroup.json


						

	
						zonegroup.json ファイルの placement_target の下に、特別な special-placement を追加します。
					
{
	"name": "default",
	"api_name": "",
	"is_master": "true",
	"endpoints": [],
	"hostnames": [],
	"master_zone": "",
	"zones": [{
		"name": "default",
		"endpoints": [],
		"log_meta": "false",
		"log_data": "false",
		"bucket_index_max_shards": 5
	}],
	"placement_targets": [{
		"name": "default-placement",
		"tags": []
	}, {
		"name": "special-placement",
		"tags": []
	}],
	"default_placement": "default-placement"
}

	
						変更された zonegroup.json ファイルでゾーングループを設定します。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin zonegroup set < zonegroup.json

	
						ゾーン設定を取得して、これをファイル (例: zone.json) に保存します。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin zone get > zone.json

	
						ゾーンファイルを編集し、placement_pool に新しい配置ポリシーキーを追加します。
					
{
	"domain_root": ".rgw",
	"control_pool": ".rgw.control",
	"gc_pool": ".rgw.gc",
	"log_pool": ".log",
	"intent_log_pool": ".intent-log",
	"usage_log_pool": ".usage",
	"user_keys_pool": ".users",
	"user_email_pool": ".users.email",
	"user_swift_pool": ".users.swift",
	"user_uid_pool": ".users.uid",
	"system_key": {
		"access_key": "",
		"secret_key": ""
	},
	"placement_pools": [{
		"key": "default-placement",
		"val": {
			"index_pool": ".rgw.buckets.index",
			"data_pool": ".rgw.buckets",
			"data_extra_pool": ".rgw.buckets.extra"
		}
	}, {
		"key": "special-placement",
		"val": {
			"index_pool": ".rgw.buckets.index",
			"data_pool": ".rgw.buckets.special",
			"data_extra_pool": ".rgw.buckets.extra"
		}
	}]
}

	
						新しいゾーン設定を設定します。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin zone set < zone.json

	
						ゾーングループのマップを更新します。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin period update --commit

						special-placement エントリーは placement_target として一覧表示されます。
					




				要求の実行時にストレージポリシーを指定するには、以下を実行します。
			
以下に例を示します。

					

$ curl -i http://10.0.0.1/swift/v1/TestContainer/file.txt -X PUT -H "X-Storage-Policy: special-placement" -H "X-Auth-Token: AUTH_rgwtxxxxxx"


				

インデックスのないバケットの作成




				作成されたバケットがバケットインデックスを使用せずに、オブジェクトのインデックスを格納する、つまりインデックスレスバケットを配置先として設定することができます。データのレプリケーションや一覧表示を使用しない配置ターゲットは、インデックスレスバケットを実装することができます。
			

				インデックスレスバケットは、配置ターゲットが特定のバケット内のオブジェクトを追跡しないメカニズムです。これにより、オブジェクト書き込みが発生するたびに発生するリソース競合が削除され、Ceph Object Gateway が Ceph Storage クラスターに必要なラウンドトリップの数を減らします。これにより、同時操作や、小規模のオブジェクト書き込みパフォーマンスに正当な影響を与える可能性があります。
			

				配置ターゲットをインデックスレスとして指定するには、以下の手順に従います。
			
	
						zone.json の設定を取得します。
					
$ radosgw-admin zone get --rgw-zone=<zone> > zone.json

	
						新しい配置対象を追加するか、既存の配置対象を変更して "index_type": 1 を持つようにすることで、zone.json を変更します。たとえば以下のようになります。
					
"placement_pools": [
    {
      "key": "default-placement",
      "val": {
        "index_pool": "default.rgw.buckets.index",
        "data_pool": "default.rgw.buckets.data",
        "data_extra_pool": "default.rgw.buckets.non-ec",
        "index_type": 1,
        "compression": ""
      }
    },
    {
      "key": "indexless",
      "val": {
        "index_pool": "default.rgw.buckets.index",
        "data_pool": "default.rgw.buckets.data",
        "data_extra_pool": "default.rgw.buckets.non-ec",
        "index_type": 1
      }
    }
  ],

	
						zone.json の設定を設定します。
					
$ radosgw-admin zone set --rgw-zone=<zone> --infile zone.json

	
						新しい配置ターゲットを作成している場合は、zonegroup が新しい配置ターゲットを参照していることを確認します。
					
$ radosgw-admin zonegroup get --rgw-zonegroup=<zonegroup> > zonegroup.json

	
						ゾーングループの default_placement を設定します。
					
$ radosgw-admin zonegroup placement default --placement-id indexless

	
						必要に応じて zonegroup.json を変更します。以下に例を示します。
					
  "placement_targets": [
    {
      "name": "default-placement",
      "tags": []
    },
    {    "name": "indexless",
		     "tags": []
    }
  ],
  "default_placement": "default-placement",
$ radosgw-admin zonegroup set --rgw-zonegroup=<zonegroup> < zonegroup.json

	
						クラスターがマルチサイト設定にある場合は、期間を更新し、コミットします。
					
$ radosgw-admin period update --commit




				この例では、"indexless" ターゲットで作成されたバケットはインデックスレスバケットです。
			
重要

					バケットインデックスはバケットの正しい状態を反映せず、これらのバケットを一覧表示してもオブジェクトの一覧を正しく返しません。これは複数の機能に影響します。具体的には、バケットインデックスが変更情報の保存に使用されていないため、これらのバケットはマルチゾーン環境では同期されません。この機能にはバケットインデックスが必要になるため、インデックスレスバケットで S3 オブジェクトのバージョン管理を使用することは推奨されません。
				

注記

					インデックスレスバケットを使用すると、単一バケットのオブジェクトの最大数の上限が削除されます。
				

注記

					インデックスレスバケットのオブジェクトは NFS から一覧表示できない
				


バケットシャーディングの設定




				Ceph Object Gateway は、バケットインデックスデータをインデックスプール (index_pool) に格納します。デフォルトは .rgw.buckets.index です。バケットあたりの最大オブジェクト数のクオータを設定せずに、クライアントが数十万から数百万のオブジェクトを 1 つのバケットに入れると、インデックスプールのパフォーマンスが著しく低下します。
			

				バケットインデックスのシャーディング は、バケットあたりのオブジェクト数が多い場合のパフォーマンスのボトルネックを防ぐのに役立ちます。
			

				新規バケットのバケットインデックスシャーディングを設定したり、既存のバケットでバケットインデックスを変更したりすることができます。
			

				バケットインデックスのシャード化を設定するには、以下を実行します。
			
	
						単純な設定の新規バケットの場合は、rgw_override_bucket_index_max_shards オプションを使用します。「簡易設定でのバケットインデックスシャードの設定」 を参照してください。
					
	
						マルチサイト設定の新規バケットの場合は、bucket_index_max_shards オプションを使用します。「マルチサイト設定でのバケットインデックスのシャード化の設定」 を参照してください。
					



				バケットを再シャード化するには、以下を実行します。
			
	
						動的な場合:「バケットインデックスの動的再シャーディング」を参照してください。
					
	
						手動で、「バケットインデックスの手動再シャーディング」 を参照してください。
					
	
						マルチサイト設定で マルチサイトを使用した手動によるバケットのリシャード化 を参照してください。
					


バケットシャーディングの制限



重要

						注意して、以下の制限を使用してください。お使いのハードウェアの選択には影響があるため、この要件を Red Hat アカウントチームと常に相談してください。
					

	
							シャードが必要になる前に 1 つのバケット内のオブジェクトの最大数: Red Hat は、バケットインデックスのシャードごとに最大 102,400 個のオブジェクトを推奨しています。シャーディングを最大限に活用するには、Ceph Object Gateway バケットインデックスプールの十分な数の OSD を提供します。
						
	
							シャード化の使用時の最大オブジェクト数: 以前のテストに基づき、現在サポートされているバケットインデックスシャードの数は 65521 です。Red Hat の品質保証は、バケットシャーディングで完全なスケーラビリティーテストを実施していません。
						



簡易設定でのバケットインデックスシャードの設定




					すべての新規バケットでバケットインデックスシャードを有効にし、設定するには、rgw_override_bucket_index_max_shards パラメーターを使用します。パラメーターを次のように設定します。
				
	
							バケットインデックスシャード化を無効にする場合は 0。これがデフォルト値になります。
						
	
							0 より大きい値を有効にすると、バケットシャード化が有効になり、シャードの最大数が設定されます。
						


前提条件
	
							バケットシャーディングの制限 を読んでいる。
						


手順
	
							推奨されるシャード数を計算します。これを行うには、以下の式を使用します。
						
number of objects expected in a bucket / 100,000

							シャードの最大数は 65521 であることに注意してください。
						

	
							Ceph 設定ファイルに rgw_override_bucket_index_max_shards を追加します。
						
rgw_override_bucket_index_max_shards = value

							value を、直前の手順で計算したシャードの推奨数に置き換えます。以下に例を示します。
						
rgw_override_bucket_index_max_shards = 10
	
									Ceph Object Gateway のすべてのインスタンスにバケットインデックスシャードを設定するには、[global] セクションに rgw_override_bucket_index_max_shards を追加します。
								
	
									Ceph Object Gateway の特定のインスタンスに対してのみバケットインデックスのシャーディングを設定するには、インスタンスの下に rgw_override_bucket_index_max_shards を追加します。
								



	
							Ceph Object Gateway を再起動します。
						
$ sudo service radosgw restart id=rgw.hostname

							hostname を、Ceph Object Gateway が実行されているノードの短いホスト名に置き換えます。
						



関連情報
	
							バケットインデックスの動的再シャーディング
						
	
							バケットインデックスの手動再シャーディング
						



マルチサイト設定でのバケットインデックスのシャード化の設定




					マルチサイト設定では、各ゾーンに異なる index_pool を設定して、フェイルオーバーを管理できます。1 つのゾーングループのゾーンに一貫したシャード数を設定するには、そのゾーングループの設定に bucket_index_max_shards を設定します。パラメーターを次のように設定します。
				
	
							バケットインデックスシャード化を無効にする場合は 0。これがデフォルト値になります。
						
	
							0 より大きい値を有効にすると、バケットシャード化が有効になり、シャードの最大数が設定されます。
						


注記

						SSD ベースの OSD の CRUSH ルールセットにインデックスプール (該当する場合は各ゾーン) をマッピングすることも、バケットインデックスのパフォーマンスに役立つ可能性があります。
					

前提条件
	
							バケットシャーディングの制限 を読んでいる。
						


手順
	
							推奨されるシャード数を計算します。これを行うには、以下の式を使用します。
						
number of objects expected in a bucket / 100,000

							シャードの最大数は 65521 であることに注意してください。
						

	
							ゾーングループ設定を zonegroup.json ファイルに展開します。
						
$ radosgw-admin zonegroup get > zonegroup.json

	
							zonegroup.json ファイルで、名前付きゾーンごとに bucket_index_max_shards を設定します。
						
bucket_index_max_shards = value

							value を、直前の手順で計算したシャードの推奨数に置き換えます。以下に例を示します。
						
bucket_index_max_shards = 10

	
							ゾーングループをリセットします。
						
$ radosgw-admin zonegroup set < zonegroup.json

	
							期間を更新します。
						
$ radosgw-admin period update --commit



関連情報
	
							マルチサイトでのバケットの手動再シャーディング
						



バケットインデックスの動的再シャーディング




					動的バケットの再シャーディングのプロセスは、すべての Ceph Object Gateway バケットを定期的にチェックし、再シャーディングを必要とするバケットを検出します。バケットが rgw_max_objs_per_shard パラメーターで指定された値よりも大きい場合、Ceph Object Gateway はバックグラウンドでバケットを動的に再シャードします。rgw_max_objs_per_shard のデフォルト値は、シャードごとに 100k オブジェクトです。
				
重要

						現在、Red Hat は、マルチサイト設定で動的バケットの再シャーディングをサポートしていません。このような設定でシャードバケットのインデックスを再作成するには、マルチサイトを使用した手動によるバケットのリシャード化 を参照してください。
					

前提条件
	
							バケットシャーディングの制限 を読んでいる。
						


手順
	
							バケットインデックスの動的再シャーディングを有効にするには、以下を実行します。
						
	
									Ceph 設定ファイルの rgw_dynamic_resharding 設定を true (デフォルト値) に設定します。
								
	
									任意です。必要に応じて、Ceph 設定ファイルの以下のパラメーターを変更します。
								
	
											rgw_reshard_num_logs: 再シャードログのシャードの数。デフォルト値は 16 です。
										
	
											rgw_reshard_bucket_lock_duration: リシャード中にバケットのロックの期間。デフォルト値は 120 秒です。
										
	
											rgw_dynamic_resharding: 動的リシャードを有効または無効にします。デフォルト値は true です。
										
	
											rgw_max_objs_per_shard: シャードごとのオブジェクトの最大数。デフォルト値は、シャードごとに 100000 オブジェクトです。
										
	
											rgw_reshard_thread_interval: 再シャード処理のラウンド間の最大時間。デフォルト値は 600 秒です。
										






	
							バケットを再シャーディングキューに追加するには、以下を実行します。
						
radosgw-admin reshard add --bucket BUCKET_NAME --num-shards NUMBER

							以下を置き換えます。
						
	
									再シャードするバケットの名前を含む BUCKET_NAME
								
	
									新しいシャード数の NUMBER
								


以下に例を示します。

								

$ radosgw-admin reshard add --bucket data --num-shards 10


							

	
							再シャーディングキューを一覧表示するには、以下を実行します。
						
$ radosgw-admin reshard list

	
							バケットの再シャーディングステータスを確認するには、以下のコマンドを実行します。
						
radosgw-admin reshard status --bucket BUCKET_NAME

							以下を置き換えます。
						
	
									再シャードするバケットの名前を持つ BUCKET_NAME
								


以下に例を示します。

								

$ radosgw-admin reshard status --bucket data


							
注記

								radosgw-admin reshard status コマンドは、次のステータス識別子のいずれかを表示します。
							
	
										not-resharding
									
	
										in-progress
									
	
										done
									




	
							再シャーディングキューのエントリーを即座に処理するには、以下を実行します。
						
$ radosgw-admin reshard process

	
							保留中のバケットの再シャーディングをキャンセルするには、以下を実行します。
						
radosgw-admin reshard cancel --bucket BUCKET_NAME

							以下を置き換えます。
						
	
									保留中のバケットの名前を持つ BUCKET_NAME。
								


以下に例を示します。

								

$ radosgw-admin reshard cancel --bucket data


							
重要

								保留中 の再シャード操作のみをキャンセルできます。継続中 のリシャード操作をキャンセルしないでください。
							


	
							Red Hat Ceph Storage 3.1 およびそれ以前のバージョンを使用している場合は、再シャーディング後の古いインスタンスのクリーニング のセクションで説明されているように、古いバケットエントリーを削除します。
						


関連情報
	
							バケットインデックスの手動再シャーディング
						
	
							簡易設定でのバケットインデックスシャードの設定
						



バケットインデックスの手動再シャーディング




					バケットのサイズが初期設定に対して最適化されている場合は、radosgw-admin bucket reshard コマンドを使用してバケットインデックスプールを再シャードします。このコマンドは、以下のようになります。
				
	
							指定されたバケットのバケットインデックスオブジェクトの新しいセットを作成します。
						
	
							これらのバケットインデックスオブジェクトにオブジェクトエントリーを分散します。
						
	
							新規バケットインスタンスを作成します。
						
	
							新規インデックス操作すべてが新規バケットインデックスを通過するように、新しいバケットインスタンスをバケットとリンクします。
						
	
							古いバケット ID および新しいバケット ID をコマンド出力に出力します。
						


重要

						この手順は、簡単な設定でのみ使用してください。マルチサイト設定でバケットを再シャーディングするには、マルチサイトでのバケットの手動再シャーディング を参照してください。
					

前提条件
	
							バケットシャーディングの制限 を読んでいる。
						


手順
	
							元のバケットインデックスをバックアップします。
						
radosgw-admin bi list --bucket=BUCKET > BUCKET.list.backup

							以下を置き換えます。
						
	
									BUCKET を、再シャードするバケットの名前に
								



							たとえば、data という名前のバケットの場合は、以下を入力します。
						
$ radosgw-admin bi list --bucket=data > data.list.backup

	
							バケットインデックスを再シャード化します。
						
radosgw-admin bucket reshard --bucket=BUCKET --num-shards=NUMBER

							以下を置き換えます。
						
	
									BUCKET を、再シャードするバケットの名前に
								
	
									NUMBER を、新しいシャード数に
								



							たとえば、data という名前のバケットおよび必要なシャード数が 100 の場合は、以下を入力します。
						
$ radosgw-admin bucket reshard --bucket=data --num-shards=100

	
							Red Hat Ceph Storage 3.1 およびそれ以前のバージョンを使用している場合は、再シャーディング後の古いインスタンスのクリーニング のセクションで説明されているように、古いバケットエントリーを削除します。
						


関連情報
	
							バケットインデックスの動的再シャーディング
						
	
							簡易設定でのバケットインデックスシャードの設定
						
	
							マルチサイト設定でのバケットインデックスシャーディングの設定
						
	
							マルチサイトでのバケットの手動再シャーディング
						



再シャーディングを行った後に古いインスタンスの消去




					Red Hat Ceph Storage 3.1 以前のバージョンでは、再シャーディングプロセスでは、バケットエントリーの古いインスタンスは自動的にクリーンアップされません。これらの古いインスタンスは、手動でクリーンアップされない場合にクラスターのパフォーマンスに影響を与える可能性があります。
				
重要

						この手順は、マルチサイトクラスターではない単純な設定にのみ使用するようにしてください。
					

前提条件
	
							Ceph Object Gateway がインストールされている。
						


手順
	
							古いインスタンスを一覧表示します。
						
$ radosgw-admin reshard stale-instances list

	
							古いインスタンスを削除します。
						
$ radosgw-admin reshard stale-instances rm





圧縮の有効化




				Ceph Object Gateway は、Ceph の圧縮プラグインを使用してアップロードしたオブジェクトのサーバー側の圧縮をサポートします。これには、以下が含まれます。
			
	
						zlib: サポート対象。
					
	
						snappy: テクノロジープレビュー。
					
	
						zstd: テクノロジープレビュー。
					


注記

					圧縮プラグイン snappy および zstd はテクノロジープレビュー機能であり、Red Hat が品質保証テストを完了していないため、完全にはサポートされていません。
				

設定

					ゾーンの配置ターゲットで圧縮を有効にするには、--compression=<type> オプションを radosgw-admin zone placement modify コマンドに指定します。圧縮 type は、新しいオブジェクトデータの書き込み時に使用する圧縮プラグインの名前を指します。
				

				圧縮される各オブジェクトは圧縮タイプを保存します。設定を変更しても、既存の圧縮オブジェクトを展開します。また、Ceph Object Gateway は強制的に既存オブジェクトを再圧縮する訳ではありません。
			

				この圧縮設定は、この配置ターゲットを使用してバケットにアップロードされるすべての新規オブジェクトに適用されます。
			

				ゾーンの配置ターゲットで圧縮を無効にするには、--compression=<type> オプションを radosgw-admin zone placement modify コマンドに指定して、空の文字列または none を指定します。
			

				以下に例を示します。
			
$ radosgw-admin zone placement modify --rgw-zone=default --placement-id=default-placement --compression=zlib
{
...
    "placement_pools": [
        {
            "key": "default-placement",
            "val": {
                "index_pool": "default.rgw.buckets.index",
                "data_pool": "default.rgw.buckets.data",
                "data_extra_pool": "default.rgw.buckets.non-ec",
                "index_type": 0,
                "compression": "zlib"
            }
        }
    ],
...
}

				圧縮の有効化または無効化後に Ceph Object Gateway インスタンスを再起動して、変更を反映します。
			
注記

					Ceph Object Gateway は デフォルト ゾーンとプールのセットを作成します。実稼働デプロイメントの場合は、実稼働用 Ceph Object Gateway の レルムの作成 セクションを参照してください。Multisite も参照してください。
				

統計

					既存のコマンドおよび API は、圧縮されていないデータに基づいてオブジェクトおよびバケットサイズを引き続き報告しますが、radosgw-admin bucket stats コマンドには指定されたバケットの圧縮統計が含まれます。
				
$ radosgw-admin bucket stats --bucket=<name>
{
...
    "usage": {
        "rgw.main": {
            "size": 1075028,
            "size_actual": 1331200,
            "size_utilized": 592035,
            "size_kb": 1050,
            "size_kb_actual": 1300,
            "size_kb_utilized": 579,
            "num_objects": 104
        }
    },
...
}

				size_utilized フィールドおよび size_kb_utilized フィールドは、それぞれ圧縮データの合計サイズをバイト単位で表します。
			

ユーザー管理




				Ceph Object Storage ユーザー管理とは、Ceph Storage Cluster のクライアントアプリケーションとしての Ceph Object Gateway ではなく、Ceph Object Storage サービスのクライアントアプリケーションであるユーザーを指します。クライアントアプリケーションが Ceph Object Gateway サービスと対話できるようにするには、ユーザー、アクセスキー、およびシークレットを作成する必要があります。
			

				ユーザータイプが 2 つあります。
			
	
						User: user という用語は、S3 インターフェイスのユーザーを反映しています。
					
	
						Subuser: subuser という用語は、Swift インターフェイスのユーザーを反映しています。サブユーザーがユーザーに関連付けられています。
					



				ユーザーとサブユーザーを作成、変更、表示、一時停止、および削除できます。
			
重要

					マルチサイトデプロイメントでユーザーを管理する場合は、常にマスターゾーングループのマスターゾーン内の Ceph Object Gateway ノードで radosgw-admin コマンドを実行して、ユーザーがマルチサイトクラスター全体で同期するようにします。マルチサイトクラスター上のユーザーをセカンダリーゾーンまたはセカンダリーゾーングループから作成、変更、または削除しないでください。このドキュメントでは、マスターゾーングループのマスターゾーンにあるホストのコマンドライン規則として [root@master-zone]# を使用しています。
				


				ユーザーおよびサブユーザー ID の作成に加え、ユーザーの表示名およびメールアドレスを追加することができます。キーおよびシークレットを指定するか、キーおよびシークレットを自動的に生成できます。キーを生成または指定した際には、ユーザー ID が S3 キータイプに対応し、サブユーザー ID が Swift キータイプに対応することに注意してください。Swift キーには、アクセスレベルの read、write、readwrite、および full もあります。
			

				ユーザー管理コマンドライン構文は、通常、パターン user <command> <user-id> に従います。ここで、<user-id> は、--uid= オプションの後にユーザー ID (S3) が続くか、--subuser= オプションの後にユーザー名 (Swift) が続きます。以下に例を示します。
			
[root@master-zone]# radosgw-admin user <create|modify|info|rm|suspend|enable|check|stats> <--uid={id}|--subuser={name}> [other-options]

				実行するコマンドによっては、追加のオプションが必要になる場合があります。
			
マルチテナンシー




					Red Hat Ceph Storage 2 以降では、Ceph Object Gateway は S3 および Swift API の両方に対するマルチテナンシーをサポートします。この場合、各ユーザーとバケットはテナント下に置かれます。 マルチテナンシーは、複数のテナントが共通のバケット名 (例: test、main など) を使用している場合に、名前空間のクラッシュを防ぎます。
				

					各ユーザーとバケットはテナントの下にあります。下位互換性のために、空の名前を持つレガシーテナントが追加されます。テナントを具体的に指定せずにバケットを参照する場合は常に、Swift API はレガシーテナントを想定します。既存のユーザーもレガシーテナントに保存されるため、以前のリリースと同様にバケットとオブジェクトにアクセスします。
				

					このようなテナントの場合、テナント自体には何の操作もありません。ユーザーが管理されている場合には、必要に応じて表示および非表示になります。明示的なテナントを持つユーザーを作成、変更、および削除するには、追加のオプション --tenant を指定するか、radosgw-admin コマンドのパラメーターで構文 "<tenant>$<user>" を使用します。
				

					S3 用のユーザー testx$tester を作成するには、以下を実行します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin --tenant testx --uid tester \
                    --display-name "Test User" --access_key TESTER \
                    --secret test123 user create

					Swift のユーザー testx$tester を作成するには、以下のいずれかを実行します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin --tenant testx --uid tester \
                    --display-name "Test User" --subuser tester:swift \
                    --key-type swift --access full subuser create

[root@master-zone]# radosgw-admin key create --subuser 'testx$tester:swift' \
                    --key-type swift --secret test123
注記

						明示的なテナントを持つサブユーザーは、シェルで引用する必要がありました。
					


ユーザーの作成




					user create コマンドを使用して S3-interface ユーザーを作成します。ユーザー ID と表示名を指定する必要があります。メールアドレスを指定することもできます。key または secret を指定しないと、radosgw-admin によって自動的に生成されます。ただし、生成されたキー/シークレットのペアを使用しない場合は、キーやシークレットを指定できます。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin user create --uid=<id> \
[--key-type=<type>] [--gen-access-key|--access-key=<key>]\
[--gen-secret | --secret=<key>] \
[--email=<email>] --display-name=<name>

					以下に例を示します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin user create --uid=janedoe --display-name="Jane Doe" --email=jane@example.com
{ "user_id": "janedoe",
  "display_name": "Jane Doe",
  "email": "jane@example.com",
  "suspended": 0,
  "max_buckets": 1000,
  "auid": 0,
  "subusers": [],
  "keys": [
        { "user": "janedoe",
          "access_key": "11BS02LGFB6AL6H1ADMW",
          "secret_key": "vzCEkuryfn060dfee4fgQPqFrncKEIkh3ZcdOANY"}],
  "swift_keys": [],
  "caps": [],
  "op_mask": "read, write, delete",
  "default_placement": "",
  "placement_tags": [],
  "bucket_quota": { "enabled": false,
      "max_size_kb": -1,
      "max_objects": -1},
  "user_quota": { "enabled": false,
      "max_size_kb": -1,
      "max_objects": -1},
  "temp_url_keys": []}
重要

						キーの出力を確認します。radosgw-admin が JSON エスケープ (\) 文字を生成することがあり、一部のクライアントは JSON エスケープ文字の処理方法を知りません。対処法には、JSON エスケープ文字 (\) の削除、文字列の引用符でのカプセル化、キーの再生成、JSON エスケープ文字が含まれていないことの確認、またはキーとシークレットの手動指定が含まれます。
					


サブユーザーの作成




					サブユーザー (Swift インターフェイス) を作成するには、ユーザー ID (--uid={username})、サブユーザー ID、およびサブユーザーのアクセスレベルを指定する必要があります。key または secret を指定しないと、radosgw-admin によって自動的に生成されます。ただし、生成されたキー/シークレットのペアを使用しない場合は、キーやシークレットを指定できます。
				
注記

						アクセス制御ポリシーも含まれるため、full は readwrite ではありません。
					

[root@master-zone]# radosgw-admin subuser create --uid={uid} --subuser={uid} --access=[ read | write | readwrite | full ]

					以下に例を示します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin subuser create --uid=janedoe --subuser=janedoe:swift --access=full
{ "user_id": "janedoe",
  "display_name": "Jane Doe",
  "email": "jane@example.com",
  "suspended": 0,
  "max_buckets": 1000,
  "auid": 0,
  "subusers": [
        { "id": "janedoe:swift",
          "permissions": "full-control"}],
  "keys": [
        { "user": "janedoe",
          "access_key": "11BS02LGFB6AL6H1ADMW",
          "secret_key": "vzCEkuryfn060dfee4fgQPqFrncKEIkh3ZcdOANY"}],
  "swift_keys": [],
  "caps": [],
  "op_mask": "read, write, delete",
  "default_placement": "",
  "placement_tags": [],
  "bucket_quota": { "enabled": false,
      "max_size_kb": -1,
      "max_objects": -1},
  "user_quota": { "enabled": false,
      "max_size_kb": -1,
      "max_objects": -1},
  "temp_url_keys": []}

ユーザー情報の取得




					ユーザーに関する情報を取得するには、ユーザー情報 とユーザー ID (--uid={username}) を指定する必要があります。
				
# radosgw-admin user info --uid=janedoe

ユーザー情報の変更




					ユーザーに関する情報を変更するには、ユーザー ID (--uid={username}) と変更する属性を指定する必要があります。変更は通常、キーとシークレット、電子メールアドレス、表示名、およびアクセスレベルに対して行われます。以下に例を示します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin user modify --uid=janedoe / --display-name="Jane E. Doe"

					サブユーザーの値を変更するには、subuser modify とサブユーザー ID を指定します。以下に例を示します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin subuser modify --subuser=janedoe:swift / --access=full

ユーザーの有効化および一時停止




					ユーザーを作成すると、ユーザーはデフォルトで有効になります。ただし、ユーザー特権を一時停止して、後で再度有効にすることができます。ユーザーを一時停止するには、user suspend とユーザー ID を指定します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin user suspend --uid=johndoe

					一時停止ユーザーを再度有効にするには、user enable とユーザー ID を指定します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin user enable --uid=johndoe
注記

						ユーザーを無効にすると、サブユーザーが無効になります。
					


ユーザーの削除




					ユーザーを削除すると、ユーザーとサブユーザーはシステムから削除されます。ただし、必要に応じてサブユーザーのみを削除できます。ユーザー (およびサブユーザー) を削除するには、user rm とユーザー ID を指定します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin user rm --uid=<uid> [--purge-keys] [--purge-data]

					以下に例を示します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin user rm --uid=johndoe --purge-data

					サブユーザーのみを削除するには、subuser rm およびサブユーザー名を指定します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin subuser rm --subuser=johndoe:swift --purge-keys

					オプションには以下が含まれます。
				
	
							データのパージ: --purge-data オプションは、UID に関連付けられたすべてのデータをパージします。
						
	
							Purge Keys: --purge-keys オプションは、UID に関連付けられたすべてのキーをパージします。
						



サブユーザーの削除




					サブユーザーを削除すると、Swift インターフェイスへのアクセスが削除されます。ユーザーはシステムに残ります。Ceph Object Gateway: サブユーザーを削除するには、subuser rm およびサブユーザー ID を指定します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin subuser rm --subuser=johndoe:test

					オプションには以下が含まれます。
				
	
							Purge Keys: --purge-keys オプションは、UID に関連付けられたすべてのキーをパージします。
						



ユーザーの名前変更




					ユーザーの名前を変更するには、radosgw-admin user rename コマンドを使用します。このコマンドにかかる時間は、ユーザーが持つバケットおよびオブジェクトの数によって異なります。この数字が大きい場合、Red Hat は、screen パッケージが提供する Screen ユーティリティーでコマンドを使用することを推奨します。
				
前提条件
	
							稼働中の Ceph クラスター。
						
	
							root または sudo アクセス
						
	
							インストールされた Ceph Object Gateway
						


手順
	
							ユーザーの名前を変更します。
						
radosgw-admin user rename --uid=current-user-name --new-uid=new-user-name

							たとえば、名前 user1 を user2 に変更するには、以下を実行します。
						
# radosgw-admin user rename --uid=user1 --new-uid=user2

{
    "user_id": "user2",
    "display_name": "user 2",
    "email": "",
    "suspended": 0,
    "max_buckets": 1000,
    "auid": 0,
    "subusers": [],
    "keys": [
        {
            "user": "user2",
            "access_key": "59EKHI6AI9F8WOW8JQZJ",
            "secret_key": "XH0uY3rKCUcuL73X0ftjXbZqUbk0cavD11rD8MsA"
        }
    ],
    "swift_keys": [],
    "caps": [],
    "op_mask": "read, write, delete",
    "default_placement": "",
    "placement_tags": [],
    "bucket_quota": {
        "enabled": false,
        "check_on_raw": false,
        "max_size": -1,
        "max_size_kb": 0,
        "max_objects": -1
    },
    "user_quota": {
        "enabled": false,
        "check_on_raw": false,
        "max_size": -1,
        "max_size_kb": 0,
        "max_objects": -1
    },
    "temp_url_keys": [],
    "type": "rgw"
}

							ユーザーがテナント内にある場合は、tenant$user-name 形式を使用します。
						
radosgw-admin user rename --uid=tenant$current-user-name --new-uid=tenant$new-user-name

							たとえば、test テナント内の user1 の名前を user2 に変更するには、以下を実行します。
						
# radosgw-admin user rename --uid=test$user1 --new-uid=test$user2

1000 objects processed in tvtester1. Next marker 80_tVtester1_99
2000 objects processed in tvtester1. Next marker 64_tVtester1_44
3000 objects processed in tvtester1. Next marker 48_tVtester1_28
4000 objects processed in tvtester1. Next marker 2_tVtester1_74
5000 objects processed in tvtester1. Next marker 14_tVtester1_53
6000 objects processed in tvtester1. Next marker 87_tVtester1_61
7000 objects processed in tvtester1. Next marker 6_tVtester1_57
8000 objects processed in tvtester1. Next marker 52_tVtester1_91
9000 objects processed in tvtester1. Next marker 34_tVtester1_74
9900 objects processed in tvtester1. Next marker 9_tVtester1_95
1000 objects processed in tvtester2. Next marker 82_tVtester2_93
2000 objects processed in tvtester2. Next marker 64_tVtester2_9
3000 objects processed in tvtester2. Next marker 48_tVtester2_22
4000 objects processed in tvtester2. Next marker 32_tVtester2_42
5000 objects processed in tvtester2. Next marker 16_tVtester2_36
6000 objects processed in tvtester2. Next marker 89_tVtester2_46
7000 objects processed in tvtester2. Next marker 70_tVtester2_78
8000 objects processed in tvtester2. Next marker 51_tVtester2_41
9000 objects processed in tvtester2. Next marker 33_tVtester2_32
9900 objects processed in tvtester2. Next marker 9_tVtester2_83
{
    "user_id": "test$user2",
    "display_name": "User 2",
    "email": "",
    "suspended": 0,
    "max_buckets": 1000,
    "auid": 0,
    "subusers": [],
    "keys": [
        {
            "user": "test$user2",
            "access_key": "user2",
            "secret_key": "123456789"
        }
    ],
    "swift_keys": [],
    "caps": [],
    "op_mask": "read, write, delete",
    "default_placement": "",
    "placement_tags": [],
    "bucket_quota": {
        "enabled": false,
        "check_on_raw": false,
        "max_size": -1,
        "max_size_kb": 0,
        "max_objects": -1
    },
    "user_quota": {
        "enabled": false,
        "check_on_raw": false,
        "max_size": -1,
        "max_size_kb": 0,
        "max_objects": -1
    },
    "temp_url_keys": [],
    "type": "rgw"
}

	
							ユーザーの名前が正常に変更されたことを確認します。
						
radosgw-admin user info --uid=new-user-name

							以下に例を示します。
						
# radosgw-admin user info --uid=user2

							ユーザーがテナント内にある場合は、tenant$user-name 形式を使用します。
						
radosgw-admin user info --uid=tenant$new-user-name
# radosgw-admin user info --uid=test$user2



関連情報
	
							man ページの screen(1)
						



キーの作成




					ユーザーのキーを作成するには、key create を指定する必要があります。ユーザーには、ユーザー ID と s3 キータイプを指定します。サブユーザーのキーを作成するには、サブユーザー ID と swift キータイプを指定する必要があります。以下に例を示します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin key create --subuser=johndoe:swift --key-type=swift --gen-secret
{ "user_id": "johndoe",
  "rados_uid": 0,
  "display_name": "John Doe",
  "email": "john@example.com",
  "suspended": 0,
  "subusers": [
     { "id": "johndoe:swift",
       "permissions": "full-control"}],
  "keys": [
    { "user": "johndoe",
      "access_key": "QFAMEDSJP5DEKJO0DDXY",
      "secret_key": "iaSFLDVvDdQt6lkNzHyW4fPLZugBAI1g17LO0+87"}],
  "swift_keys": [
    { "user": "johndoe:swift",
      "secret_key": "E9T2rUZNu2gxUjcwUBO8n\/Ev4KX6\/GprEuH4qhu1"}]}

アクセスキーの追加および削除




					ユーザーおよびサブユーザーには、S3 インターフェイスおよび Swift インターフェイスを使用するためのアクセスキーが必要です。ユーザーまたはサブユーザーを作成し、アクセスキーおよびシークレットを指定しない場合、キーおよびシークレットが自動的に生成されます。キーを作成し、アクセスキーやシークレットを指定または生成することができます。アクセスキーおよびシークレットを削除することもできます。オプションには以下が含まれます。
				
	
							--secret=<key> は、秘密鍵を指定します (例: 手動で生成)。
						
	
							--geen-access-key は、ランダムなアクセスキーを生成します (デフォルトでは S3 ユーザー用)。
						
	
							--geen-secret は、ランダムな秘密鍵を生成します。
						
	
							--key-type=<type> は、キータイプを指定します。オプションは swift、s3 です。
						



					キーを追加するには、ユーザーを指定します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin key create --uid=johndoe --key-type=s3 --gen-access-key --gen-secret

					鍵とシークレットを指定することもできます。
				

					アクセスキーを削除するには、ユーザーとキーを指定する必要があります。
				
	
							特定ユーザーのアクセスキーを検索します。
						
[root@master-zone]# radosgw-admin user info --uid=<testid>

							アクセスキーは、出力の "access_key" 値になります。以下に例を示します。
						
$ radosgw-admin user info --uid=johndoe
{
    "user_id": "johndoe",
    ...
    "keys": [
        {
            "user": "johndoe",
            "access_key": "0555b35654ad1656d804",
            "secret_key": "h7GhxuBLTrlhVUyxSPUKUV8r/2EI4ngqJxD7iBdBYLhwluN30JaT3Q=="
        }
    ],
    ...
}

	
							前の手順のユーザー ID とアクセスキーを指定して、アクセスキーを削除します。
						
[root@master-zone]# radosgw-admin key rm --uid=<user_id> --access-key <access_key>

							以下に例を示します。
						
[root@master-zone]# radosgw-admin key rm --uid=johndoe --access-key 0555b35654ad1656d804




管理機能の追加と削除




					Ceph Storage Cluster は、ユーザーが REST API を介して管理機能を実行できるようにする管理 API を提供します。デフォルトでは、ユーザーはこの API にアクセスできません。ユーザーが管理機能を実行できるようにするには、ユーザーに管理機能を提供します。
				

					ユーザーに管理機能を追加するには:
				
[root@master-zone]# radosgw-admin caps add --uid={uid} --caps={caps}

					ユーザー、バケット、メタデータ、および使用状況 (使用率) に、読み取り、書き込み、またはすべての機能を追加できます。以下に例を示します。
				
--caps="[users|buckets|metadata|usage|zone]=[*|read|write|read, write]"

					以下に例を示します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin caps add --uid=johndoe --caps="users=*"

					ユーザーから管理機能を削除するには:
				
[root@master-zone]# radosgw-admin caps rm --uid=johndoe --caps={caps}


クォータ管理




				Ceph Object Gateway を使用すると、ユーザーが所有するユーザーおよびバケットにクォータを設定することができます。クォータには、バケットのオブジェクトの最大数と、メガバイト単位のストレージの最大サイズが含まれます。
			
	
						Bucket: --bucket オプションでは、ユーザーが所有するバケットのクォータを指定できます。
					
	
						Maximum Objects: --max-objects 設定では、オブジェクトの最大数を指定できます。負の値を設定すると、この設定が無効になります。
					
	
						Maximum Size: --max-size オプションでは、バイトの最大数のクォータを指定できます。負の値を設定すると、この設定が無効になります。
					
	
						Quota Scope: --quota-scope オプションは、クォータのスコープを設定します。オプションは bucket と user です。バケットクォータは、ユーザーが所有するバケットに適用されます。ユーザークォータはユーザーに適用されます。
					


重要

					多数のオブジェクトを含むバケットは、深刻なパフォーマンスの問題を引き起こす可能性があります。1 つのバケット内のオブジェクトの推奨最大数は 100,000 です。この数を増やすには、バケットインデックスシャーディングを設定します。詳細は、「バケットシャーディングの設定」 を参照してください。
				

ユーザークォータの設定




					クォータを有効にする前に、まずクォータパラメーターを設定する必要があります。以下に例を示します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin quota set --quota-scope=user --uid=<uid> [--max-objects=<num objects>] [--max-size=<max size>]

					以下に例を示します。
				
radosgw-admin quota set --quota-scope=user --uid=johndoe --max-objects=1024 --max-size=1024

					num オブジェクトおよび/または最大サイズの負の値は、特定のクォータ属性チェックが無効になっていることを意味します。
				

ユーザークォータの有効化および無効化




					ユーザークォータを設定したら、これを有効にすることができます。以下に例を示します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin quota enable --quota-scope=user --uid=<uid>

					有効なユーザークォータを無効にすることができます。以下に例を示します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin quota disable --quota-scope=user --uid=<uid>

バケットクォータの設定




					バケットクォータは、指定された uid が所有するバケットに適用されます。ユーザーからは独立しています。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin quota set --uid=<uid> --quota-scope=bucket [--max-objects=<num objects>] [--max-size=<max size]

					num オブジェクトおよび/または最大サイズの負の値は、特定のクォータ属性チェックが無効になっていることを意味します。
				

バケットクォータの有効化および無効化




					バケットクォータを設定したら、それを有効にできます。以下に例を示します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin quota enable --quota-scope=bucket --uid=<uid>

					有効なバケットクォータを無効にするには:
				
[root@master-zone]# radosgw-admin quota disable --quota-scope=bucket --uid=<uid>

クォータ設定の取得




					ユーザー情報 API を使用して、各ユーザーのクォータ設定にアクセスすることができます。CLI インターフェイスを使用してユーザークォータ設定情報を読み取るには、以下を実行します。
				
# radosgw-admin user info --uid=<uid>

クォータウォーターを更新




					クォータ統計は非同期で更新されます。すべてのユーザーおよびすべてのバケットのクォータ統計を手動で更新して、最新のクォータ統計を取得できます。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin user stats --uid=<uid> --sync-stats

ユーザークォータ使用統計の取得




					ユーザーが消費したクォータの量を確認するには、次の手順を実行します。
				
# radosgw-admin user stats --uid=<uid>
注記

						最新のデータを受け取るには、--sync-stats オプションを指定して radosgw-admin user stats を実行する必要があります。
					


クォータキャッシュ




					クォータ統計は、各 Ceph Gateway インスタンスに対してキャッシュされます。複数のインスタンスがある場合、インスタンスごとにクォータのビューが異なるため、キャッシュによってクォータが完全に適用されないようにすることができます。これを制御するオプションは、rgw bucket quota ttl、rgw user quota bucket sync interval、および rgw user quota sync interval です。これらの値が高いほど、クォータ操作は効率的ですが、複数のインスタンスが同期しなくなります。これらの値が低いほど、複数のインスタンスは完全に近い形で適用されます。3 つすべてが 0 の場合には、クォータキャッシュは実質的に無効になり、複数のインスタンスで完全にクォータが適用されます。これらのオプションの詳細は、4章設定リファレンス を参照してください。
				

グローバルクォータの読み取りおよび作成




					ゾーングループマップでクォータ設定を読み書きできます。ゾーングループマップを取得するには、次のコマンドを実行します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin global quota get

					グローバルクォータ設定は、quota set、quota enable、および quota disable コマンドに対応する global quota で操作できます。次に例を示します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin global quota set --quota-scope bucket --max-objects 1024
[root@master-zone]# radosgw-admin global quota enable --quota-scope bucket
注記

						レルムと期間が存在するマルチサイト設定では、グローバルクォータへの変更は、period update --commit を使用してコミットする必要があります。期間が表示されていない場合、変更を有効にするには、Ceph Object Gateway を再起動する必要があります。
					



用途




				Ceph Object Gateway は、各ユーザーの使用状況をログに記録します。ユーザーの使用状況を日付の範囲内でも追跡できます。
			

				オプションには以下が含まれます。
			
	
						開始日: --start-date オプションを使用すると、特定の開始日から使用統計をフィルターリングできます (形式: yyyy-mm-dd[HH:MM:SS])。
					
	
						終了日: --end-date オプションを使用すると、特定の日付までの使用をフィルターリングできます (形式: yyyy-mm-dd[HH:MM:SS])。
					
	
						ログエントリー: --show-log-entries オプションを使用すると、ログエントリーを使用統計に含めるかどうかを指定できます (オプション: true | false)。
					


注記

					分と秒で時間を指定できますが、1 時間分解能で保存されます。
				

使用方法の表示




					使用状況の統計を表示するには、usage show を指定します。特定のユーザーの使用状況を表示するには、ユーザー ID を指定する必要があります。開始日、終了日、およびログエントリーを表示するかどうかを指定することもできます。
				
# radosgw-admin usage show \
                --uid=johndoe --start-date=2012-03-01 \
                --end-date=2012-04-01

					ユーザー ID を省略することで、すべてのユーザーの使用状況情報の概要も表示できます。
				
# radosgw-admin usage show --show-log-entries=false

トリムの使用方法




					頻繁に使用すると、使用状況のログがストレージスペースを占有し始める可能性があります。すべてのユーザーおよび特定ユーザーの使用状況ログをトリミングできます。トリム操作の日付範囲を指定することもできます。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin usage trim --start-date=2010-01-01 \
                    --end-date=2010-12-31

[root@master-zone]# radosgw-admin usage trim --uid=johndoe
[root@master-zone]# radosgw-admin usage trim --uid=johndoe --end-date=2013-12-31

孤立したオブジェクトの検索




					通常、正常なストレージクラスターでは、リークオブジェクトは発生しないはずですが、場合によっては、リークオブジェクトが発生する可能性があります。たとえば、操作の途中で RADOS ゲートウェイがダウンした場合、一部の RADOS オブジェクトが孤立する可能性があります。また、未知のバグにより、これらの孤立したオブジェクトが発生する可能性があります。radosgw-admin コマンドは、これらの孤立したオブジェクトを検索してクリーンアップするためのツールを提供します。--pool オプションを使用すると、リークのある RADOS オブジェクトをスキャンするプールを指定できます。--num-shards オプションを使用すると、一時的なスキャンデータを保持するために使用するシャードの数を指定できます。
				
	
							新しいログプールを作成します。
						
例

								

# rados mkpool .log


							

	
							孤立したオブジェクトを検索します。
						
Syntax

								

# radosgw-admin orphans find --pool=<data_pool> --job-id=<job_name> [--num-shards=<num_shards>] [--orphan-stale-secs=<seconds>]


							
例

								

# radosgw-admin orphans find --pool=.rgw.buckets --job-id=abc123


							

	
							検索データをクリーンアップします。
						
Syntax

								

# radosgw-admin orphans finish --job-id=<job_name>


							
例

								

# radosgw-admin orphans finish --job-id=abc123


							





バケット管理




				ストレージ管理者は、Ceph Object Gateway を使用する場合は、バケットをユーザー間で移動して名前を変更することで、バケットを管理できます。
			
バケットの移動




					radosgw-admin bucket ユーティリティーは、ユーザー間でバケットを移行する機能を提供します。これを実行するには、バケットを新規ユーザーにリンクし、バケットの所有権を新規ユーザーに変更します。
				

					バケットを移動できます。
				
	
							テナントのない 2 人のユーザー間
						
	
							2 人のテナントユーザー間
						
	
							テナントのないユーザーとテナントユーザーとの間
						


前提条件



	
								稼働中の Red Hat Ceph Storage クラスターがある。
							
	
								Ceph Object Gateway がインストールされている。
							
	
								バケット
							
	
								さまざまなテナントユーザーとテナントのないユーザー
							



テナントのないユーザー間でのバケットの移動




						radosgw-admin bucket chown コマンドは、バケットとそれに含まれるすべてのオブジェクトの所有権をあるユーザーから別のユーザーに変更する機能を提供します。これを行うには、バケットを現在のユーザーからリンク解除し、新しいユーザーにリンクして、バケットの所有権を新しいユーザーに変更します。
					
手順
	
								バケットを新規ユーザーにリンクします。
							
radosgw-admin bucket link --uid=user --bucket=bucket

								以下を置き換えます。
							
	
										user を、バケットをリンクするユーザーのユーザー名に
									
	
										bucket を、名前を持つバケットに
									



								たとえば、data バケットを user2 という名前のユーザーにリンクするには、以下を実行します。
							
# radosgw-admin bucket link --uid=user2 --bucket=data

	
								バケットが user2 に正常にリンクされていることを確認します。
							
# radosgw-admin bucket list --uid=user2
[
    "data"
]

	
								バケットの所有権を新規ユーザーに変更します。
							
radosgw-admin bucket chown --uid=user --bucket=bucket

								以下を置き換えます。
							
	
										user を、バケットの所有権を変更するユーザーのユーザー名に
									
	
										bucket を、名前を持つバケットに
									



								たとえば、データ バケットの所有権を user2 に変更するには、以下を実行します。
							
# radosgw-admin bucket chown --uid=user2 --bucket=data

	
								次のコマンドの出力で owner 行を確認して、data バケットの所有権が正常に変更されたことを確認します。
							
# radosgw-admin bucket list --bucket=data




テナントユーザー間でのバケットの移動




						バケットは、あるテナントユーザーと別のテナントユーザーの間を移動できます。
					
手順
	
								バケットを新規ユーザーにリンクします。
							
radosgw-admin bucket link --bucket=current-tenant/bucket --uid=new-tenant$user

								置き換え:
							
	
										current-tenant を、バケットのテナントの名前に
									
	
										bucket リンクするバケットの名前に
									
	
										new-tenant を、新規ユーザーがあるテナントの名前に置き換えます。
									
	
										user を、新しいユーザーのユーザー名に
									



								たとえば、data バケットを、test テナントから、test2 テナントの user2 という名前のユーザーにリンクします。
							
# radosgw-admin bucket link --bucket=test/data --uid=test2$user2

	
								バケットが user2 に正常にリンクされていることを確認します。
							
# radosgw-admin bucket list --uid=test$user2
[
    "data"
]

	
								バケットの所有権を新規ユーザーに変更します。
							
radosgw-admin bucket chown --bucket=new-tenant/bucket --uid=new-tenant$user

								以下を置き換えます。
							
	
										bucket リンクするバケットの名前に
									
	
										new-tenant を、新規ユーザーがあるテナントの名前に置き換えます。
									
	
										user を、新しいユーザーのユーザー名に
									



								たとえば、data バケットの所有権を test2 テナント内の user2 に変更するには、次のようにします。
							
# radosgw-admin bucket chown --bucket='test2/data' --uid='test$tuser2'

	
								次のコマンドの出力で owner 行を確認して、data バケットの所有権が正常に変更されたことを確認します。
							
# radosgw-admin bucket list --bucket=test2/data




バケットをテナントのないユーザーからテナントユーザーに移動する




						バケットをテナントのないユーザーからテナントユーザーに移動できます。
					
手順
	
								任意です。まだ複数のテナントがない場合は、rgw_keystone_implicit_tenants を有効にして、外部テナントから Ceph Object Gateway にアクセスすることでテナントを作成できます。
							

								Ceph 設定ファイル (デフォルトでは /etc/ceph/ceph.conf) を開き、編集します。rgw_keystone_implicit_tenants オプションを有効にします。
							
rgw_keystone_implicit_tenants = true

								s3cmd コマンドまたは swift コマンドのいずれかを使用して、一時テナントから Ceph Object Gateway にアクセスします。
							
# swift list

								または、s3cmd を使用します。
							
# s3cmd ls

								外部テナントからの最初のアクセスにより、同等の Ceph Object Gateway ユーザーが作成されます。
							

	
								バケットをテナントされたユーザーに移動します。
							
radosgw-admin bucket link --bucket=/bucket --uid='tenant$user'

								置き換え:
							
	
										bucket を、名前を持つバケットに
									
	
										tenant を、新規ユーザーがあるテナントの名前に
									
	
										user を、新しいユーザーのユーザー名に
									



								たとえば、data バケットを test テナント内の tenanted-user に移動するには、以下を実行します。
							
# radosgw-admin bucket link --bucket=/data --uid='test$tenanted-user'

	
								data バケットが tenanted-user に正常にリンクされていることを確認します。
							
# radosgw-admin bucket list --uid='test$tenanted-user'
[
    "data"
]

	
								バケットの所有権を新規ユーザーに変更します。
							
radosgw-admin bucket chown --bucket='tenant/bucket name' --uid='tenant$user'

								置き換え:
							
	
										bucket を、名前を持つバケットに
									
	
										tenant を、新規ユーザーがあるテナントの名前に
									
	
										user を、新しいユーザーのユーザー名に
									



								たとえば、data バケットの所有権を、test テナント内にある tenanted-user に変更するには、以下を実行します。
							
# radosgw-admin bucket chown --bucket='test/data' --uid='test$tenanted-user'

	
								次のコマンドの出力で owner 行を確認して、data バケットの所有権が正常に変更されたことを確認します。
							
# radosgw-admin bucket list --bucket=test/data





バケットの名前変更




					バケットの名前を変更できます。
				
前提条件
	
							稼働中の Red Hat Ceph Storage クラスターがある。
						
	
							Ceph Object Gateway がインストールされている。
						
	
							バケットがある。
						


手順
	
							バケットを一覧表示します。
						
radosgw-admin bucket list

							たとえば、出力からのバケットに注意してください。
						
# radosgw-admin bucket list
[
    "34150b2e9174475db8e191c188e920f6/swcontainer",
    "s3bucket1",
    "34150b2e9174475db8e191c188e920f6/swimpfalse",
    "c278edd68cfb4705bb3e07837c7ad1a8/ec2container",
    "c278edd68cfb4705bb3e07837c7ad1a8/demoten1",
    "c278edd68cfb4705bb3e07837c7ad1a8/demo-ct",
    "c278edd68cfb4705bb3e07837c7ad1a8/demopostup",
    "34150b2e9174475db8e191c188e920f6/postimpfalse",
    "c278edd68cfb4705bb3e07837c7ad1a8/demoten2",
    "c278edd68cfb4705bb3e07837c7ad1a8/postupsw"
]

	
							バケットの名前を変更します。
						
radosgw-admin bucket link --bucket=original-name --bucket-new-name=new-name --uid=user-ID

							たとえば、s3bucket1 バケットの名前を s3newb に変更するには、以下を実行します。
						
# radosgw-admin bucket link --bucket=s3bucket1 --bucket-new-name=s3newb --uid=testuser

							バケットがテナント内部にある場合は、テナントも指定します。
						
radosgw-admin bucket link --bucket=tenant/original-name --bucket-new-name=new-name --uid=tenant$user-ID

							以下に例を示します。
						
# radosgw-admin bucket link --bucket=test/s3bucket1 --bucket-new-name=s3newb --uid=test$testuser

	
							バケットの名前が変更されたことを確認します。
						
radosgw-admin bucket list

							たとえば、s3newb という名前のバケットが存在するようになりました。
						
# radosgw-admin bucket list
[
    "34150b2e9174475db8e191c188e920f6/swcontainer",
    "34150b2e9174475db8e191c188e920f6/swimpfalse",
    "c278edd68cfb4705bb3e07837c7ad1a8/ec2container",
    "s3newb",
    "c278edd68cfb4705bb3e07837c7ad1a8/demoten1",
    "c278edd68cfb4705bb3e07837c7ad1a8/demo-ct",
    "c278edd68cfb4705bb3e07837c7ad1a8/demopostup",
    "34150b2e9174475db8e191c188e920f6/postimpfalse",
    "c278edd68cfb4705bb3e07837c7ad1a8/demoten2",
    "c278edd68cfb4705bb3e07837c7ad1a8/postupsw"
]




関連情報



	
							ユーザーを認証するためのキーストーンの使用 を参照してください。
						
	
							詳細については、開発者ガイド を参照してください。
						




Ceph Object Gateway のガベージコレクションの最適化




				新規データオブジェクトがストレージクラスターに書き込まれると、Ceph Object Gateway はこれらの新規オブジェクトにすぐにストレージを割り当てます。ストレージクラスターのデータオブジェクトを削除または上書きした後に、Ceph Object Gateway はバケットインデックスからこれらのオブジェクトを削除します。その後しばらくして、Ceph Object Gateway は、ストレージクラスターにオブジェクトを格納するために使用されたスペースをパージします。ストレージクラスターから削除されたオブジェクトデータをパージするプロセスは、ガベージコレクションまたは GC として知られています。
			

				通常、ガベージコレクションの操作はバックグラウンドで実行されます。これらの操作は、継続的に実行するように設定することも、アクティビティーが少なくワークロードが軽い期間でのみ実行するように設定することもできます。デフォルトでは、Ceph Object Gateway は GC 操作を継続的に実行します。GC 操作は Ceph Object Gateway 操作の通常の部分であるため、ガベージコレクションの対象となる削除済みオブジェクトはほとんどの場合存在します。
			
ガベージコレクションキューの表示




					削除および上書きされたオブジェクトをストレージクラスターからパージする前に、radosgw-admin を使用して、ガベージコレクションを待機しているオブジェクトを表示します。
				
前提条件
	
							稼働中の Red Hat Ceph Storage クラスターがある。
						
	
							Ceph Object Gateway へのルートレベルのアクセス。
						


手順
	
							ガベージコレクションを待っているオブジェクトのキューを表示するには、以下を実行します。
						
例

								

[root@rgw ~] radosgw-admin gc list


							



注記

						有効期限が切れていないエントリーを含む、キュー内のすべてのエントリーを表示するには、--include-all オプションを使用します。
					


削除が多いワークロードのガベージコレクションの調整




					一部のワークロードは、一時的または永続的にガベージコレクション (GC) のアクティビティーの回数を上回る場合があります。これは、多くのオブジェクトが短期間保存されてから削除される、削除の多いワークロードに特に当てはまります。これらのタイプのワークロードでは、他の操作と比較してガベージコレクション操作の優先度を上げることを検討してください。Ceph Object Gateway ガベージコレクションに関するその他の質問については、Red Hat サポートにお問い合わせください。
				
前提条件
	
							稼働中の Red Hat Ceph Storage クラスターがある。
						
	
							ストレージクラスター内のすべてのノードへの root レベルのアクセス。
						


手順
	
							/etc/ceph/ceph.conf を開いて編集します。
						
	
							rgw_gc_max_concurrent_io の値を 20 に設定し、rgw_gc_max_trim_chunk の値を 64 に設定します。
						
rgw_gc_max_concurrent_io = 20
rgw_gc_max_trim_chunk = 64

	
							ファイルを保存してから閉じます。
						
	
							Ceph Object Gateway を再起動して、変更した設定が有効になるようにします。
						
	
							GC アクティビティー中にストレージクラスターを監視して、値の増加がパフォーマンスに悪影響を与えないことを確認します。
						


重要

						実行中のクラスターの rgw_gc_max_objs オプションの値を変更しないでください。この値は、RGW ノードをデプロイする前にのみ変更する必要があります。
					

関連情報
	
							Ceph RGW: GC の調整オプション
						
	
							RGW 一般設定
						
	
							設定リファレンス
						





第4章 設定リファレンス




			次の設定は、[client.rgw.<instance_name>] セクションの下の Ceph 設定ファイル (通常は ceph.conf) に追加できます。設定にはデフォルト値が含まれる場合があります。Ceph 設定ファイル内で各設定を指定しない場合、デフォルト値は自動的に設定されます。
		

			[client.rgw.<instance_name>] セクションで設定された設定変数は、コマンドで instance_name が指定されていない rgw または radosgw-admin コマンドには適用されません。したがって、すべての Ceph Object Gateway インスタンスまたはすべての radosgw-admin コマンドに適用されることを意図した変数を [global] セクションまたは [client] セクションに配置して、instance_name 指定を回避できます。
		
一般設定



	名前	説明	型	デフォルト
	 
								rgw_data
							

							 	 
								Ceph Object Gateway のデータファイルの場所を設定します。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								/var/lib/ceph/radosgw/$cluster-$id
							

							 
	 
								rgw_enable_apis
							

							 	 
								指定された API を有効にします。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								s3、swift、swift_auth、admin すべての API
							

							 
	 
								rgw_cache_enabled
							

							 	 
								Ceph Object Gateway キャッシュを有効にするかどうか。
							

							 	 
								ブール値
							

							 	 
								true
							

							 
	 
								rgw_cache_lru_size
							

							 	 
								Ceph Object Gateway キャッシュのエントリー数。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								10000
							

							 
	 
								rgw_socket_path
							

							 	 
								ドメインソケットのソケットパス。FastCgiExternalServer はこのソケットを使用します。ソケットパスを指定しない場合、Ceph Object Gateway は外部サーバーとしては実行しません。ここで指定するパスは、rgw.conf ファイルで指定されたパスと同じである必要があります。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								該当なし
							

							 
	 
								rgw_host
							

							 	 
								Ceph Object Gateway インスタンスのホスト。IP アドレスまたはホスト名を指定できます。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								0.0.0.0
							

							 
	 
								rgw_port
							

							 	 
								インスタンスが要求をリッスンするポート。指定されていない場合、Ceph Object Gateway は外部の FastCGI を実行します。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								なし
							

							 
	 
								rgw_dns_name
							

							 	 
								提供されるドメインの DNS 名。ゾーングループ内での hostnames の設定も参照してください。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								なし
							

							 
	 
								rgw_script_uri
							

							 	 
								リクエストで設定されていない場合は SCRIPT_URI の代替値。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								なし
							

							 
	 
								rgw_request_uri
							

							 	 
								リクエストで設定されていない場合は REQUEST_URI の代替値。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								なし
							

							 
	 
								rgw_print_continue
							

							 	 
								稼働中の場合は 100-continue を有効にします。
							

							 	 
								ブール値
							

							 	 
								true
							

							 
	 
								rgw_remote_addr_param
							

							 	 
								リモートアドレスパラメーター。たとえば、リモートアドレスを含む HTTP フィールド、またはリバースプロキシーが動作している場合は X-Forwarded-For アドレス。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								REMOTE_ADDR
							

							 
	 
								rgw_op_thread_timeout
							

							 	 
								オープンスレッドのタイムアウト (秒単位)。
							

							 	 
								Integer
							

							 	 
								600
							

							 
	 
								rgw_op_thread_suicide_timeout
							

							 	 
								Ceph Object Gateway プロセスが終了するまでの timeout 時間 (秒単位)。0 に設定すると無効です。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								0
							

							 
	 
								rgw_thread_pool_size
							

							 	 
								スレッドプールのサイズ。この変数は、設定されている場合、num_threads によって上書きされます。詳細については、Civetweb 設定オプション を参照してください。
							

							 	 
								Integer
							

							 	 
								512
							

							 
	 
								rgw_num_control_oids
							

							 	 
								異なる rgw インスタンス間でキャッシュの同期に使用される通知オブジェクトの数。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								8
							

							 
	 
								rgw_init_timeout
							

							 	 
								Ceph Object Gateway が初期化時に起動するまでの時間 (秒数)。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								30
							

							 
	 
								rgw_mime_types_file
							

							 	 
								MIME タイプのパスおよび場所。オブジェクトタイプの Swift の自動検出に使用されます。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								/etc/mime.types
							

							 
	 
								rgw_gc_max_objs
							

							 	 
								1 つのガベージコレクションの処理サイクルで、ガベージコレクションによって処理される可能性のあるオブジェクトの最大数。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								32
							

							 
	 
								rgw_gc_obj_min_wait
							

							 	 
								オブジェクトが削除され、ガベージコレクション処理によって処理されるまでの最小待機時間。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								2 * 3600
							

							 
	 
								rgw_gc_processor_max_time
							

							 	 
								2 つの連続するガベージコレクション処理サイクルで、1 つが開始された後に 2 つ目が開始されるまでの最大時間。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								3600
							

							 
	 
								rgw_gc_processor_period
							

							 	 
								ガベージコレクション処理のサイクル時間。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								3600
							

							 
	 
								rgw_s3 success_create_obj_status
							

							 	 
								create-obj の代替成功ステータス応答。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								0
							

							 
	 
								rgw_resolve_cname
							

							 	 
								rgw が要求ホスト名フィールドの DNS CNAME レコードを使用するべきかどうか (ホスト名が rgw_dns 名 と等しくない場合)。
							

							 	 
								ブール値
							

							 	 
								false
							

							 
	 
								rgw_object_stripe_size
							

							 	 
								Ceph Object Gateway オブジェクトのオブジェクトストライプのサイズ。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								4 << 20
							

							 
	 
								rgw_extended_http_attrs
							

							 	 
								オブジェクトに設定できる属性の新規セットを追加します。これらの追加属性は、オブジェクトを配置する際に HTTP ヘッダーフィールドを介して設定できます。設定された場合、オブジェクトで GET/HEAD を実行すると、これらの属性は HTTP フィールドとして返されます。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								なし。例: "content_foo、content_bar"
							

							 
	 
								rgw_exit_timeout_secs
							

							 	 
								無条件に終了する前にプロセスを待機する秒数。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								120
							

							 
	 
								rgw_get_obj_window_size
							

							 	 
								単一オブジェクト要求のウィンドウサイズ (バイト単位)。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								16 << 20
							

							 
	 
								rgw_get_obj_max_req_size
							

							 	 
								Ceph Storage Cluster に送信される単一の get 操作の最大リクエストサイズ。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								4 << 20
							

							 
	 
								rgw_relaxed_s3_bucket_names
							

							 	 
								ゾーングループバケットの緩和された S3 バケット名ルールを有効にします。
							

							 	 
								ブール値
							

							 	 
								false
							

							 
	 
								rgw_list buckets_max_chunk
							

							 	 
								ユーザーバケットを一覧表示する際に、単一の操作で取得するバケットの最大数。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								1000
							

							 
	 
								rgw_override_bucket_index_max_shards
							

							 	 
								バケットインデックスオブジェクトのシャードの数。値が 0 の場合は、シャード化がないことを示します。Red Hat では、バケットの一覧のコストを増やすため、大きすぎる値 (1000 など) を設定することは推奨されません。
							

							 
								この変数は、 [client] セクションまたは [global] セクションで設定して、radosgw-admin コマンドに自動的に適用されるようにする必要があります。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								0
							

							 
	 
								rgw_num_zone_opstate_shards
							

							 	 
								ゾーングループ間コピーの進行状況情報を保持するためのシャードの最大数。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								128
							

							 
	 
								rgw_opstate_ratelimit_sec
							

							 	 
								1 回のアップロードでの opstate 更新間の最小時間。0 レート制限を無効にします。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								30
							

							 
	 
								rgw_curl_wait_timeout_ms
							

							 	 
								特定の curl 呼び出しのタイムアウト (ミリ秒単位)。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								1000
							

							 
	 
								rgw_copy_obj_progress
							

							 	 
								長いコピー操作中にオブジェクトの進行状況を出力できるようにします。
							

							 	 
								ブール値
							

							 	 
								true
							

							 
	 
								rgw_copy_obj_progress_every_bytes
							

							 	 
								コピー進行状況出力間の最小バイト。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								1024 * 1024
							

							 
	 
								rgw_admin_entry
							

							 	 
								管理要求 URL のエントリーポイント。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								admin
							

							 
	 
								rgw_content_length_compat
							

							 	 
								CONTENT_LENGTH と HTTP_CONTENT_LENGTH セットの両方で FCGI 要求の互換性処理を有効にします。
							

							 	 
								ブール値
							

							 	 
								false
							

							 
	 
								rgw_bucket_default_quota_max_objects
							

							 	 
								バケットごとのデフォルトのオブジェクトの最大数。他のクォータが指定されていない場合、この値は新規ユーザーに設定されます。既存ユーザーには影響しません。
							

							 
								この変数は、 [client] セクションまたは [global] セクションで設定して、radosgw-admin コマンドに自動的に適用されるようにする必要があります。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								-1
							

							 
	 
								rgw_bucket_quota_ttl
							

							 	 
								キャッシュされたクォータ情報が信頼される秒単位の時間。このタイムアウト後、クォータ情報がクラスターから再フェッチされます。
							

							 	 
								Integer
							

							 	 
								600
							

							 
	 
								rgw_user_quota_bucket_sync_interval
							

							 	 
								クラスターに同期する前に、バケットクォータ情報が累積される時間 (秒単位)。この間に、他の RGW インスタンスは、このインスタンスでの操作によるバケットクォータ統計の変更を認識しません。
							

							 	 
								Integer
							

							 	 
								180
							

							 
	 
								rgw_user_quota_sync_interval
							

							 	 
								クラスターに同期する前に、ユーザークォータ情報が累積される時間 (秒単位)。この間に、他の RGW インスタンスは、このインスタンスでの操作によるユーザークォータ統計の変更を認識しません。
							

							 	 
								Integer
							

							 	 
								3600 * 24
							

							 



プールについて




				Ceph ゾーンは、一連の Ceph Storage Cluster プールにマッピングします。
			

				手動で作成されたプールと生成されたプール の比較
			

				Ceph Object Gateway のユーザーキーに書き込み機能が含まれる場合、ゲートウェイにはプールを自動的に作成する機能があります。これは、使用開始に便利です。ただし、Ceph Object Storage Cluster は、Ceph 設定ファイルに設定されていない限り、配置グループのデフォルト値を使用します。また、Ceph はデフォルトの CRUSH 階層を使用します。これらの設定は、実稼働システムに適して いません。
			

				実稼働システムを設定するには、Red Hat Ceph Storage 3 の 実稼働環境での Ceph Object Gateway を参照してください。ストレージ戦略は、実稼働用 Ceph Object Gateway ガイドの ストレージ戦略の開発 セクションを参照してください。
			

				Ceph Object Gateway のデフォルトゾーンのデフォルトプールには以下が含まれます。
			
	
						.rgw.root
					
	
						.default.rgw.control
					
	
						.default.rgw.gc
					
	
						.default.log
					
	
						.default.intent-log
					
	
						.default.usage
					
	
						.default.users
					
	
						.default.users.email
					
	
						.default.users.swift
					
	
						.default.users.uid
					



				Ceph Object Gateway は、ゾーンごとにプールを作成します。プールを手動で作成する場合は、ゾーン名を先頭に追加します。システムプールには、システム制御、ガベージコレクション、ロギング、ユーザー情報、使用法などに関連するオブジェクトが格納されます。慣例により、これらのプール名には、プール名の前にゾーン名が付加されます。
			
	
						.<zone-name>.rgw.control: コントロールプール。
					
	
						.<zone-name>.rgw.gc: 削除するオブジェクトのハッシュバケットを含むガベージコレクションプール。
					
	
						.<zone-name>.log: ログプールには、すべてのバケット/コンテナーのログおよび create、read、update、および delete などのオブジェクトアクションが含まれます。
					
	
						.<zone-name>.intent-log: インテントログプールには、リクエストが失敗した場合に元に戻す/やり直しを容易にするオブジェクト更新リクエストのコピーが含まれます。
					
	
						.<zone-name>.users.uid: ユーザー ID プールには、一意のユーザー ID のマップが含まれます。
					
	
						.<zone-name>.users.keys: キープールには、各ユーザー ID のアクセスキーおよびシークレットキーが含まれます。
					
	
						.<zone-name>.users.email: メールプールには、ユーザー ID に関連付けられたメールアドレスが含まれます。
					
	
						.<zone-name>.users.swift: Swift プールには、ユーザー ID の Swift サブユーザー情報が含まれます。
					
	
						.<zone-name>.usage: 使用状況プールには、ユーザーごとの使用状況ログが含まれています。
					



				Ceph Object Gateways は、配置プールにバケットインデックス (index_pool) およびバケットデータ (data_pool) のデータを保存します。これらは重複する可能性があります。つまり、インデックスとデータに同じプールを使用できます。デフォルト配置のインデックスプールは {zone-name}.rgw.buckets.index であり、デフォルト配置のデータプールのインデックスプールは {zone-name}.rgw.buckets です。
			
	名前	説明	型	デフォルト
	 
								rgw_zonegroup_root_pool
							

							 	 
								すべてのゾーングループ固有の情報を保存するプール。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								.rgw.root
							

							 
	 
								rgw_zone_root_pool
							

							 	 
								ゾーン固有の情報を保存するプール。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								.rgw.root
							

							 



Swift 設定



	名前	説明	型	デフォルト
	 
								rgw_enforce_swift_acls
							

							 	 
								Swift Access Control List (ACL) 設定を強制します。
							

							 	 
								ブール値
							

							 	 
								true
							

							 
	 
								rgw_swift_token_expiration
							

							 	 
								Swift トークンの有効期限が切れるまでの時間 (秒単位)。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								24 * 3600
							

							 
	 
								rgw_swift_url
							

							 	 
								Ceph Object Gateway Swift API の URL。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								なし
							

							 
	 
								rgw_swift_url_prefix
							

							 	 
								Swift API の URL 接頭辞 (例: http://fqdn.com/swift)。
							

							 	 
								swift
							

							 	 
								該当なし
							

							 
	 
								rgw_swift_auth_url
							

							 	 
								v1 認証トークンを確認するためのデフォルト URL (内部の Swift 認証を使用しない場合)。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								なし
							

							 
	 
								rgw_swift_auth_entry
							

							 	 
								Swift 認証 URL のエントリーポイント。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								auth
							

							 



ログ設定



	名前	説明	型	デフォルト
	 
								rgw_log_nonexistent_bucket
							

							 	 
								Ceph Object Gateway が、存在しないバケットの要求をログに記録できるようにします。
							

							 	 
								ブール値
							

							 	 
								false
							

							 
	 
								rgw_log_object_name
							

							 	 
								オブジェクト名のロギング形式。フォーマット指定子の詳細は、man ページの date を参照してください。
							

							 	 
								Date
							

							 	 
								%Y-%m-%d-%H-%i-%n
							

							 
	 
								rgw_log_object_name_utc
							

							 	 
								ログに記録されたオブジェクト名に UTC 時刻が含まれているかどうか。false の場合はローカルタイムを使用します。
							

							 	 
								ブール値
							

							 	 
								false
							

							 
	 
								rgw_usage_max_shards
							

							 	 
								使用状況ログのシャードの最大数。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								32
							

							 
	 
								rgw_usage_max_user_shards
							

							 	 
								1 人のユーザーの使用状況ログに使用されるシャードの最大数。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								1
							

							 
	 
								rgw_enable_ops_log
							

							 	 
								成功した Ceph Object Gateway 操作ごとにロギングを有効にします。
							

							 	 
								ブール値
							

							 	 
								false
							

							 
	 
								rgw_enable_usage_log
							

							 	 
								使用状況ログを有効にします。
							

							 	 
								ブール値
							

							 	 
								false
							

							 
	 
								rgw_ops_log_rados
							

							 	 
								操作ログを Ceph Storage Cluster のバックエンドに書き込む必要があるかどうか。
							

							 	 
								ブール値
							

							 	 
								true
							

							 
	 
								rgw_ops_log_socket_path
							

							 	 
								操作ログを書き込む Unix ドメインソケット。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								なし
							

							 
	 
								rgw_ops_log_data-backlog
							

							 	 
								Unix ドメインソケットに書き込まれた操作ログの最大データバックログデータサイズ。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								5 << 20
							

							 
	 
								rgw_usage_log_flush_threshold
							

							 	 
								同期的にフラッシュする前に、使用状況ログでダーティーマージされたエントリーの数。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								1024
							

							 
	 
								rgw_usage_log_tick_interval
							

							 	 
								保留中の使用量のログデータを n 秒ごとにフラッシュします。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								30
							

							 
	 
								rgw_intent_log_object_name
							

							 	 
								インテントログオブジェクト名のロギング形式。フォーマット指定子の詳細は、man ページの date を参照してください。
							

							 	 
								Date
							

							 	 
								%Y-%m-%d-%i-%n
							

							 
	 
								rgw_intent_log_object_name_utc
							

							 	 
								インテントログオブジェクト名に UTC 時刻が含まれているかどうか。false の場合はローカルタイムを使用します。
							

							 	 
								ブール値
							

							 	 
								false
							

							 
	 
								rgw_data_log_window
							

							 	 
								データログエントリーウィンドウ (秒単位)。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								30
							

							 
	 
								rgw_data_log_changes_size
							

							 	 
								データ変更ログのために保持するインメモリーエントリーの数。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								1000
							

							 
	 
								rgw_data_log_num_shards
							

							 	 
								データ変更ログを保持するシャード (オブジェクト) の数。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								128
							

							 
	 
								rgw_data_log_obj_prefix
							

							 	 
								データログのオブジェクト名の接頭辞。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								data_log
							

							 
	 
								rgw_replica_log_obj_prefix
							

							 	 
								レプリカログのオブジェクト名の接頭辞。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								replica log
							

							 
	 
								rgw_md_log_max_shards
							

							 	 
								メタデータログのシャードの最大数。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								64
							

							 



Keystone 設定



	名前	説明	型	デフォルト
	 
								rgw_keystone_url
							

							 	 
								Keystone サーバーの URL。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								なし
							

							 
	 
								rgw_keystone_admin_token
							

							 	 
								Keystone 管理トークン (共有シークレット)
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								なし
							

							 
	 
								rgw_keystone_accepted_roles
							

							 	 
								要求を提供するのに必要なロール。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								Member, admin
							

							 
	 
								rgw_keystone_token_cache_size
							

							 	 
								各 Keystone トークンキャッシュのエントリーの最大数。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								10000
							

							 
	 
								rgw_keystone_revocation_interval
							

							 	 
								トークン失効チェックの間隔 (秒単位)。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								15 * 60
							

							 



LDAP 設定



	名前	説明	型	例
	 
								rgw_ldap_uri
							

							 	 
								URI 形式の LDAP サーバーのスペース区切り一覧。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								ldaps://<ldap.your.domain>
							

							 
	 
								rgw_ldap_searchdn
							

							 	 
								ベースドメインとも呼ばれる LDAP 検索ドメイン名。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								cn=users,cn=accounts,dc=example,dc=com
							

							 
	 
								rgw_ldap_binddn
							

							 	 
								ゲートウェイはこの LDAP エントリー (ユーザー一致) でバインドします。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								uid=admin,cn=users,dc=example,dc=com
							

							 
	 
								rgw_ldap_secret
							

							 	 
								rgw_ldap_binddn の認証情報を含むファイル
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								/etc/openldap/secret
							

							 
	 
								rgw_ldap_dnattr
							

							 	 
								Ceph Object Gateway のユーザー名を含む LDAP 属性 (binddns 形式)。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								uid
							

							 




第5章 マルチサイト




			単一ゾーン設定は通常、1 つのゾーンと 1 つ以上の ceph-radosgw インスタンスを含む 1 つのゾーングループで設定され、インスタンス間でゲートウェイクライアント要求の負荷を分散できます。単一ゾーン設定では、通常複数のゲートウェイインスタンスが単一の Ceph Storage Cluster を参照します。ただし、Red Hat は、Ceph Object Gateway の複数のマルチサイト設定オプションをサポートしています。
		
	
					マルチゾーン: より高度な設定は、1 つのゾーングループと複数のゾーンで設定され、各ゾーンには 1 つ以上の ceph-radosgw インスタンスがあります。各ゾーンは、独自の Ceph Storage Cluster でサポートされます。ゾーングループ内の複数のゾーンは、ゾーンの 1 つで重大な障害が発生した場合に、ゾーングループに障害復旧を提供します。Red Hat Ceph Storage 2 以降のリリースでは、各ゾーンがアクティブであり、書き込み操作を受け取る場合があります。障害復旧に加え、複数のアクティブなゾーンがコンテンツ配信ネットワークの基盤としても機能する場合があります。レプリケーションなしで複数のゾーンを設定するには、「レプリケーションなしでの複数ゾーンの設定」 を参照してください。
				
	
					Multi-zone-group: 以前はリージョンと呼ばれていた Ceph Object Gateway は、複数のゾーングループをサポートすることもでき、各ゾーングループには 1 つ以上のゾーンがあります。同じレルム内のゾーングループに保管されるオブジェクトは、グローバル名前空間を共有し、ゾーングループとゾーン全体で一意のオブジェクト ID を確保します。
				
	
					複数のレルム: Red Hat Ceph Storage 2 以降のリリースでは、Ceph Object Gateway はレルムの概念をサポートします。これは、単一のゾーングループまたは複数のゾーングループであり、レルムのグローバルに一意の名前空間です。複数のレルムは、多数の設定と名前空間をサポートする機能を提供します。
				


[image: gateway realm]

要件および前提条件




				マルチサイト設定には、少なくとも 2 つの Ceph Storage Cluster が必要です。さらに、2 つ以上の Ceph Object Gateway インスタンス (Ceph Storage Cluster ごとに 1 つずつ) が必要です。
			

				本ガイドでは、地理的に別々の場所にある Ceph Storage Cluster が 2 つ以上あることを前提としていますが、この設定は同じ物理サイトで機能することができます。。本ガイドでは、rgw1、rgw2、rgw3、および rgw4 という名前の 4 つの Ceph Object Gateway サーバーをそれぞれ前提としています。
			

				マルチサイト設定では、マスターゾーングループとマスターゾーンが必要です。さらに、各ゾーングループにはマスターゾーンが必要です。ゾーングループには、1 つ以上のセカンダリーゾーンまたはマスター以外のゾーンがあります。
			
重要

					レルムのマスターゾーングループ内のマスターゾーンは、(radosgw-admin CLI によって作成された) ユーザー、クォータ、バケットを含むレルムのメタデータのマスターコピーを保存するロールを果たします。このメタデータは、セカンダリーゾーンおよびセカンダリーゾーングループに自動的に同期されます。radosgw-admin CLI で実行されるメタデータ操作は、セカンダリーゾーングループおよびゾーンに確実に同期されるように、マスターゾーングループのマスターゾーン内のホストで 実行する必要 があります。現在、セカンダリーゾーンとゾーングループでメタデータ操作を実行することは 可能です が、同期 されず ため、メタデータが断片化されるため、推奨されません。
				


				次の例では、rgw1 ホストがマスターゾーングループのマスターゾーンとして機能します。rgw2 ホストは、マスターゾーングループのセカンダリーゾーンとして機能します。rgw3 ホストは、セカンダリーゾーングループのマスターゾーンとして機能します。rgw4 ホストは、セカンダリーゾーングループのセカンダリーゾーンとして機能します。
			

Pools




				Red Hat は、Ceph 配置グループのプールごとの計算機 を使用して、ceph-radosgw デーモンが作成するプールに適した配置グループの数を計算することを推奨します。Ceph 設定ファイルで、計算値をデフォルトとして設定します。以下に例を示します。
			
osd pool default pg num = 50
osd pool default pgp num = 50
注記

					ストレージクラスターの Ceph 設定ファイルにこの変更を行います。その後、ゲートウェイインスタンスがプールを作成する際にそれらのデフォルトを使用するように、設定にランタイムの変更を加えます。
				


				または、プールを手動で作成します。プールの作成に関する詳細は、ストラテジー戦略ガイドの プール の章を参照してください。
			

				ゾーンに固有のプール名は、命名規則 {zone-name}.pool-name に従います。たとえば、us-east という名前のゾーンには以下のプールがあります。
			
	
						.rgw.root
					
	
						us-east.rgw.control
					
	
						us-east.rgw.data.root
					
	
						us-east.rgw.gc
					
	
						us-east.rgw.log
					
	
						us-east.rgw.intent-log
					
	
						us-east.rgw.usage
					
	
						us-east.rgw.users.keys
					
	
						us-east.rgw.users.email
					
	
						us-east.rgw.users.swift
					
	
						us-east.rgw.users.uid
					
	
						us-east.rgw.buckets.index
					
	
						us-east.rgw.buckets.data
					



Object Gateway のインストール




				Ceph Object Gateway のインストール方法の詳細は、Red Hat Ceph Storage 3 Installation Guide for Ubuntu を参照してください。
			

				すべての Ceph Object Gateway ノードは、Red Hat Ceph Storage のインストール要件セクションにリストされているタスクに従う必要があります。
			

				Ansible は、Ceph Storage Cluster で使用する Ceph Object Gateway をインストールおよび設定することができます。マルチサイトおよびマルチサイトグループのデプロイメントの場合、ゾーンごとに Ansible 設定が必要です。
			

				Ansible で Ceph Object Gateway をインストールする場合、Ansible Playbook が初期設定を処理します。Ansible を使用して Ceph Object Gateway をインストールするには、ホストを /etc/ansible/hosts ファイルに追加します。[rgws] セクションの下に Ceph Object Gateway ホストを追加して、Ansible に対するそのロールを識別します。ホストに連続する命名がある場合は、以下のように範囲を使用します。以下に例を示します。
			
[rgws]
<rgw-host-name-1>
<rgw-host-name-2>
<rgw-host-name[3..10]>

				ホストを追加したら、Ansible Playbook を再実行できます。
			
注記

					Ansible は、ゲートウェイが実行していることを確認するため、デフォルトのゾーンとプールは手動で削除する必要がある場合があります。本ガイドでは、これらの手順を説明します。
				


				非同期更新で既存のマルチサイトクラスターを更新する場合は、更新のインストール指示に従います。次に、ゲートウェイインスタンスを再起動します。
			
注記

					規定されているインスタンスの再起動の順番はありません。Red Hat は、最初にマスターゾーングループおよびマスターゾーンを再起動し、次にセカンダリーゾーングループとセカンダリーゾーンを再起動することを推奨しています。
				


マルチサイトレルムの確立




				クラスター内のすべてのゲートウェイには設定があります。マルチサイトレルムでは、このようなゲートウェイが異なるゾーングループおよびゾーンに存在する可能性があります。それでも、レルム内で連携する必要があります。マルチサイトレルムでは、すべてのゲートウェイインスタンスは、マスターゾーングループおよびマスターゾーン内のホスト上の ceph-radosgw デーモンから設定を取得する 必要があります。
			

				したがって、マルチサイトクラスター作成の最初の手順では、レルム、マスターゾーングループ、およびマスターゾーンを確立します。マルチサイト設定でゲートウェイを設定するには、レルム設定、マスターゾーングループ、およびマスターゾーンを保持する ceph-radosgw インスタンスを選択します。
			
レルムの作成




					レルムには、ゾーングループとゾーンのマルチサイト設定が含まれ、レルム内でグローバルに一意の名前空間を適用するロールも果たします。
				

					マスターゾーングループおよびゾーンで提供できるように識別されたホストでコマンドラインインターフェイスを開いて、マルチサイト設定用に新しいレルムを作成します。次に、以下のコマンドを実行します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin realm create --rgw-realm={realm-name} [--default]

					以下に例を示します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin realm create --rgw-realm=movies --default

					クラスターに単一のレルムがある場合は、--default フラグを指定します。--default が指定されている場合、radosgw-admin はデフォルトでこのレルムを使用します。--default が指定されていない場合に、ローングループおよびゾーンを追加するには、--rgw-realm フラグまたは --realm-id フラグのいずれかを指定して、ゾーングループおよびゾーンを追加するときにレルムを識別する必要があります。
				

					レルムの作成後、radosgw-admin はレルム設定を返します。以下に例を示します。
				
{
    "id": "0956b174-fe14-4f97-8b50-bb7ec5e1cf62",
    "name": "movies",
    "current_period": "1950b710-3e63-4c41-a19e-46a715000980",
    "epoch": 1
}
注記

						Ceph はレルムに一意の ID を生成します。これにより、必要に応じてレルムの名前を変更することができます。
					


マスターゾーングループの作成




					レルムには、レルムのマスターゾーングループとして機能するゾーングループが少なくとも 1 つ必要です。
				

					マスターゾーングループおよびゾーンで提供するように識別されたホストでコマンドラインインターフェイスを開いて、マルチサイト設定用に新しいマスターゾーングループを作成します。次に、以下のコマンドを実行します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin zonegroup create --rgw-zonegroup={name} --endpoints={url} [--rgw-realm={realm-name}|--realm-id={realm-id}] --master --default

					以下に例を示します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin zonegroup create --rgw-zonegroup=us --endpoints=http://rgw1:80 --rgw-realm=movies --master --default

					レルムにゾーングループが 1 つしかない場合は、--default フラグを指定します。--default が指定されている場合、radosgw-admin はデフォルトでこのゾーングループを使用します。--default が指定されていない場合に、ゾーンを追加または変更するときにゾーングループを識別するには、--rgw-zonegroup フラグまたは --zonegroup-id フラグのいずれかが必要になります。
				

					マスターゾーングループの作成後、radosgw-admin はゾーングループの設定を返します。以下に例を示します。
				
{
    "id": "f1a233f5-c354-4107-b36c-df66126475a6",
    "name": "us",
    "api_name": "us",
    "is_master": "true",
    "endpoints": [
        "http:\/\/rgw1:80"
    ],
    "hostnames": [],
    "hostnames_s3webzone": [],
    "master_zone": "",
    "zones": [],
    "placement_targets": [],
    "default_placement": "",
    "realm_id": "0956b174-fe14-4f97-8b50-bb7ec5e1cf62"
}

マスターゾーンの作成



重要

						ゾーン内の Ceph Object Gateway ノードでゾーンを作成する必要があります。
					


					マスターゾーングループおよびゾーンで提供するように識別されたホストでコマンドラインインターフェイスを開いて、マルチサイト設定用のマスターゾーンを作成します。次に、以下のコマンドを実行します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin zone create
                            --rgw-zonegroup={zone-group-name} \
                            --rgw-zone={zone-name} \
                            --master --default \
                            --endpoints={http://fqdn:port}[,{http://fqdn:port}]

					以下に例を示します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin zone create --rgw-zonegroup=us \
                            --rgw-zone=us-east \
                            --master --default \
                            --endpoints={http://fqdn:port}[,{http://fqdn:port}]
注記

						--access-key および --secret を指定しません。これらの設定は、次のセクションでユーザーが作成されると、ゾーンに追加されます。
					

重要

						次の手順は、まだデータを保存していない、新しくインストールされたシステムを使用したマルチサイト設定を想定しています。default ゾーンとそのプールをすでにデータの保存に使用している場合は、削除しないでください。削除すると、データが削除されて回復できなくなります。
					


デフォルトのゾーングループおよびゾーンの削除




					default ゾーンが存在する場合は削除します。最初にデフォルトのゾーングループから削除してください。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin zonegroup remove --rgw-zonegroup=default --rgw-zone=default
[root@master-zone]# radosgw-admin period update --commit
[root@master-zone]# radosgw-admin zone delete --rgw-zone=default
[root@master-zone]# radosgw-admin period update --commit
[root@master-zone]# radosgw-admin zonegroup delete --rgw-zonegroup=default
[root@master-zone]# radosgw-admin period update --commit

					最後に、Ceph Storage Cluster の default プールが存在する場合は削除します。
				
重要

						以下の手順は、現在データを保存していない、新しくインストールされたシステムを使用するマルチサイト設定を想定しています。データを保存するために default ゾーングループを使用している場合は、このゾーングループを削除しないでください。
					

						default ゾーンおよびゾーングループの古いデータにアクセスするには、radosgw-admin コマンドで --rgw-zone default および --rgw-zonegroup default を使用します。
					

# rados rmpool default.rgw.control default.rgw.control --yes-i-really-really-mean-it
# rados rmpool default.rgw.data.root default.rgw.data.root --yes-i-really-really-mean-it
# rados rmpool default.rgw.gc default.rgw.gc --yes-i-really-really-mean-it
# rados rmpool default.rgw.log default.rgw.log --yes-i-really-really-mean-it
# rados rmpool default.rgw.users.uid default.rgw.users.uid --yes-i-really-really-mean-it

システムユーザーの作成




					ceph-radosgw デーモンは、レルムおよび期間情報をプルする前に認証する必要があります。マスターゾーンで、システムユーザーを作成し、デーモン間の認証を容易にします。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin user create --uid="{user-name}" --display-name="{Display Name}" --system

					以下に例を示します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin user create --uid="synchronization-user" --display-name="Synchronization User" --system

					セカンダリーゾーンではマスターゾーンでの認証が必要になるため、access_key と secret_key をメモしておきます。
				

					最後に、システムユーザーをマスターゾーンに追加します。
				
[root@master-zone]# radosgw-admin zone modify --rgw-zone=us-east --access-key={access-key} --secret={secret}
[root@master-zone]# radosgw-admin period update --commit

期間の更新




					マスターゾーン設定の更新後に、期間を更新します。
				
# radosgw-admin period update --commit
注記

						期間を更新するとエポックが変更され、他のゾーンが更新された設定を確実に受信できるようになります。
					


Ceph 設定ファイルを更新します。




					rgw_zone 設定オプションとマスターゾーンの名前をインスタンスエントリーに追加して、マスターゾーンホスト上の Ceph 設定ファイルを更新します。
				
[client.rgw.{instance-name}]
...
rgw_zone={zone-name}

					以下に例を示します。
				
[client.rgw.rgw1]
host = rgw1
rgw frontends = "civetweb port=80"
rgw_zone=us-east

ゲートウェイの開始




					Object Gateway ホストで、Ceph Object Gateway サービスを開始して有効にします。
				
$ sudo systemctl start ceph-radosgw@rgw.`hostname -s`
$ sudo systemctl enable ceph-radosgw@rgw.`hostname -s`

					サービスがすでに実行中の場合は、サービスを開始して有効にするのではなく、サービスを再起動します。
				
$ sudo systemctl restart ceph-radosgw@rgw.`hostname -s`


セカンダリーゾーンの確立




				ゾーングループ内のゾーンは、すべてのデータを複製して、各ゾーンが同じデータを持つようにします。セカンダリーゾーンを作成するときは、セカンダリーゾーンにサービスを提供するように識別されたホストで すべて の radosgw-admin zone 操作を実行します。
			
注記

					ゾーンを追加するには、セカンダリーゾーンを追加する手順と同じ手順に従います。別のゾーン名を使用します。
				

重要

					マスターゾーングループのマスターゾーン内のホストで、ユーザーの作成やクォータなどのメタデータ操作を実行する必要があります。マスターゾーンおよびセカンダリーゾーンは、RESTful API からバケット操作を受信できますが、セカンダリーゾーンはバケット操作をマスターゾーンにリダイレクトします。マスターゾーンがダウンしている場合、バケット操作は失敗します。radosgw-admin CLI を使用してバケットを作成する場合は、マスターゾーングループのマスターゾーン内のホストでバケットを実行する必要があります。そうしないと、バケットは他のゾーングループおよびゾーンに同期されません。
				

レルムのプル




					マスターゾーングループ内のマスターゾーンの URL パス、アクセスキー、およびシークレットを使用して、レルムをホストにプルします。デフォルト以外のレルムをプルするには、--rgw-realm 設定または --realm-id 設定オプションを使用してレルムを指定します。
				
# radosgw-admin realm pull --url={url-to-master-zone-gateway} --access-key={access-key} --secret={secret}

					このレルムがデフォルトのレルムまたは唯一のレルムである場合は、そのレルムをデフォルトのレルムにします。
				
# radosgw-admin realm default --rgw-realm={realm-name}

期間のプル




					マスターゾーングループ内のマスターゾーンの URL パス、アクセスキー、およびシークレットを使用して、期間をホストにプルします。デフォルト以外のレルムから期間をプルするには、--rgw-realm または --realm-id 設定オプションを使用してレルムを指定します。
				
# radosgw-admin period pull --url={url-to-master-zone-gateway} --access-key={access-key} --secret={secret}
注記

						期間をプルすると、レルムのゾーングループとゾーン設定の最新バージョンが取得されます。
					


セカンダリーゾーンの作成



重要

						ゾーン内の Ceph Object Gateway ノードでゾーンを作成する必要があります。
					


					セカンダリーゾーンを提供するために識別されたホストでコマンドラインインターフェイスを開いて、マルチサイト設定用のセカンダリーゾーンを作成します。ゾーングループ ID、新しいゾーン名、およびゾーンのエンドポイントを指定します。--master フラグまたは --default フラグを使用 しないでください。Red Hat Ceph Storage 2 では、すべてのゾーンがデフォルトでアクティブ/アクティブ設定で実行されます。つまり、ゲートウェイクライアントは任意のゾーンにデータを書き込むことができ、そのゾーンはそのデータをゾーングループ内の他のすべてのゾーンに複製します。セカンダリーゾーンが書き込み操作を受け入れない場合は、--read-only フラグを指定して、マスターゾーンとセカンダリーゾーンの間にアクティブ-パッシブ設定を作成します。さらに、マスターゾーングループのマスターゾーンに格納されている、生成されたシステムユーザーの access_key および secret_key を指定します。以下のコマンドを実行します。
				
[root@second-zone]# radosgw-admin zone create \
                           --rgw-zonegroup={zone-group-name}\
                           --rgw-zone={zone-name} --endpoints={url} \
                           --access-key={system-key} --secret={secret}\
                           --endpoints=http://{fqdn}:80 \
                           [--read-only]

					以下に例を示します。
				
[root@second-zone]# radosgw-admin zone create --rgw-zonegroup=us \
                            --rgw-zone=us-west \
                            --access-key={system-key} --secret={secret} \
                            --endpoints=http://rgw2:80
重要

						以下の手順は、データを保存していない新たにインストールしたシステムを使用するマルチサイト設定を想定しています。default ゾーンとそのプールをすでにデータの保存に使用している場合は、削除しないでください。削除すると、データが失われ、回復できなくなります。
					


					必要に応じてデフォルトゾーンを削除します。
				
[root@second-zone]# radosgw-admin zone delete --rgw-zone=default

					最後に、必要に応じて Ceph Storage Cluster のデフォルトプールを削除します。
				
# rados rmpool default.rgw.control default.rgw.control --yes-i-really-really-mean-it
# rados rmpool default.rgw.data.root default.rgw.data.root --yes-i-really-really-mean-it
# rados rmpool default.rgw.gc default.rgw.gc --yes-i-really-really-mean-it
# rados rmpool default.rgw.log default.rgw.log --yes-i-really-really-mean-it
# rados rmpool default.rgw.users.uid default.rgw.users.uid --yes-i-really-really-mean-it

期間の更新




					マスターゾーン設定の更新後に、期間を更新します。
				
# radosgw-admin period update --commit
注記

						期間を更新するとエポックが変更され、他のゾーンが更新された設定を確実に受信できるようになります。
					


Ceph 設定ファイルを更新します。




					インスタンスエントリーに rgw_zone 設定オプションとセカンダリーゾーンの名前を追加して、セカンダリーゾーンホストの Ceph 設定ファイルを更新します。
				
[client.rgw.{instance-name}]
...
rgw_zone={zone-name}

					以下に例を示します。
				
[client.rgw.rgw2]
host = rgw2
rgw frontends = "civetweb port=80"
rgw_zone=us-west

ゲートウェイの開始




					Object Gateway ホストで、Ceph Object Gateway サービスを開始して有効にします。
				
$ sudo systemctl start ceph-radosgw@rgw.`hostname -s`
$ sudo systemctl enable ceph-radosgw@rgw.`hostname -s`

					サービスがすでに実行中の場合は、サービスを開始して有効にするのではなく、サービスを再起動します。
				
$ sudo systemctl restart ceph-radosgw@rgw.`hostname -s`


フェイルオーバーおよび障害復旧




				マスターゾーンに障害が発生した場合は、障害復旧のためにセカンダリーゾーンにフェイルオーバーします。
			
	
						セカンダリーゾーンをマスターおよびデフォルトゾーンにします。以下に例を示します。
					
# radosgw-admin zone modify --rgw-zone={zone-name} --master --default

						デフォルトでは、Ceph Object Gateway はアクティブ/アクティブ設定で実行されます。クラスターが active-passive 設定で実行されるように設定されている場合、セカンダリーゾーンは読み取り専用ゾーンになります。ゾーンが書き込み操作を受け取れるように --read-only ステータスを削除します。以下に例を示します。
					
# radosgw-admin zone modify --rgw-zone={zone-name} --master --default

	
						期間を更新して、変更を反映します。
					
# radosgw-admin period update --commit

	
						最後に、Ceph Object Gateway を再起動します。
					
$ sudo systemctl restart ceph-radosgw@rgw.`hostname -s`




				以前のマスターゾーンが復旧する場合は、操作を元に戻す。
			
	
						復元されたゾーンから、現在のマスターゾーンからレルムをプルします。
					
# radosgw-admin realm pull --url={url-to-master-zone-gateway} \
                            --access-key={access-key} --secret={secret}

	
						復旧したゾーンをマスターおよびデフォルトゾーンにします。
					
# radosgw-admin zone modify --rgw-zone={zone-name} --master --default

	
						期間を更新して、変更を反映します。
					
# radosgw-admin period update --commit

	
						次に、復旧されたゾーンで Ceph Object Gateway を再起動します。
					
$ sudo systemctl restart ceph-radosgw@rgw.`hostname -s`

	
						セカンダリーゾーンを読み取り専用設定を使用する必要がある場合は、セカンダリーゾーンを更新します。
					
# radosgw-admin zone modify --rgw-zone={zone-name} --read-only

	
						期間を更新して、変更を反映します。
					
# radosgw-admin period update --commit

	
						最後に、セカンダリーゾーンで Ceph Object Gateway を再起動します。
					
$ sudo systemctl restart ceph-radosgw@rgw.`hostname -s`




シングルサイトシステムからマルチサイトへの移行




				default ゾーングループとゾーンを持つシングルサイトシステムからマルチサイトシステムに移行するには、次の手順を使用します。
			
	
						レルムを作成します。<name> を、レルム名に置き換えます。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin realm create --rgw-realm=<name> --default

	
						デフォルトゾーンとゾーングループの名前を変更します。<name> を、ゾーングループまたはゾーン名に置き換えます。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin zonegroup rename --rgw-zonegroup default --zonegroup-new-name=<name>
[root@master-zone]# radosgw-admin zone rename --rgw-zone default --zone-new-name us-east-1 --rgw-zonegroup=<name>

	
						マスターゾーングループを設定します。<name> を、レルムまたはゾーングループ名に置き換えます。<fqdn> を、ゾーングループの完全修飾ドメイン名に置き換えます。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin zonegroup modify --rgw-realm=<name> --rgw-zonegroup=<name> --endpoints http://<fqdn>:80 --master --default

	
						マスターゾーンを設定します。<name> を、レルム、ゾーングループ、またはゾーン名に置き換えます。<fqdn> を、ゾーングループの完全修飾ドメイン名に置き換えます。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin zone modify --rgw-realm=<name> --rgw-zonegroup=<name> \
                            --rgw-zone=<name> --endpoints http://<fqdn>:80 \
                            --access-key=<access-key> --secret=<secret-key> \
                            --master --default

	
						システムユーザーを作成します。<user-id> を、ユーザー名に置き換えます。<display-name> を、表示名に置き換えます。スペースが含まれる場合があります。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin user create --uid=<user-id> \
                            --display-name="<display-name>" \
                            --access-key=<access-key> --secret=<secret-key> \ --system

	
						更新された設定をコミットします。
					
# radosgw-admin period update --commit

	
						最後に、Ceph Object Gateway を再起動します。
					
$ sudo systemctl restart ceph-radosgw@rgw.`hostname -s`




				この手順を完了したら、セカンダリーゾーンの確立 に進み、マスターゾーングループにセカンダリーゾーンを作成します。
			

マルチサイトのコマンドラインの使用方法



レルム




					レルムは、1 つ以上のゾーンが含まれる 1 つ以上のゾーングループと、バケットが含まれるゾーンで設定されるグローバル固有の名前空間を表します。この名前空間にはオブジェクトが含まれます。レルムにより、Ceph Object Gateway は同じハードウェアで複数の名前空間および設定をサポートできるようになります。
				

					レルムには期間の概念が含まれます。それぞれの期間は、ゾーングループとゾーン設定の状態を時間で表しています。ゾーングループまたはゾーンに変更を加えるたびに、期間を更新してコミットします。
				

					デフォルトでは、Ceph Object Gateway バージョン 2 は、バージョン 1.3 以前のリリースとの後方互換性のためのレルムを作成しません。ただし、ベストプラクティスとして、Red Hat は新規クラスターのレルムを作成することを推奨します。
				
レルムの作成




						レルムを作成するには、realm create を実行してレルム名を指定します。レルムがデフォルトの場合は、--default を指定します。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin realm create --rgw-realm={realm-name} [--default]

						以下に例を示します。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin realm create --rgw-realm=movies --default

						--default を指定すると、--rgw-realm とレルム名が明示的に指定されていない限り、各 radosgw-admin 呼び出しでレルムが暗黙的に呼び出されます。
					

レルムのデフォルトの設定




						レルム一覧にある 1 つのレルムはデフォルトのレルムである必要があります。デフォルトレルムは 1 つのみです。レルムが 1 つだけあり、そのレルムが作成時にデフォルトレルムとして指定されていない場合は、デフォルトのレルムにします。または、デフォルトであるレルムを変更するには、以下のコマンドを実行します。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin realm default --rgw-realm=movies
注記

							レルムがデフォルトの場合、コマンドラインでは --rgw-realm=<realm-name> を引数と想定します。
						


レルムの削除




						レルムを削除するには、realm delete を実行し、レルム名を指定します。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin realm delete --rgw-realm={realm-name}

						以下に例を示します。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin realm delete --rgw-realm=movies

レルムの取得




						レルムを取得するには、realm get を実行してレルム名を指定します。
					
# radosgw-admin realm get --rgw-realm=<name>

						以下に例を示します。
					
# radosgw-admin realm get --rgw-realm=movies [> filename.json]

						CLI は、レルムプロパティーを使用して JSON オブジェクトを echo します。
					
{
    "id": "0a68d52e-a19c-4e8e-b012-a8f831cb3ebc",
    "name": "movies",
    "current_period": "b0c5bbef-4337-4edd-8184-5aeab2ec413b",
    "epoch": 1
}

						> と出力ファイル名を使用して、JSON オブジェクトをファイルに出力します。
					

レルムの設定




						レルムを設定するには、realm set を実行し、レルム名を指定し、--infile= を入力ファイル名で指定します。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin realm set --rgw-realm=<name> --infile=<infilename>

						以下に例を示します。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin realm set --rgw-realm=movies --infile=filename.json

レルムの一覧表示




						レルムを一覧表示するには、realm list を実行します。
					
# radosgw-admin realm list

レルム期間の一覧表示




						レルムの期間を一覧表示するには、realm list-periods を実行します。
					
# radosgw-admin realm list-periods

レルムのプル




						マスターゾーングループとマスターゾーンを含むノードからセカンダリーゾーングループまたはゾーンを含むノードにレルムをプルするには、レルム設定を受け取るノードで realm pull を実行します。
					
# radosgw-admin realm pull --url={url-to-master-zone-gateway} --access-key={access-key} --secret={secret}

レルムの名前変更




						レルムは期間の一部ではありません。そのため、レルムの名前変更はローカルでのみ適用され、realm pull でプルされません。複数のゾーンを持つレルムの名前を変更する場合は、各ゾーンでこのコマンドを実行します。レルムの名前を変更するには、以下のコマンドを実行します。
					
# radosgw-admin realm rename --rgw-realm=<current-name> --realm-new-name=<new-realm-name>
注記

							realm set を使用して name パラメーターを変更しないでください。これにより、内部名のみが変更されます。--rgw-realm を指定すると、古いレルム名が使用されます。
						



ゾーングループ




					Ceph Object Gateway は、ゾーングループの概念を使用したマルチサイトデプロイメントおよびグローバル名前空間をサポートします。以前は Red Hat Ceph Storage 1.3 でリージョンと呼ばれていたゾーングループは、1 つ以上のゾーン内の 1 つ以上の Ceph Object Gateway インスタンスの地理的な場所を定義します。
				

					ゾーングループの設定は、設定のすべてが Ceph 設定ファイルになるわけではないため、一般的な設定手順とは異なります。ゾーングループの一覧を表示し、ゾーングループ設定を取得し、ゾーングループ設定を設定できます。
				
注記

						radosgw-admin zonegroup 操作は、レルム内の任意のホストで実行 できます。これは、期間を更新するステップによって変更がクラスター全体に伝播されるためです。ただし、radosgw-admin zone 操作は、ゾーン内のホストで実行する 必要があります。
					

ゾーングループの作成




						ゾーングループの作成は、ゾーングループ名の指定から始まります。ゾーンの作成では、--rgw-realm=<realm-name> が指定されていない限り、デフォルトのレルムで実行されていることを前提としています。ゾーングループがデフォルトのゾーングループの場合は、--default フラグを指定します。ゾーングループがマスターゾーングループの場合は、--master フラグを指定します。以下に例を示します。
					
# radosgw-admin zonegroup create --rgw-zonegroup=<name> [--rgw-realm=<name>][--master] [--default]
注記

							zonegroup modify --rgw-zonegroup=<zonegroup-name> を使用して、既存のゾーングループの設定を変更します。
						


ゾーングループをデフォルトにする




						ゾーングループ一覧内の 1 つのゾーングループは、デフォルトのゾーングループである必要があります。デフォルトのゾーングループは 1 つのみです。ゾーングループが 1 つだけあり、そのゾーンは作成時にデフォルトのゾーングループとして指定されていない場合は、デフォルトのゾーングループにします。デフォルトであるゾーングループを変更する場合は、次のコマンドを実行します。
					
# radosgw-admin zonegroup default --rgw-zonegroup=comedy
注記

							ゾーングループがデフォルトの場合、コマンドラインは --rgw-zonegroup=<zonegroup-name> を引数として想定します。
						


						次に、期間を更新します。
					
# radosgw-admin period update --commit

ゾーングループへのゾーンの追加




						ゾーングループにゾーンを追加するには、ゾーンに追加するホストでこの手順を実行する必要があります。ゾーンをゾーングループに追加するには、次のコマンドを実行します。
					
# radosgw-admin zonegroup add --rgw-zonegroup=<name> --rgw-zone=<name>

						次に、期間を更新します。
					
# radosgw-admin period update --commit

ゾーングループからのゾーンの削除




						ゾーングループからゾーンを削除するには、次のコマンドを実行します。
					
# radosgw-admin zonegroup remove --rgw-zonegroup=<name> --rgw-zone=<name>

						次に、期間を更新します。
					
# radosgw-admin period update --commit

ゾーングループの名前変更




						ゾーングループの名前を変更するには、次のコマンドを実行します。
					
# radosgw-admin zonegroup rename --rgw-zonegroup=<name> --zonegroup-new-name=<name>

						次に、期間を更新します。
					
# radosgw-admin period update --commit

ゾーングループの削除




						ゾーングループを削除するには、次のコマンドを実行します。
					
# radosgw-admin zonegroup delete --rgw-zonegroup=<name>

						次に、期間を更新します。
					
# radosgw-admin period update --commit

ゾーングループの一覧表示




						Ceph クラスターには、ゾーングループの一覧が含まれます。ゾーングループを一覧表示するには、次のコマンドを実行します。
					
# radosgw-admin zonegroup list

						radosgw-admin は、JSON 形式のゾーングループの一覧を返します。
					
{
    "default_info": "90b28698-e7c3-462c-a42d-4aa780d24eda",
    "zonegroups": [
        "us"
    ]
}

ゾーングループの取得




						ゾーングループの設定を表示するには、次のコマンドを実行します。
					
# radosgw-admin zonegroup get [--rgw-zonegroup=<zonegroup>]

						ゾーングループの設定は以下のようになります。
					
{
    "id": "90b28698-e7c3-462c-a42d-4aa780d24eda",
    "name": "us",
    "api_name": "us",
    "is_master": "true",
    "endpoints": [
        "http:\/\/rgw1:80"
    ],
    "hostnames": [],
    "hostnames_s3website": [],
    "master_zone": "9248cab2-afe7-43d8-a661-a40bf316665e",
    "zones": [
        {
            "id": "9248cab2-afe7-43d8-a661-a40bf316665e",
            "name": "us-east",
            "endpoints": [
                "http:\/\/rgw1"
            ],
            "log_meta": "true",
            "log_data": "true",
            "bucket_index_max_shards": 0,
            "read_only": "false"
        },
        {
            "id": "d1024e59-7d28-49d1-8222-af101965a939",
            "name": "us-west",
            "endpoints": [
                "http:\/\/rgw2:80"
            ],
            "log_meta": "false",
            "log_data": "true",
            "bucket_index_max_shards": 0,
            "read_only": "false"
        }
    ],
    "placement_targets": [
        {
            "name": "default-placement",
            "tags": []
        }
    ],
    "default_placement": "default-placement",
    "realm_id": "ae031368-8715-4e27-9a99-0c9468852cfe"
}

ゾーングループの設定




						ゾーングループの定義は、少なくとも必要な設定を指定して JSON オブジェクトの作成で設定されます。
					
	
								name: ゾーングループの名前。必須。
							
	
								api_name: ゾーングループの API 名。任意です。
							
	
								is_master: ゾーングループがマスターゾーングループであるかどうかを指定します。必須。注記: マスターゾーングループを 1 つだけ指定できます。
							
	
								endpoints: ゾーングループ内のエンドポイントの一覧。たとえば、複数のドメイン名を使用して、同じゾーングループを参照できます。忘れずに前方スラッシュ (\/) エスケープしてください。各エンドポイントにポート (fqdn:port) を指定することもできます。任意です。
							
	
								hostnames: ゾーングループのホスト名の一覧。たとえば、複数のドメイン名を使用して、同じゾーングループを参照できます。任意です。rgw dns name 設定は、このリストに自動的に含まれます。この設定を変更したら、ゲートウェイデーモンを再起動する必要があります。
							
	
								master_zone: ゾーングループのマスターゾーン。任意です。指定がない場合は、デフォルトゾーンを使用します。注記: ゾーングループごとにマスターゾーンを 1 つだけ指定できます。
							
	
								zones: ゾーングループ内のゾーンの一覧。各ゾーンには、名前 (必須)、エンドポイントの一覧 (任意)、およびゲートウェイがメタデータおよびデータ操作をログに記録するかどうか (デフォルトでは false) があります。
							
	
								placement_targets: 配置ターゲットの一覧 (任意)。各配置ターゲットには、配置ターゲットの名前 (必須) とタグのリスト (任意) が含まれているため、タグを持つユーザーのみが配置ターゲットを使用できます (つまり、ユーザー情報のユーザーの placement_tags フィールド)。
							
	
								default_placement: オブジェクトインデックスおよびオブジェクトデータのデフォルトの配置ターゲット。デフォルトでは default-placement に設定されます。また、ユーザーごとのデフォルトの配置を、ユーザー情報で設定することもできます。
							



						ゾーングループを設定するには、必須フィールドで設定される JSON オブジェクトを作成し、オブジェクトをファイル (たとえば、zonegroup.json) に保存します。次に、次のコマンドを実行します。
					
# radosgw-admin zonegroup set --infile zonegroup.json

						ここで、zonegroup.json は作成した JSON ファイルです。
					
重要

							default ゾーングループの is_master 設定は true です。新しいゾーングループを作成してそれをマスターゾーングループにしたい場合は、default ゾーングループ is_master 設定を false に設定するか、default ゾーングループを削除する必要があります。
						


						最後に、期間を更新します。
					
# radosgw-admin period update --commit

ゾーングループマップの設定




						ゾーングループマップの設定は、1 つ以上のゾーングループで設定される JSON オブジェクトの作成と、クラスターの master_zonegroup の 設定で設定されます。ゾーングループマップの各ゾーングループは、キーと値のペアで設定されます。key 設定は、個々のゾーングループ設定の 名前 設定と同等であり、val は、個々のゾーングループ設定で設定される JSON オブジェクトです。
					

						is_master が true と同等のゾーングループを 1 つだけ持つ可能性があり、ゾーングループマップの最後に master_zonegroup として指定する必要があります。以下の JSON オブジェクトは、デフォルトゾーングループマップの例です。
					
{
    "zonegroups": [
        {
            "key": "90b28698-e7c3-462c-a42d-4aa780d24eda",
            "val": {
                "id": "90b28698-e7c3-462c-a42d-4aa780d24eda",
                "name": "us",
                "api_name": "us",
                "is_master": "true",
                "endpoints": [
                    "http:\/\/rgw1:80"
                ],
                "hostnames": [],
                "hostnames_s3website": [],
                "master_zone": "9248cab2-afe7-43d8-a661-a40bf316665e",
                "zones": [
                    {
                        "id": "9248cab2-afe7-43d8-a661-a40bf316665e",
                        "name": "us-east",
                        "endpoints": [
                            "http:\/\/rgw1"
                        ],
                        "log_meta": "true",
                        "log_data": "true",
                        "bucket_index_max_shards": 0,
                        "read_only": "false"
                    },
                    {
                        "id": "d1024e59-7d28-49d1-8222-af101965a939",
                        "name": "us-west",
                        "endpoints": [
                            "http:\/\/rgw2:80"
                        ],
                        "log_meta": "false",
                        "log_data": "true",
                        "bucket_index_max_shards": 0,
                        "read_only": "false"
                    }
                ],
                "placement_targets": [
                    {
                        "name": "default-placement",
                        "tags": []
                    }
                ],
                "default_placement": "default-placement",
                "realm_id": "ae031368-8715-4e27-9a99-0c9468852cfe"
            }
        }
    ],
    "master_zonegroup": "90b28698-e7c3-462c-a42d-4aa780d24eda",
    "bucket_quota": {
        "enabled": false,
        "max_size_kb": -1,
        "max_objects": -1
    },
    "user_quota": {
        "enabled": false,
        "max_size_kb": -1,
        "max_objects": -1
    }
}

						ゾーングループマップを設定するには、次のコマンドを実行します。
					
# radosgw-admin zonegroup-map set --infile zonegroupmap.json

						ここで、zonegroupmap.json は作成した JSON ファイルです。ゾーングループマップで指定したゾーンが作成されていることを確認します。最後に、期間を更新します。
					
# radosgw-admin period update --commit


ゾーン




					Ceph Object Gateway はゾーンの概念をサポートします。ゾーンは、1 つ以上の Ceph Object Gateway インスタンスで設定される論理グループを定義します。
				

					ゾーンの設定は、Ceph 設定ファイル内で終了するすべての設定ではないため、一般的な設定手順とは異なります。ゾーンを一覧表示して、ゾーン設定を取得し、ゾーン設定を設定できます。
				
重要

						radosgw-admin zone 操作はすべて、ゾーン内で動作するまたはこれから動作するホストで実行する 必要があります。
					

ゾーンの作成




						ゾーンを作成するには、ゾーン名を指定します。マスターゾーンの場合は、--master オプションを指定します。ゾーングループ内の 1 つのゾーンのみがマスターゾーンになることができます。ゾーングループにゾーンを追加するには、--rgw-zonegroup オプションをゾーングループ名で指定します。
					
重要

							ゾーン内の Ceph Object Gateway ノードでゾーンを作成する必要があります。
						

[root@zone] radosgw-admin zone create --rgw-zone=<name> \
                [--zonegroup=<zonegroup-name]\
                [--endpoints=<endpoint:port>[,<endpoint:port>] \
                [--master] [--default] \
                --access-key $SYSTEM_ACCESS_KEY --secret $SYSTEM_SECRET_KEY

						次に、期間を更新します。
					
# radosgw-admin period update --commit

ゾーンの削除




						ゾーンを削除するには、最初にゾーングループからこれを削除します。
					
# radosgw-admin zonegroup remove --zonegroup=<name>\
                                 --zone=<name>

						次に、期間を更新します。
					
# radosgw-admin period update --commit

						次に、ゾーンを削除します。
					
重要

							この手順では、ゾーン内のホストで MUST を実行する 必要があります。
						


						以下のコマンドを実行します。
					
[root@zone]# radosgw-admin zone delete --rgw-zone<name>

						最後に、期間を更新します。
					
# radosgw-admin period update --commit
重要

							ゾーングループから先にゾーンを削除せずに、ゾーンを削除しないでください。それ以外の場合には、期間の更新に失敗します。
						


						削除したゾーンのプールが他に使用されていない場合は、プールを削除することを検討してください。以下の例の <del-zone> を、削除したゾーン名に置き換えます。
					
重要

							Ceph がゾーンプールを削除すると、それによってリカバリー不可能な方法でその中のデータが削除されます。Ceph クライアントにプールの内容が必要なくなった場合にのみ、ゾーンプールを削除します。
						

重要

							マルチレルムクラスターでは、.rgw.root プールをゾーンプールと共に削除すると、クラスターのレルム情報のすべてが削除されます。.rgw.root プールを削除する前に、.rgw.root に他のアクティブなレルムが含まれていないことを確認します。
						

# rados rmpool <del-zone>.rgw.control <del-zone>.rgw.control --yes-i-really-really-mean-it
# rados rmpool <del-zone>.rgw.data.root <del-zone>.rgw.data.root --yes-i-really-really-mean-it
# rados rmpool <del-zone>.rgw.gc <del-zone>.rgw.gc --yes-i-really-really-mean-it
# rados rmpool <del-zone>.rgw.log <del-zone>.rgw.log --yes-i-really-really-mean-it
# rados rmpool <del-zone>.rgw.users.uid <del-zone>.rgw.users.uid --yes-i-really-really-mean-it

ゾーンの変更




						ゾーンを変更するには、ゾーン名と、変更するパラメーターを指定します。
					
重要

							ゾーンは、ゾーン内にある Ceph Object Gateway ノードで変更する必要があります。
						

[root@zone]# radosgw-admin zone modify [options]

						--access-key=<key> --secret/--secret-key=<key> --master --default --endpoints=<list>
					

						次に、期間を更新します。
					
# radosgw-admin period update --commit

ゾーンの一覧




						root でクラスター内のゾーンを一覧表示するには、以下を実行します。
					
$ sudo radosgw-admin zone list

ゾーンの取得




						root でゾーンの設定を取得するには、次のコマンドを実行します。
					
$ sudo radosgw-admin zone get [--rgw-zone=<zone>]

						default ゾーンは以下のようになります。
					
{ "domain_root": ".rgw",
  "control_pool": ".rgw.control",
  "gc_pool": ".rgw.gc",
  "log_pool": ".log",
  "intent_log_pool": ".intent-log",
  "usage_log_pool": ".usage",
  "user_keys_pool": ".users",
  "user_email_pool": ".users.email",
  "user_swift_pool": ".users.swift",
  "user_uid_pool": ".users.uid",
  "system_key": { "access_key": "", "secret_key": ""},
  "placement_pools": [
      {  "key": "default-placement",
         "val": { "index_pool": ".rgw.buckets.index",
                  "data_pool": ".rgw.buckets"}
      }
    ]
  }

ゾーンの設定




						ゾーンの設定には、一連の Ceph Object Gateway プールを指定する必要があります。一貫性を保つために、ゾーン名と同じプールの接頭辞を使用することが推奨されます。プールの設定に関する詳細は、Pools_ を参照してください。
					
重要

							ゾーン内の Ceph Object Gateway ノードでゾーンを設定する必要があります。
						


						ゾーンを設定するには、プールで設定される JSON オブジェクトを作成し、オブジェクトをファイル (例: zone.json) に保存します。続いて以下のコマンドを実行して、{zone-name} をゾーンの名前に置き換えます。
					
[root@zone]$ sudo radosgw-admin zone set --rgw-zone={zone-name} --infile zone.json

						ここで、zone.json は作成した JSON ファイルです。
					

						次に、root でピリオドを更新します。
					
$ sudo radosgw-admin period update --commit

ゾーンの名前変更




						ゾーンの名前を変更するには、ゾーン名および新しいゾーン名を指定します。ゾーン内のホストで以下を実行します。
					
[root@zone]# radosgw-admin zone rename --rgw-zone=<name> --zone-new-name=<name>

						次に、期間を更新します。
					
# radosgw-admin period update --commit



ゾーングループとゾーン設定




				デフォルトのゾーングループおよびゾーンを設定する場合、プール名にはゾーン名が含まれます。以下に例を示します。
			
	
						default.rgw.control
					



				デフォルトを変更するには、各 [client.rgw.{instance-name}] インスタンスの配下にある Ceph 設定ファイルに以下の設定を追加します。
			
	名前	説明	型	デフォルト
	 
								rgw_zone
							

							 	 
								ゲートウェイインスタンスのゾーンの名前。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								なし
							

							 
	 
								rgw_zonegroup
							

							 	 
								ゲートウェイインスタンスのゾーングループの名前。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								なし
							

							 
	 
								rgw_zonegroup_root_pool
							

							 	 
								ゾーングループの root プール。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								.rgw.root
							

							 
	 
								rgw_zone_root_pool
							

							 	 
								ゾーンの root プール。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								.rgw.root
							

							 
	 
								rgw_default_zone_group_info_oid
							

							 	 
								デフォルトのゾーングループを保存する OID。この設定を変更することは推奨していません。
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								default.zonegroup
							

							 
	 
								rgw_num_zone_opstate_shards
							

							 	 
								ゾーン間のグループ Synchronization の進行を維持するためのシャードの最大数。
							

							 	 
								整数
							

							 	 
								128
							

							 



マルチサイトでのバケットの手動再シャーディング




				{storage-product} は、マルチサイトクラスターの動的バケットリシャーディングをサポートして いません。次の手順を使用して、マルチサイトクラスター内のバケットを手動でリシャーディングできます。
			
	注記
	
							手動再シャーディングは、特に手動の再シャーディングを保証する巨大バケットの場合に、非常にコストのかかるプロセスです。すべてのセカンダリーゾーンは、すべてのオブジェクトを削除し、マスターゾーンからそれらを再同期します。
						


前提条件
	
						すべての Object Gateway インスタンスを停止します。
					


手順
	
						マスターゾーングループのマスターゾーン内のノードで、以下のコマンドを実行します。
					
# radosgw-admin bucket sync disable --bucket=BUCKET_NAME

						すべてのゾーン の sync status が、データの同期が最新であることを報告するのを待ちます。
					

	
						すべて のゾーンで すべて の ceph-radosgw デーモンを停止します。
					
	
						マスターゾーングループのマスターゾーン内のノードで、バケットを再シャーディングします。以下に例を示します。
					
# radosgw-admin bucket reshard --bucket=BUCKET_NAME --num-shards=NEW_SHARDS_NUMBER

	
						各 セカンダリーゾーンで、以下を実行します。
					
# radosgw-admin bucket rm --purge-objects --bucket=BUCKET_NAME

	
						すべて のゾーンで すべて の ceph-radosgw デーモンを再起動します。
					
	
						マスターゾーングループのマスターゾーン内のノードで、以下のコマンドを実行します。
					
# radosgw-admin bucket sync enable --bucket=BUCKET_NAME




				メタデータの同期プロセスでは、更新されたバケットエントリーポイントとバケットインスタンスのメタデータを取得します。データ同期プロセスは完全な同期を実行します。
			
関連情報
	
						マルチサイト設定でのバケットインデックスシャーディングの設定
					



レプリケーションなしでの複数ゾーンの設定




				互いをレプリケートしない複数のゾーンを設定できます。たとえば、会社内の各チームに専用のゾーンを作成できます。
			
前提条件
	
						Ceph Object Gateway がインストールされている Ceph Storage Cluster。
					


手順
	
						レルムを作成します。
					
radosgw-admin realm create --rgw-realm=realm-name [--default]

						以下に例を示します。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin realm create --rgw-realm=movies --default
{
    "id": "0956b174-fe14-4f97-8b50-bb7ec5e1cf62",
    "name": "movies",
    "current_period": "1950b710-3e63-4c41-a19e-46a715000980",
    "epoch": 1
}

	
						ゾーングループを作成します。
					
radosgw-admin zonegroup create --rgw-zonegroup=zone-group-name --endpoints=url [--rgw-realm=realm-name|--realm-id=realm-id] --master --default

						以下に例を示します。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin zonegroup create --rgw-zonegroup=us --endpoints=http://rgw1:80 --rgw-realm=movies --master --default
{
    "id": "f1a233f5-c354-4107-b36c-df66126475a6",
    "name": "us",
    "api_name": "us",
    "is_master": "true",
    "endpoints": [
        "http:\/\/rgw1:80"
    ],
    "hostnames": [],
    "hostnames_s3webzone": [],
    "master_zone": "",
    "zones": [],
    "placement_targets": [],
    "default_placement": "",
    "realm_id": "0956b174-fe14-4f97-8b50-bb7ec5e1cf62"
}

	
						ユースケースに応じて、1 つ以上のゾーンを作成します。
					
radosgw-admin zone create
             --rgw-zonegroup=zone-group-name \
             --rgw-zone=zone-name \
             --master --default \
             --endpoints=http://fqdn:port[,http://fqdn:port]

						以下に例を示します。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin zone create --rgw-zonegroup=us \
                                              --rgw-zone=us-east \
                                              --master --default \
                                              --endpoints=http://rgw1:80

	
						ゾーングループの設定が含まれる JSON ファイルを取得します。
					
radosgw-admin zonegroup get --rgw-zonegroup=zone-group-name > zonegroup.json

						以下に例を示します。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin zonegroup get --rgw-zonegroup=us > zonegroup.json

	
						ファイルで、log_meta パラメーター、log_data パラメーター、および sync_from_all パラメーターを false に設定します。
					
    {
        "id": "72f3a886-4c70-420b-bc39-7687f072997d",
        "name": "default",
        "api_name": "",
        "is_master": "true",
        "endpoints": [],
        "hostnames": [],
        "hostnames_s3website": [],
        "master_zone": "a5e44ecd-7aae-4e39-b743-3a709acb60c5",
        "zones": [
            {
                "id": "975558e0-44d8-4866-a435-96d3e71041db",
                "name": "testzone",
                "endpoints": [],
                "log_meta": "false",
                "log_data": "false",
                "bucket_index_max_shards": 0,
                "read_only": "false",
                "tier_type": "",
                "sync_from_all": "false",
                "sync_from": []
            },
            {
                "id": "a5e44ecd-7aae-4e39-b743-3a709acb60c5",
                "name": "default",
                "endpoints": [],
                "log_meta": "false",
                "log_data": "false",
                "bucket_index_max_shards": 0,
                "read_only": "false",
                "tier_type": "",
                "sync_from_all": "false",
                "sync_from": []
            }
        ],
        "placement_targets": [
            {
                "name": "default-placement",
                "tags": []
            }
        ],
        "default_placement": "default-placement",
        "realm_id": "2d988e7d-917e-46e7-bb18-79350f6a5155"
    }

	
						更新された JSON ファイルを使用します。
					
radosgw-admin zonegroup set --rgw-zonegroup=zone-group-name --infile=zonegroup.json

						以下に例を示します。
					
[root@master-zone]# radosgw-admin zonegroup set --rgw-zonegroup=us --infile=zonegroup.json

	
						期間を更新します。
					
# radosgw-admin period update --commit



関連情報
	
						レルム
					
	
						ゾーングループ
					
	
						ゾーン
					
	
						Ubuntu インストールガイド
					



同じストレージクラスターに複数のレルムの設定




				このセクションでは、同じストレージクラスターに複数のレルムを設定する方法を説明します。これは、マルチサイトの高度なユースケースです。同一のストレージクラスター内に複数のレルムを設定することで、ローカルの RGW クライアントのトラフィックを処理するためのローカルレルムと、セカンダリーサイトに複製されるデータ用のレプリケートされたレルムを使用することができます。
			
注記

					Red Hat では、各レルムに独自の Ceph Object Gateway があることを推奨しています。
				

前提条件
	
						ストレージクラスター内の各データセンターのアクセスキーおよびシークレットキー。
					
	
						ストレージクラスター内の 2 つの実行中の {storage-product} データセンター。
					
	
						各データセンターには独自のローカルレルムがあります。両方のサイトでレプリケートするレルムを共有する。
					
	
						Ceph Object Gateway ノード上で、{storage-product} インストールガイドの Red Hat Ceph Storage のインストール要件 に記載のタスクを実行する。
					
	
						各 Ceph Object Gateway ノードについて、{storage-product} インストールガイドの Ceph Object Gateway のインストール セクションに記載のステップ 1 から 7 を実施する。
					


手順
	
						同期ユーザーを作成します。
					
Syntax

							

radosgw-admin user create --uid="SYNCHRONIZATION_USER" --display-name="Synchronization User" --system


						

	
						ストレージクラスターの最初のデータセンターにローカルレルムを 1 つ作成します。
					
Syntax

							

radosgw-admin realm create --rgw-realm=REALM_NAME --default


						
例

							

[user@rgw1]$ radosgw-admin realm create --rgw-realm=ldc1 --default


						

	
						最初のデータセンター上に、1 つのローカルマスターゾーングループを作成します。
					
Syntax

							

radosgw-admin zonegroup create --rgw-zonegroup=ZONE_GROUP_NAME --endpoints=http://RGW_NODE_NAME:80 --rgw-realm=REALM_NAME --master --default


						
例

							

[user@rgw1]$ radosgw-admin zonegroup create --rgw-zonegroup=ldc1zg --endpoints=http://rgw1:80 --rgw-realm=ldc1 --master --default


						

	
						最初のデータセンターに 1 つのローカルゾーンを作成します。
					
Syntax

							

radosgw-admin zone create --rgw-zonegroup=ZONE_GROUP_NAME --rgw-zone=ZONE_NAME --master --default --endpoints=HTTP_FQDN[,HTTP_FQDN]


						
例

							

[user@rgw1]$ radosgw-admin zone create --rgw-zonegroup=ldc1zg --rgw-zone=ldc1z --master --default --endpoints=http://rgw.example.com


						

	
						期間をコミットします。
					
例

							

[user@rgw1]$ radosgw-admin period update --commit


						

	
						ceph.conf を、rgw_realm 名、rgw_zonegroup 名、および rgw_zone 名で更新します。
					
Syntax

							

rgw_realm = REALM_NAME
rgw_zonegroup = ZONE_GROUP_NAME
rgw_zone = ZONE_NAME


						
例

							

rgw_realm = ldc1
rgw_zonegroup = ldc1zg
rgw_zone = ldc1z


						

	
						RGW デーモンを再起動します。
					
Syntax

							

systemctl restart ceph-radosgw@rgw.$(hostname -s).rgw0.service


						

	
						ストレージクラスターの 2 番目のデータセンターに、ローカルレルムを 1 つ作成します。
					
Syntax

							

radosgw-admin realm create --rgw-realm=REALM_NAME --default


						
例

							

[user@rgw2]$ radosgw-admin realm create --rgw-realm=ldc2 --default


						

	
						2 番目のデータセンターに、1 つのローカルマスターゾーングループを作成します。
					
Syntax

							

radosgw-admin zonegroup create --rgw-zonegroup=ZONE_GROUP_NAME --endpoints=http://RGW_NODE_NAME:80 --rgw-realm=REALM_NAME --master --default


						
例

							

[user@rgw2]$ radosgw-admin zonegroup create --rgw-zonegroup=ldc2zg --endpoints=http://rgw2:80 --rgw-realm=ldc2 --master --default


						

	
						2 番目のデータセンターに 1 つのローカルゾーンを作成します。
					
Syntax

							

radosgw-admin zone create --rgw-zonegroup=ZONE_GROUP_NAME --rgw-zone=ZONE_NAME --master --default --endpoints=HTTP_FQDN[, HTTP_FQDN]


						
例

							

[user@rgw2]$ radosgw-admin zone create --rgw-zonegroup=ldc2zg --rgw-zone=ldc2z --master --default --endpoints=http://rgw.example.com


						

	
						期間をコミットします。
					
例

							

[user@rgw2]$ radosgw-admin period update --commit


						

	
						ceph.conf を、rgw_realm 名、rgw_zonegroup 名、および rgw_zone 名で更新します。
					
Syntax

							

rgw_realm = REALM_NAME
rgw_zonegroup = ZONE_GROUP_NAME
rgw_zone = ZONE_NAME


						
例

							

rgw_realm = ldc2
rgw_zonegroup = ldc2zg
rgw_zone = ldc2z


						

	
						RGW デーモンを再起動します。
					
Syntax

							

systemctl restart ceph-radosgw@rgw.$(hostname -s).rgw0.service


						

	
						レプリケーション/同期ユーザーを作成します。
					
Syntax

							

radosgw-admin user create --uid="r_REPLICATION_SYNCHRONIZATION_USER_" --display-name="Replication-Synchronization User" --system


						

	
						ストレージクラスターの最初のデータセンターにレプリケートされたレルムを作成します。
					
Syntax

							

radosgw-admin realm create --rgw-realm=REPLICATED_REALM_1


						
例

							

[user@rgw1] radosgw-admin realm create --rgw-realm=rdc1


						

	
						最初のデータセンターのマスターゾーングループを作成します。
					
Syntax

							

radosgw-admin zonegroup create --rgw-zonegroup=RGW_ZONE_GROUP --endpoints=http://_RGW_NODE_NAME:80 --rgw-realm=_RGW_REALM_NAME --master --default


						
例

							

[user@rgw1] radosgw-admin zonegroup create --rgw-zonegroup=rdc1zg --endpoints=http://rgw1:80 --rgw-realm=rdc1 --master --default


						

	
						最初のデータセンターにマスターゾーンを作成します。
					
Syntax

							

radosgw-admin zone create --rgw-zonegroup=RGW_ZONE_GROUP --rgw-zone=_MASTER_RGW_NODE_NAME --master --default --endpoints=HTTP_FQDN[,HTTP_FQDN]


						
例

							

[user@rgw1] radosgw-admin zone create --rgw-zonegroup=rdc1zg --rgw-zone=rdc1z --master --default --endpoints=http://rgw.example.com


						

	
						期間をコミットします。
					
Syntax

							

radosgw-admin period update --commit


						

	
						最初のデータセンターの rgw_realm 名、rgw_zonegroup 名、および rgw_zone 名で ceph.conf を更新します。
					
Syntax

							

rgw_realm = REALM_NAME
rgw_zonegroup = ZONE_GROUP_NAME
rgw_zone = ZONE_NAME


						
例

							

rgw_realm = rdc1
rgw_zonegroup = rdc1zg
rgw_zone = rdc1z


						

	
						RGW デーモンを再起動します。
					
Syntax

							

systemctl restart ceph-radosgw@rgw.$(hostname -s).rgw0.service


						

	
						2 番目のデータセンターでレプリケートされたレルムをプルします。
					
Syntax

							

radosgw-admin realm pull --url=https://tower-osd1.cephtips.com --access-key=ACCESS_KEY --secret-key=SECRET_KEY


						
例

							

radosgw-admin realm pull --url=https://tower-osd1.cephtips.com --access-key=3QV0D6ZMMCJZMSCXJ2QJ --secret-key=VpvQWcsfI9OPzUCpR4kynDLAbqa1OIKqRB6WEnH8


						

	
						最初のデータセンターから期間をプルします。
					
Syntax

							

radosgw-admin period pull --url=https://tower-osd1.cephtips.com --access-key=ACCESS_KEY --secret-key=SECRET_KEY


						
例

							

radosgw-admin period pull --url=https://tower-osd1.cephtips.com --access-key=3QV0D6ZMMCJZMSCXJ2QJ --secret-key=VpvQWcsfI9OPzUCpR4kynDLAbqa1OIKqRB6WEnH8


						

	
						2 番目のデータセンターにセカンダリーゾーンを作成します。
					
Syntax

							

radosgw-admin zone create --rgw-zone=RGW_ZONE --rgw-zonegroup=RGW_ZONE_GROUP --endpoints=https://tower-osd4.cephtips.com --access-key=_ACCESS_KEY --secret-key=SECRET_KEY


						
例

							

[user@rgw2] radosgw-admin zone create --rgw-zone=rdc2z --rgw-zonegroup=rdc1zg --endpoints=https://tower-osd4.cephtips.com --access-key=3QV0D6ZMMCJZMSCXJ2QJ --secret-key=VpvQWcsfI9OPzUCpR4kynDLAbqa1OIKqRB6WEnH8


						

	
						期間をコミットします。
					
Syntax

							

radosgw-admin period update --commit


						

	
						2 番目のデータセンターの rgw_realm 名、rgw_zonegroup 名、および rgw_zone 名を持つ ceph.conf を更新します。
					
Syntax

							

rgw_realm = REALM_NAME
rgw_zonegroup = ZONE_GROUP_NAME
rgw_zone = ZONE_NAME


						
例

							

rgw realm = rdc1
rgw zonegroup = rdc1zg
rgw zone = rdc2z


						

	
						RGW デーモンを再起動します。
					
Syntax

							

systemctl restart ceph-radosgw@rgw.$(hostname -s).rgw0.service


						

	
						2 番目のデータセンターのエンドポイントに root としてログインします。
					
	
						マスターレルムで同期のステータスを確認します。
					
Syntax

							

radosgw-admin sync status


						
例

							

[root@tower-osd4 ceph-ansible]# radosgw-admin sync status
          realm 59762f08-470c-46de-b2b1-d92c50986e67 (ldc2)
      zonegroup 7cf8daf8-d279-4d5c-b73e-c7fd2af65197 (ldc2zg)
           zone 034ae8d3-ae0c-4e35-8760-134782cb4196 (ldc2z)
  metadata sync no sync (zone is master)


						

	
						最初のデータセンターのエンドポイントに root としてログインします。
					
	
						レプリケーション同期レルムの同期ステータスを確認します。
					
Syntax

							

radosgw-admin sync status --rgw-realm RGW_REALM_NAME


						

						以下に例を示します。
					
[root@tower-osd4 ceph-ansible]# [root@tower-osd4 ceph-ansible]# radosgw-admin sync status --rgw-realm rdc1
          realm 73c7b801-3736-4a89-aaf8-e23c96e6e29d (rdc1)
      zonegroup d67cc9c9-690a-4076-89b8-e8127d868398 (rdc1zg)
           zone 67584789-375b-4d61-8f12-d1cf71998b38 (rdc2z)
  metadata sync syncing
                full sync: 0/64 shards
                incremental sync: 64/64 shards
                metadata is caught up with master
      data sync source: 705ff9b0-68d5-4475-9017-452107cec9a0 (rdc1z)
                        syncing
                        full sync: 0/128 shards
                        incremental sync: 128/128 shards
                        data is caught up with source
          realm 73c7b801-3736-4a89-aaf8-e23c96e6e29d (rdc1)
      zonegroup d67cc9c9-690a-4076-89b8-e8127d868398 (rdc1zg)
           zone 67584789-375b-4d61-8f12-d1cf71998b38 (rdc2z)
  metadata sync syncing
                full sync: 0/64 shards
                incremental sync: 64/64 shards
                metadata is caught up with master
      data sync source: 705ff9b0-68d5-4475-9017-452107cec9a0 (rdc1z)
                        syncing
                        full sync: 0/128 shards
                        incremental sync: 128/128 shards
                        data is caught up with source

	
						ローカルサイトにデータを保存およびアクセスするには、ローカルレルムのユーザーを作成します。
					
Syntax

							

radosgw-admin user create --uid="LOCAL_USER" --display-name="Local user" --rgw-realm=_REALM_NAME --rgw-zonegroup=ZONE_GROUP_NAME --rgw-zone=ZONE_NAME


						
例

							

[user@rgw2] #radosgw-admin user create --uid="local-user" --display-name="Local user" --rgw-realm=ldc1 --rgw-zonegroup=ldc1zg --rgw-zone=ldc1z


						



重要

					デフォルトでは、マルチサイト設定にユーザーが追加されます。ユーザーがローカルゾーン内のデータにアクセスするには、radosgw-admin コマンドに --rgw-realm 引数が必要です。
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# Highlight.js

Highlight.js — это подсветчик синтаксиса, написанный на JavaScript. Он работает
и в браузере, и на сервере. Он работает с практически любой HTML разметкой, не
зависит от каких-либо фреймворков и умеет автоматически определять язык.


## Начало работы

Минимум, что нужно сделать для использования highlight.js на веб-странице — это
подключить библиотеку, CSS-стили и вызывать [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

Библиотека найдёт и раскрасит код внутри тегов `<pre><code>`, попытавшись
автоматически определить язык. Когда автоопределение не срабатывает, можно явно
указать язык в атрибуте class:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

Список поддерживаемых классов языков доступен в [справочнике по классам][8].
Класс также можно предваоить префиксами `language-` или `lang-`.

Чтобы отключить подсветку для какого-то блока, используйте класс `nohighlight`:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Инициализация вручную

Чтобы иметь чуть больше контроля за инициализацией подсветки, вы можете
использовать функции [`highlightBlock`][2] и [`configure`][3]. Таким образом
можно управлять тем, *что* подсвечивать и *когда*.

Вот пример инициализация, эквивалентной вызову [`initHighlightingOnLoad`][1], но
с использованием jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

Вы можете использовать любые теги разметки вместо `<pre><code>`. Если
используете контейнер, не сохраняющий переводы строк, вам нужно сказать
highlight.js использовать для них тег `<br>`:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

Другие опции можно найти в документации функции [`configure`][3].


## Установка библиотеки

Highlight.js можно использовать в браузере прямо с CDN хостинга или скачать
индивидуальную сборку, а также установив модуль на сервере. На
[страница загрузки][4] подробно описаны все варианты.

Обратите внимание, что библиотека не предназначена для использования в виде
исходного кода на GitHub, а требует отдельной сборки. Если вам не подходит ни
один из готовых вариантов, читайте [документацию по сборке][5].


## Лицензия

Highlight.js распространяется под лицензией BSD. Подробнее читайте файл
[LICENSE][10].


## Ссылки

Официальный сайт билиотеки расположен по адресу <https://highlightjs.org/>.

Более подробная документация по API и другим темам расположена на
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Авторы и контрибьютора перечислена в файле [AUTHORS.ru.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.ru.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! jQuery v1.7.1 jquery.com | jquery.org/license */
(function(a,b){function cy(a){return f.isWindow(a)?a:a.nodeType===9?a.defaultView||a.parentWindow:!1}function cv(a){if(!ck[a]){var b=c.body,d=f("<"+a+">").appendTo(b),e=d.css("display");d.remove();if(e==="none"||e===""){cl||(cl=c.createElement("iframe"),cl.frameBorder=cl.width=cl.height=0),b.appendChild(cl);if(!cm||!cl.createElement)cm=(cl.contentWindow||cl.contentDocument).document,cm.write((c.compatMode==="CSS1Compat"?"<!doctype html>":"")+"<html><body>"),cm.close();d=cm.createElement(a),cm.body.appendChild(d),e=f.css(d,"display"),b.removeChild(cl)}ck[a]=e}return ck[a]}function cu(a,b){var c={};f.each(cq.concat.apply([],cq.slice(0,b)),function(){c[this]=a});return c}function ct(){cr=b}function cs(){setTimeout(ct,0);return cr=f.now()}function cj(){try{return new a.ActiveXObject("Microsoft.XMLHTTP")}catch(b){}}function ci(){try{return new a.XMLHttpRequest}catch(b){}}function cc(a,c){a.dataFilter&&(c=a.dataFilter(c,a.dataType));var d=a.dataTypes,e={},g,h,i=d.length,j,k=d[0],l,m,n,o,p;for(g=1;g<i;g++){if(g===1)for(h in a.converters)typeof h=="string"&&(e[h.toLowerCase()]=a.converters[h]);l=k,k=d[g];if(k==="*")k=l;else if(l!=="*"&&l!==k){m=l+" "+k,n=e[m]||e["* "+k];if(!n){p=b;for(o in e){j=o.split(" ");if(j[0]===l||j[0]==="*"){p=e[j[1]+" "+k];if(p){o=e[o],o===!0?n=p:p===!0&&(n=o);break}}}}!n&&!p&&f.error("No conversion from "+m.replace(" "," to ")),n!==!0&&(c=n?n(c):p(o(c)))}}return c}function cb(a,c,d){var e=a.contents,f=a.dataTypes,g=a.responseFields,h,i,j,k;for(i in g)i in d&&(c[g[i]]=d[i]);while(f[0]==="*")f.shift(),h===b&&(h=a.mimeType||c.getResponseHeader("content-type"));if(h)for(i in e)if(e[i]&&e[i].test(h)){f.unshift(i);break}if(f[0]in d)j=f[0];else{for(i in d){if(!f[0]||a.converters[i+" "+f[0]]){j=i;break}k||(k=i)}j=j||k}if(j){j!==f[0]&&f.unshift(j);return d[j]}}function ca(a,b,c,d){if(f.isArray(b))f.each(b,function(b,e){c||bE.test(a)?d(a,e):ca(a+"["+(typeof e=="object"||f.isArray(e)?b:"")+"]",e,c,d)});else if(!c&&b!=null&&typeof b=="object")for(var e in b)ca(a+"["+e+"]",b[e],c,d);else d(a,b)}function b_(a,c){var d,e,g=f.ajaxSettings.flatOptions||{};for(d in c)c[d]!==b&&((g[d]?a:e||(e={}))[d]=c[d]);e&&f.extend(!0,a,e)}function b$(a,c,d,e,f,g){f=f||c.dataTypes[0],g=g||{},g[f]=!0;var h=a[f],i=0,j=h?h.length:0,k=a===bT,l;for(;i<j&&(k||!l);i++)l=h[i](c,d,e),typeof l=="string"&&(!k||g[l]?l=b:(c.dataTypes.unshift(l),l=b$(a,c,d,e,l,g)));(k||!l)&&!g["*"]&&(l=b$(a,c,d,e,"*",g));return l}function bZ(a){return function(b,c){typeof b!="string"&&(c=b,b="*");if(f.isFunction(c)){var d=b.toLowerCase().split(bP),e=0,g=d.length,h,i,j;for(;e<g;e++)h=d[e],j=/^\+/.test(h),j&&(h=h.substr(1)||"*"),i=a[h]=a[h]||[],i[j?"unshift":"push"](c)}}}function bC(a,b,c){var d=b==="width"?a.offsetWidth:a.offsetHeight,e=b==="width"?bx:by,g=0,h=e.length;if(d>0){if(c!=="border")for(;g<h;g++)c||(d-=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0),c==="margin"?d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0:d-=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0;return d+"px"}d=bz(a,b,b);if(d<0||d==null)d=a.style[b]||0;d=parseFloat(d)||0;if(c)for(;g<h;g++)d+=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0,c!=="padding"&&(d+=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0),c==="margin"&&(d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0);return d+"px"}function bp(a,b){b.src?f.ajax({url:b.src,async:!1,dataType:"script"}):f.globalEval((b.text||b.textContent||b.innerHTML||"").replace(bf,"/*$0*/")),b.parentNode&&b.parentNode.removeChild(b)}function bo(a){var b=c.createElement("div");bh.appendChild(b),b.innerHTML=a.outerHTML;return b.firstChild}function bn(a){var b=(a.nodeName||"").toLowerCase();b==="input"?bm(a):b!=="script"&&typeof a.getElementsByTagName!="undefined"&&f.grep(a.getElementsByTagName("input"),bm)}function bm(a){if(a.type==="checkbox"||a.type==="radio")a.defaultChecked=a.checked}function bl(a){return typeof a.getElementsByTagName!="undefined"?a.getElementsByTagName("*"):typeof a.querySelectorAll!="undefined"?a.querySelectorAll("*"):[]}function bk(a,b){var c;if(b.nodeType===1){b.clearAttributes&&b.clearAttributes(),b.mergeAttributes&&b.mergeAttributes(a),c=b.nodeName.toLowerCase();if(c==="object")b.outerHTML=a.outerHTML;else if(c!=="input"||a.type!=="checkbox"&&a.type!=="radio"){if(c==="option")b.selected=a.defaultSelected;else if(c==="input"||c==="textarea")b.defaultValue=a.defaultValue}else a.checked&&(b.defaultChecked=b.checked=a.checked),b.value!==a.value&&(b.value=a.value);b.removeAttribute(f.expando)}}function bj(a,b){if(b.nodeType===1&&!!f.hasData(a)){var c,d,e,g=f._data(a),h=f._data(b,g),i=g.events;if(i){delete h.handle,h.events={};for(c in i)for(d=0,e=i[c].length;d<e;d++)f.event.add(b,c+(i[c][d].namespace?".":"")+i[c][d].namespace,i[c][d],i[c][d].data)}h.data&&(h.data=f.extend({},h.data))}}function bi(a,b){return f.nodeName(a,"table")?a.getElementsByTagName("tbody")[0]||a.appendChild(a.ownerDocument.createElement("tbody")):a}function U(a){var b=V.split("|"),c=a.createDocumentFragment();if(c.createElement)while(b.length)c.createElement(b.pop());return c}function T(a,b,c){b=b||0;if(f.isFunction(b))return f.grep(a,function(a,d){var e=!!b.call(a,d,a);return e===c});if(b.nodeType)return f.grep(a,function(a,d){return a===b===c});if(typeof b=="string"){var d=f.grep(a,function(a){return a.nodeType===1});if(O.test(b))return f.filter(b,d,!c);b=f.filter(b,d)}return f.grep(a,function(a,d){return f.inArray(a,b)>=0===c})}function S(a){return!a||!a.parentNode||a.parentNode.nodeType===11}function K(){return!0}function J(){return!1}function n(a,b,c){var d=b+"defer",e=b+"queue",g=b+"mark",h=f._data(a,d);h&&(c==="queue"||!f._data(a,e))&&(c==="mark"||!f._data(a,g))&&setTimeout(function(){!f._data(a,e)&&!f._data(a,g)&&(f.removeData(a,d,!0),h.fire())},0)}function m(a){for(var b in a){if(b==="data"&&f.isEmptyObject(a[b]))continue;if(b!=="toJSON")return!1}return!0}function l(a,c,d){if(d===b&&a.nodeType===1){var e="data-"+c.replace(k,"-$1").toLowerCase();d=a.getAttribute(e);if(typeof d=="string"){try{d=d==="true"?!0:d==="false"?!1:d==="null"?null:f.isNumeric(d)?parseFloat(d):j.test(d)?f.parseJSON(d):d}catch(g){}f.data(a,c,d)}else d=b}return d}function h(a){var b=g[a]={},c,d;a=a.split(/\s+/);for(c=0,d=a.length;c<d;c++)b[a[c]]=!0;return b}var c=a.document,d=a.navigator,e=a.location,f=function(){function J(){if(!e.isReady){try{c.documentElement.doScroll("left")}catch(a){setTimeout(J,1);return}e.ready()}}var e=function(a,b){return new e.fn.init(a,b,h)},f=a.jQuery,g=a.$,h,i=/^(?:[^#<]*(<[\w\W]+>)[^>]*$|#([\w\-]*)$)/,j=/\S/,k=/^\s+/,l=/\s+$/,m=/^<(\w+)\s*\/?>(?:<\/\1>)?$/,n=/^[\],:{}\s]*$/,o=/\\(?:["\\\/bfnrt]|u[0-9a-fA-F]{4})/g,p=/"[^"\\\n\r]*"|true|false|null|-?\d+(?:\.\d*)?(?:[eE][+\-]?\d+)?/g,q=/(?:^|:|,)(?:\s*\[)+/g,r=/(webkit)[ \/]([\w.]+)/,s=/(opera)(?:.*version)?[ \/]([\w.]+)/,t=/(msie) ([\w.]+)/,u=/(mozilla)(?:.*? rv:([\w.]+))?/,v=/-([a-z]|[0-9])/ig,w=/^-ms-/,x=function(a,b){return(b+"").toUpperCase()},y=d.userAgent,z,A,B,C=Object.prototype.toString,D=Object.prototype.hasOwnProperty,E=Array.prototype.push,F=Array.prototype.slice,G=String.prototype.trim,H=Array.prototype.indexOf,I={};e.fn=e.prototype={constructor:e,init:function(a,d,f){var g,h,j,k;if(!a)return this;if(a.nodeType){this.context=this[0]=a,this.length=1;return this}if(a==="body"&&!d&&c.body){this.context=c,this[0]=c.body,this.selector=a,this.length=1;return this}if(typeof a=="string"){a.charAt(0)!=="<"||a.charAt(a.length-1)!==">"||a.length<3?g=i.exec(a):g=[null,a,null];if(g&&(g[1]||!d)){if(g[1]){d=d instanceof e?d[0]:d,k=d?d.ownerDocument||d:c,j=m.exec(a),j?e.isPlainObject(d)?(a=[c.createElement(j[1])],e.fn.attr.call(a,d,!0)):a=[k.createElement(j[1])]:(j=e.buildFragment([g[1]],[k]),a=(j.cacheable?e.clone(j.fragment):j.fragment).childNodes);return e.merge(this,a)}h=c.getElementById(g[2]);if(h&&h.parentNode){if(h.id!==g[2])return f.find(a);this.length=1,this[0]=h}this.context=c,this.selector=a;return this}return!d||d.jquery?(d||f).find(a):this.constructor(d).find(a)}if(e.isFunction(a))return f.ready(a);a.selector!==b&&(this.selector=a.selector,this.context=a.context);return e.makeArray(a,this)},selector:"",jquery:"1.7.1",length:0,size:function(){return this.length},toArray:function(){return F.call(this,0)},get:function(a){return a==null?this.toArray():a<0?this[this.length+a]:this[a]},pushStack:function(a,b,c){var d=this.constructor();e.isArray(a)?E.apply(d,a):e.merge(d,a),d.prevObject=this,d.context=this.context,b==="find"?d.selector=this.selector+(this.selector?" ":"")+c:b&&(d.selector=this.selector+"."+b+"("+c+")");return d},each:function(a,b){return e.each(this,a,b)},ready:function(a){e.bindReady(),A.add(a);return this},eq:function(a){a=+a;return a===-1?this.slice(a):this.slice(a,a+1)},first:function(){return this.eq(0)},last:function(){return this.eq(-1)},slice:function(){return this.pushStack(F.apply(this,arguments),"slice",F.call(arguments).join(","))},map:function(a){return this.pushStack(e.map(this,function(b,c){return a.call(b,c,b)}))},end:function(){return this.prevObject||this.constructor(null)},push:E,sort:[].sort,splice:[].splice},e.fn.init.prototype=e.fn,e.extend=e.fn.extend=function(){var a,c,d,f,g,h,i=arguments[0]||{},j=1,k=arguments.length,l=!1;typeof i=="boolean"&&(l=i,i=arguments[1]||{},j=2),typeof i!="object"&&!e.isFunction(i)&&(i={}),k===j&&(i=this,--j);for(;j<k;j++)if((a=arguments[j])!=null)for(c in a){d=i[c],f=a[c];if(i===f)continue;l&&f&&(e.isPlainObject(f)||(g=e.isArray(f)))?(g?(g=!1,h=d&&e.isArray(d)?d:[]):h=d&&e.isPlainObject(d)?d:{},i[c]=e.extend(l,h,f)):f!==b&&(i[c]=f)}return i},e.extend({noConflict:function(b){a.$===e&&(a.$=g),b&&a.jQuery===e&&(a.jQuery=f);return e},isReady:!1,readyWait:1,holdReady:function(a){a?e.readyWait++:e.ready(!0)},ready:function(a){if(a===!0&&!--e.readyWait||a!==!0&&!e.isReady){if(!c.body)return setTimeout(e.ready,1);e.isReady=!0;if(a!==!0&&--e.readyWait>0)return;A.fireWith(c,[e]),e.fn.trigger&&e(c).trigger("ready").off("ready")}},bindReady:function(){if(!A){A=e.Callbacks("once memory");if(c.readyState==="complete")return setTimeout(e.ready,1);if(c.addEventListener)c.addEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),a.addEventListener("load",e.ready,!1);else if(c.attachEvent){c.attachEvent("onreadystatechange",B),a.attachEvent("onload",e.ready);var b=!1;try{b=a.frameElement==null}catch(d){}c.documentElement.doScroll&&b&&J()}}},isFunction:function(a){return e.type(a)==="function"},isArray:Array.isArray||function(a){return e.type(a)==="array"},isWindow:function(a){return a&&typeof a=="object"&&"setInterval"in a},isNumeric:function(a){return!isNaN(parseFloat(a))&&isFinite(a)},type:function(a){return a==null?String(a):I[C.call(a)]||"object"},isPlainObject:function(a){if(!a||e.type(a)!=="object"||a.nodeType||e.isWindow(a))return!1;try{if(a.constructor&&!D.call(a,"constructor")&&!D.call(a.constructor.prototype,"isPrototypeOf"))return!1}catch(c){return!1}var d;for(d in a);return d===b||D.call(a,d)},isEmptyObject:function(a){for(var b in a)return!1;return!0},error:function(a){throw new Error(a)},parseJSON:function(b){if(typeof b!="string"||!b)return null;b=e.trim(b);if(a.JSON&&a.JSON.parse)return a.JSON.parse(b);if(n.test(b.replace(o,"@").replace(p,"]").replace(q,"")))return(new Function("return "+b))();e.error("Invalid JSON: "+b)},parseXML:function(c){var d,f;try{a.DOMParser?(f=new DOMParser,d=f.parseFromString(c,"text/xml")):(d=new ActiveXObject("Microsoft.XMLDOM"),d.async="false",d.loadXML(c))}catch(g){d=b}(!d||!d.documentElement||d.getElementsByTagName("parsererror").length)&&e.error("Invalid XML: "+c);return d},noop:function(){},globalEval:function(b){b&&j.test(b)&&(a.execScript||function(b){a.eval.call(a,b)})(b)},camelCase:function(a){return a.replace(w,"ms-").replace(v,x)},nodeName:function(a,b){return a.nodeName&&a.nodeName.toUpperCase()===b.toUpperCase()},each:function(a,c,d){var f,g=0,h=a.length,i=h===b||e.isFunction(a);if(d){if(i){for(f in a)if(c.apply(a[f],d)===!1)break}else for(;g<h;)if(c.apply(a[g++],d)===!1)break}else if(i){for(f in a)if(c.call(a[f],f,a[f])===!1)break}else for(;g<h;)if(c.call(a[g],g,a[g++])===!1)break;return a},trim:G?function(a){return a==null?"":G.call(a)}:function(a){return a==null?"":(a+"").replace(k,"").replace(l,"")},makeArray:function(a,b){var c=b||[];if(a!=null){var d=e.type(a);a.length==null||d==="string"||d==="function"||d==="regexp"||e.isWindow(a)?E.call(c,a):e.merge(c,a)}return c},inArray:function(a,b,c){var d;if(b){if(H)return H.call(b,a,c);d=b.length,c=c?c<0?Math.max(0,d+c):c:0;for(;c<d;c++)if(c in b&&b[c]===a)return c}return-1},merge:function(a,c){var d=a.length,e=0;if(typeof c.length=="number")for(var f=c.length;e<f;e++)a[d++]=c[e];else while(c[e]!==b)a[d++]=c[e++];a.length=d;return a},grep:function(a,b,c){var d=[],e;c=!!c;for(var f=0,g=a.length;f<g;f++)e=!!b(a[f],f),c!==e&&d.push(a[f]);return d},map:function(a,c,d){var f,g,h=[],i=0,j=a.length,k=a instanceof e||j!==b&&typeof j=="number"&&(j>0&&a[0]&&a[j-1]||j===0||e.isArray(a));if(k)for(;i<j;i++)f=c(a[i],i,d),f!=null&&(h[h.length]=f);else for(g in a)f=c(a[g],g,d),f!=null&&(h[h.length]=f);return h.concat.apply([],h)},guid:1,proxy:function(a,c){if(typeof c=="string"){var d=a[c];c=a,a=d}if(!e.isFunction(a))return b;var f=F.call(arguments,2),g=function(){return a.apply(c,f.concat(F.call(arguments)))};g.guid=a.guid=a.guid||g.guid||e.guid++;return g},access:function(a,c,d,f,g,h){var i=a.length;if(typeof c=="object"){for(var j in c)e.access(a,j,c[j],f,g,d);return a}if(d!==b){f=!h&&f&&e.isFunction(d);for(var k=0;k<i;k++)g(a[k],c,f?d.call(a[k],k,g(a[k],c)):d,h);return a}return i?g(a[0],c):b},now:function(){return(new Date).getTime()},uaMatch:function(a){a=a.toLowerCase();var b=r.exec(a)||s.exec(a)||t.exec(a)||a.indexOf("compatible")<0&&u.exec(a)||[];return{browser:b[1]||"",version:b[2]||"0"}},sub:function(){function a(b,c){return new a.fn.init(b,c)}e.extend(!0,a,this),a.superclass=this,a.fn=a.prototype=this(),a.fn.constructor=a,a.sub=this.sub,a.fn.init=function(d,f){f&&f instanceof e&&!(f instanceof a)&&(f=a(f));return e.fn.init.call(this,d,f,b)},a.fn.init.prototype=a.fn;var b=a(c);return a},browser:{}}),e.each("Boolean Number String Function Array Date RegExp Object".split(" "),function(a,b){I["[object "+b+"]"]=b.toLowerCase()}),z=e.uaMatch(y),z.browser&&(e.browser[z.browser]=!0,e.browser.version=z.version),e.browser.webkit&&(e.browser.safari=!0),j.test(" ")&&(k=/^[\s\xA0]+/,l=/[\s\xA0]+$/),h=e(c),c.addEventListener?B=function(){c.removeEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),e.ready()}:c.attachEvent&&(B=function(){c.readyState==="complete"&&(c.detachEvent("onreadystatechange",B),e.ready())});return e}(),g={};f.Callbacks=function(a){a=a?g[a]||h(a):{};var c=[],d=[],e,i,j,k,l,m=function(b){var d,e,g,h,i;for(d=0,e=b.length;d<e;d++)g=b[d],h=f.type(g),h==="array"?m(g):h==="function"&&(!a.unique||!o.has(g))&&c.push(g)},n=function(b,f){f=f||[],e=!a.memory||[b,f],i=!0,l=j||0,j=0,k=c.length;for(;c&&l<k;l++)if(c[l].apply(b,f)===!1&&a.stopOnFalse){e=!0;break}i=!1,c&&(a.once?e===!0?o.disable():c=[]:d&&d.length&&(e=d.shift(),o.fireWith(e[0],e[1])))},o={add:function(){if(c){var a=c.length;m(arguments),i?k=c.length:e&&e!==!0&&(j=a,n(e[0],e[1]))}return this},remove:function(){if(c){var b=arguments,d=0,e=b.length;for(;d<e;d++)for(var f=0;f<c.length;f++)if(b[d]===c[f]){i&&f<=k&&(k--,f<=l&&l--),c.splice(f--,1);if(a.unique)break}}return this},has:function(a){if(c){var b=0,d=c.length;for(;b<d;b++)if(a===c[b])return!0}return!1},empty:function(){c=[];return this},disable:function(){c=d=e=b;return this},disabled:function(){return!c},lock:function(){d=b,(!e||e===!0)&&o.disable();return this},locked:function(){return!d},fireWith:function(b,c){d&&(i?a.once||d.push([b,c]):(!a.once||!e)&&n(b,c));return this},fire:function(){o.fireWith(this,arguments);return this},fired:function(){return!!e}};return o};var i=[].slice;f.extend({Deferred:function(a){var b=f.Callbacks("once memory"),c=f.Callbacks("once memory"),d=f.Callbacks("memory"),e="pending",g={resolve:b,reject:c,notify:d},h={done:b.add,fail:c.add,progress:d.add,state:function(){return e},isResolved:b.fired,isRejected:c.fired,then:function(a,b,c){i.done(a).fail(b).progress(c);return this},always:function(){i.done.apply(i,arguments).fail.apply(i,arguments);return this},pipe:function(a,b,c){return f.Deferred(function(d){f.each({done:[a,"resolve"],fail:[b,"reject"],progress:[c,"notify"]},function(a,b){var c=b[0],e=b[1],g;f.isFunction(c)?i[a](function(){g=c.apply(this,arguments),g&&f.isFunction(g.promise)?g.promise().then(d.resolve,d.reject,d.notify):d[e+"With"](this===i?d:this,[g])}):i[a](d[e])})}).promise()},promise:function(a){if(a==null)a=h;else for(var b in h)a[b]=h[b];return a}},i=h.promise({}),j;for(j in g)i[j]=g[j].fire,i[j+"With"]=g[j].fireWith;i.done(function(){e="resolved"},c.disable,d.lock).fail(function(){e="rejected"},b.disable,d.lock),a&&a.call(i,i);return i},when:function(a){function m(a){return function(b){e[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):b,j.notifyWith(k,e)}}function l(a){return function(c){b[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):c,--g||j.resolveWith(j,b)}}var b=i.call(arguments,0),c=0,d=b.length,e=Array(d),g=d,h=d,j=d<=1&&a&&f.isFunction(a.promise)?a:f.Deferred(),k=j.promise();if(d>1){for(;c<d;c++)b[c]&&b[c].promise&&f.isFunction(b[c].promise)?b[c].promise().then(l(c),j.reject,m(c)):--g;g||j.resolveWith(j,b)}else j!==a&&j.resolveWith(j,d?[a]:[]);return k}}),f.support=function(){var b,d,e,g,h,i,j,k,l,m,n,o,p,q=c.createElement("div"),r=c.documentElement;q.setAttribute("className","t"),q.innerHTML="   <link/><table></table><a href='/a' style='top:1px;float:left;opacity:.55;'>a</a><input type='checkbox'/>",d=q.getElementsByTagName("*"),e=q.getElementsByTagName("a")[0];if(!d||!d.length||!e)return{};g=c.createElement("select"),h=g.appendChild(c.createElement("option")),i=q.getElementsByTagName("input")[0],b={leadingWhitespace:q.firstChild.nodeType===3,tbody:!q.getElementsByTagName("tbody").length,htmlSerialize:!!q.getElementsByTagName("link").length,style:/top/.test(e.getAttribute("style")),hrefNormalized:e.getAttribute("href")==="/a",opacity:/^0.55/.test(e.style.opacity),cssFloat:!!e.style.cssFloat,checkOn:i.value==="on",optSelected:h.selected,getSetAttribute:q.className!=="t",enctype:!!c.createElement("form").enctype,html5Clone:c.createElement("nav").cloneNode(!0).outerHTML!=="<:nav></:nav>",submitBubbles:!0,changeBubbles:!0,focusinBubbles:!1,deleteExpando:!0,noCloneEvent:!0,inlineBlockNeedsLayout:!1,shrinkWrapBlocks:!1,reliableMarginRight:!0},i.checked=!0,b.noCloneChecked=i.cloneNode(!0).checked,g.disabled=!0,b.optDisabled=!h.disabled;try{delete q.test}catch(s){b.deleteExpando=!1}!q.addEventListener&&q.attachEvent&&q.fireEvent&&(q.attachEvent("onclick",function(){b.noCloneEvent=!1}),q.cloneNode(!0).fireEvent("onclick")),i=c.createElement("input"),i.value="t",i.setAttribute("type","radio"),b.radioValue=i.value==="t",i.setAttribute("checked","checked"),q.appendChild(i),k=c.createDocumentFragment(),k.appendChild(q.lastChild),b.checkClone=k.cloneNode(!0).cloneNode(!0).lastChild.checked,b.appendChecked=i.checked,k.removeChild(i),k.appendChild(q),q.innerHTML="",a.getComputedStyle&&(j=c.createElement("div"),j.style.width="0",j.style.marginRight="0",q.style.width="2px",q.appendChild(j),b.reliableMarginRight=(parseInt((a.getComputedStyle(j,null)||{marginRight:0}).marginRight,10)||0)===0);if(q.attachEvent)for(o in{submit:1,change:1,focusin:1})n="on"+o,p=n in q,p||(q.setAttribute(n,"return;"),p=typeof q[n]=="function"),b[o+"Bubbles"]=p;k.removeChild(q),k=g=h=j=q=i=null,f(function(){var a,d,e,g,h,i,j,k,m,n,o,r=c.getElementsByTagName("body")[0];!r||(j=1,k="position:absolute;top:0;left:0;width:1px;height:1px;margin:0;",m="visibility:hidden;border:0;",n="style='"+k+"border:5px solid #000;padding:0;'",o="<div "+n+"><div></div></div>"+"<table "+n+" cellpadding='0' cellspacing='0'>"+"<tr><td></td></tr></table>",a=c.createElement("div"),a.style.cssText=m+"width:0;height:0;position:static;top:0;margin-top:"+j+"px",r.insertBefore(a,r.firstChild),q=c.createElement("div"),a.appendChild(q),q.innerHTML="<table><tr><td style='padding:0;border:0;display:none'></td><td>t</td></tr></table>",l=q.getElementsByTagName("td"),p=l[0].offsetHeight===0,l[0].style.display="",l[1].style.display="none",b.reliableHiddenOffsets=p&&l[0].offsetHeight===0,q.innerHTML="",q.style.width=q.style.paddingLeft="1px",f.boxModel=b.boxModel=q.offsetWidth===2,typeof q.style.zoom!="undefined"&&(q.style.display="inline",q.style.zoom=1,b.inlineBlockNeedsLayout=q.offsetWidth===2,q.style.display="",q.innerHTML="<div style='width:4px;'></div>",b.shrinkWrapBlocks=q.offsetWidth!==2),q.style.cssText=k+m,q.innerHTML=o,d=q.firstChild,e=d.firstChild,h=d.nextSibling.firstChild.firstChild,i={doesNotAddBorder:e.offsetTop!==5,doesAddBorderForTableAndCells:h.offsetTop===5},e.style.position="fixed",e.style.top="20px",i.fixedPosition=e.offsetTop===20||e.offsetTop===15,e.style.position=e.style.top="",d.style.overflow="hidden",d.style.position="relative",i.subtractsBorderForOverflowNotVisible=e.offsetTop===-5,i.doesNotIncludeMarginInBodyOffset=r.offsetTop!==j,r.removeChild(a),q=a=null,f.extend(b,i))});return b}();var j=/^(?:\{.*\}|\[.*\])$/,k=/([A-Z])/g;f.extend({cache:{},uuid:0,expando:"jQuery"+(f.fn.jquery+Math.random()).replace(/\D/g,""),noData:{embed:!0,object:"clsid:D27CDB6E-AE6D-11cf-96B8-444553540000",applet:!0},hasData:function(a){a=a.nodeType?f.cache[a[f.expando]]:a[f.expando];return!!a&&!m(a)},data:function(a,c,d,e){if(!!f.acceptData(a)){var g,h,i,j=f.expando,k=typeof c=="string",l=a.nodeType,m=l?f.cache:a,n=l?a[j]:a[j]&&j,o=c==="events";if((!n||!m[n]||!o&&!e&&!m[n].data)&&k&&d===b)return;n||(l?a[j]=n=++f.uuid:n=j),m[n]||(m[n]={},l||(m[n].toJSON=f.noop));if(typeof c=="object"||typeof c=="function")e?m[n]=f.extend(m[n],c):m[n].data=f.extend(m[n].data,c);g=h=m[n],e||(h.data||(h.data={}),h=h.data),d!==b&&(h[f.camelCase(c)]=d);if(o&&!h[c])return g.events;k?(i=h[c],i==null&&(i=h[f.camelCase(c)])):i=h;return i}},removeData:function(a,b,c){if(!!f.acceptData(a)){var d,e,g,h=f.expando,i=a.nodeType,j=i?f.cache:a,k=i?a[h]:h;if(!j[k])return;if(b){d=c?j[k]:j[k].data;if(d){f.isArray(b)||(b in d?b=[b]:(b=f.camelCase(b),b in d?b=[b]:b=b.split(" ")));for(e=0,g=b.length;e<g;e++)delete d[b[e]];if(!(c?m:f.isEmptyObject)(d))return}}if(!c){delete j[k].data;if(!m(j[k]))return}f.support.deleteExpando||!j.setInterval?delete j[k]:j[k]=null,i&&(f.support.deleteExpando?delete a[h]:a.removeAttribute?a.removeAttribute(h):a[h]=null)}},_data:function(a,b,c){return f.data(a,b,c,!0)},acceptData:function(a){if(a.nodeName){var b=f.noData[a.nodeName.toLowerCase()];if(b)return b!==!0&&a.getAttribute("classid")===b}return!0}}),f.fn.extend({data:function(a,c){var d,e,g,h=null;if(typeof a=="undefined"){if(this.length){h=f.data(this[0]);if(this[0].nodeType===1&&!f._data(this[0],"parsedAttrs")){e=this[0].attributes;for(var i=0,j=e.length;i<j;i++)g=e[i].name,g.indexOf("data-")===0&&(g=f.camelCase(g.substring(5)),l(this[0],g,h[g]));f._data(this[0],"parsedAttrs",!0)}}return h}if(typeof a=="object")return this.each(function(){f.data(this,a)});d=a.split("."),d[1]=d[1]?"."+d[1]:"";if(c===b){h=this.triggerHandler("getData"+d[1]+"!",[d[0]]),h===b&&this.length&&(h=f.data(this[0],a),h=l(this[0],a,h));return h===b&&d[1]?this.data(d[0]):h}return this.each(function(){var b=f(this),e=[d[0],c];b.triggerHandler("setData"+d[1]+"!",e),f.data(this,a,c),b.triggerHandler("changeData"+d[1]+"!",e)})},removeData:function(a){return this.each(function(){f.removeData(this,a)})}}),f.extend({_mark:function(a,b){a&&(b=(b||"fx")+"mark",f._data(a,b,(f._data(a,b)||0)+1))},_unmark:function(a,b,c){a!==!0&&(c=b,b=a,a=!1);if(b){c=c||"fx";var d=c+"mark",e=a?0:(f._data(b,d)||1)-1;e?f._data(b,d,e):(f.removeData(b,d,!0),n(b,c,"mark"))}},queue:function(a,b,c){var d;if(a){b=(b||"fx")+"queue",d=f._data(a,b),c&&(!d||f.isArray(c)?d=f._data(a,b,f.makeArray(c)):d.push(c));return d||[]}},dequeue:function(a,b){b=b||"fx";var c=f.queue(a,b),d=c.shift(),e={};d==="inprogress"&&(d=c.shift()),d&&(b==="fx"&&c.unshift("inprogress"),f._data(a,b+".run",e),d.call(a,function(){f.dequeue(a,b)},e)),c.length||(f.removeData(a,b+"queue "+b+".run",!0),n(a,b,"queue"))}}),f.fn.extend({queue:function(a,c){typeof a!="string"&&(c=a,a="fx");if(c===b)return f.queue(this[0],a);return this.each(function(){var b=f.queue(this,a,c);a==="fx"&&b[0]!=="inprogress"&&f.dequeue(this,a)})},dequeue:function(a){return this.each(function(){f.dequeue(this,a)})},delay:function(a,b){a=f.fx?f.fx.speeds[a]||a:a,b=b||"fx";return this.queue(b,function(b,c){var d=setTimeout(b,a);c.stop=function(){clearTimeout(d)}})},clearQueue:function(a){return this.queue(a||"fx",[])},promise:function(a,c){function m(){--h||d.resolveWith(e,[e])}typeof a!="string"&&(c=a,a=b),a=a||"fx";var d=f.Deferred(),e=this,g=e.length,h=1,i=a+"defer",j=a+"queue",k=a+"mark",l;while(g--)if(l=f.data(e[g],i,b,!0)||(f.data(e[g],j,b,!0)||f.data(e[g],k,b,!0))&&f.data(e[g],i,f.Callbacks("once memory"),!0))h++,l.add(m);m();return d.promise()}});var o=/[\n\t\r]/g,p=/\s+/,q=/\r/g,r=/^(?:button|input)$/i,s=/^(?:button|input|object|select|textarea)$/i,t=/^a(?:rea)?$/i,u=/^(?:autofocus|autoplay|async|checked|controls|defer|disabled|hidden|loop|multiple|open|readonly|required|scoped|selected)$/i,v=f.support.getSetAttribute,w,x,y;f.fn.extend({attr:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.attr)},removeAttr:function(a){return this.each(function(){f.removeAttr(this,a)})},prop:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.prop)},removeProp:function(a){a=f.propFix[a]||a;return this.each(function(){try{this[a]=b,delete this[a]}catch(c){}})},addClass:function(a){var b,c,d,e,g,h,i;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).addClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"){b=a.split(p);for(c=0,d=this.length;c<d;c++){e=this[c];if(e.nodeType===1)if(!e.className&&b.length===1)e.className=a;else{g=" "+e.className+" ";for(h=0,i=b.length;h<i;h++)~g.indexOf(" "+b[h]+" ")||(g+=b[h]+" ");e.className=f.trim(g)}}}return this},removeClass:function(a){var c,d,e,g,h,i,j;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).removeClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"||a===b){c=(a||"").split(p);for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];if(g.nodeType===1&&g.className)if(a){h=(" "+g.className+" ").replace(o," ");for(i=0,j=c.length;i<j;i++)h=h.replace(" "+c[i]+" "," ");g.className=f.trim(h)}else g.className=""}}return this},toggleClass:function(a,b){var c=typeof a,d=typeof b=="boolean";if(f.isFunction(a))return this.each(function(c){f(this).toggleClass(a.call(this,c,this.className,b),b)});return this.each(function(){if(c==="string"){var e,g=0,h=f(this),i=b,j=a.split(p);while(e=j[g++])i=d?i:!h.hasClass(e),h[i?"addClass":"removeClass"](e)}else if(c==="undefined"||c==="boolean")this.className&&f._data(this,"__className__",this.className),this.className=this.className||a===!1?"":f._data(this,"__className__")||""})},hasClass:function(a){var b=" "+a+" ",c=0,d=this.length;for(;c<d;c++)if(this[c].nodeType===1&&(" "+this[c].className+" ").replace(o," ").indexOf(b)>-1)return!0;return!1},val:function(a){var c,d,e,g=this[0];{if(!!arguments.length){e=f.isFunction(a);return this.each(function(d){var g=f(this),h;if(this.nodeType===1){e?h=a.call(this,d,g.val()):h=a,h==null?h="":typeof h=="number"?h+="":f.isArray(h)&&(h=f.map(h,function(a){return a==null?"":a+""})),c=f.valHooks[this.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[this.type];if(!c||!("set"in c)||c.set(this,h,"value")===b)this.value=h}})}if(g){c=f.valHooks[g.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[g.type];if(c&&"get"in c&&(d=c.get(g,"value"))!==b)return d;d=g.value;return typeof d=="string"?d.replace(q,""):d==null?"":d}}}}),f.extend({valHooks:{option:{get:function(a){var b=a.attributes.value;return!b||b.specified?a.value:a.text}},select:{get:function(a){var b,c,d,e,g=a.selectedIndex,h=[],i=a.options,j=a.type==="select-one";if(g<0)return null;c=j?g:0,d=j?g+1:i.length;for(;c<d;c++){e=i[c];if(e.selected&&(f.support.optDisabled?!e.disabled:e.getAttribute("disabled")===null)&&(!e.parentNode.disabled||!f.nodeName(e.parentNode,"optgroup"))){b=f(e).val();if(j)return b;h.push(b)}}if(j&&!h.length&&i.length)return f(i[g]).val();return h},set:function(a,b){var c=f.makeArray(b);f(a).find("option").each(function(){this.selected=f.inArray(f(this).val(),c)>=0}),c.length||(a.selectedIndex=-1);return c}}},attrFn:{val:!0,css:!0,html:!0,text:!0,data:!0,width:!0,height:!0,offset:!0},attr:function(a,c,d,e){var g,h,i,j=a.nodeType;if(!!a&&j!==3&&j!==8&&j!==2){if(e&&c in f.attrFn)return f(a)[c](d);if(typeof a.getAttribute=="undefined")return f.prop(a,c,d);i=j!==1||!f.isXMLDoc(a),i&&(c=c.toLowerCase(),h=f.attrHooks[c]||(u.test(c)?x:w));if(d!==b){if(d===null){f.removeAttr(a,c);return}if(h&&"set"in h&&i&&(g=h.set(a,d,c))!==b)return g;a.setAttribute(c,""+d);return d}if(h&&"get"in h&&i&&(g=h.get(a,c))!==null)return g;g=a.getAttribute(c);return g===null?b:g}},removeAttr:function(a,b){var c,d,e,g,h=0;if(b&&a.nodeType===1){d=b.toLowerCase().split(p),g=d.length;for(;h<g;h++)e=d[h],e&&(c=f.propFix[e]||e,f.attr(a,e,""),a.removeAttribute(v?e:c),u.test(e)&&c in a&&(a[c]=!1))}},attrHooks:{type:{set:function(a,b){if(r.test(a.nodeName)&&a.parentNode)f.error("type property can't be changed");else if(!f.support.radioValue&&b==="radio"&&f.nodeName(a,"input")){var c=a.value;a.setAttribute("type",b),c&&(a.value=c);return b}}},value:{get:function(a,b){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.get(a,b);return b in a?a.value:null},set:function(a,b,c){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.set(a,b,c);a.value=b}}},propFix:{tabindex:"tabIndex",readonly:"readOnly","for":"htmlFor","class":"className",maxlength:"maxLength",cellspacing:"cellSpacing",cellpadding:"cellPadding",rowspan:"rowSpan",colspan:"colSpan",usemap:"useMap",frameborder:"frameBorder",contenteditable:"contentEditable"},prop:function(a,c,d){var e,g,h,i=a.nodeType;if(!!a&&i!==3&&i!==8&&i!==2){h=i!==1||!f.isXMLDoc(a),h&&(c=f.propFix[c]||c,g=f.propHooks[c]);return d!==b?g&&"set"in g&&(e=g.set(a,d,c))!==b?e:a[c]=d:g&&"get"in g&&(e=g.get(a,c))!==null?e:a[c]}},propHooks:{tabIndex:{get:function(a){var c=a.getAttributeNode("tabindex");return c&&c.specified?parseInt(c.value,10):s.test(a.nodeName)||t.test(a.nodeName)&&a.href?0:b}}}}),f.attrHooks.tabindex=f.propHooks.tabIndex,x={get:function(a,c){var d,e=f.prop(a,c);return e===!0||typeof e!="boolean"&&(d=a.getAttributeNode(c))&&d.nodeValue!==!1?c.toLowerCase():b},set:function(a,b,c){var d;b===!1?f.removeAttr(a,c):(d=f.propFix[c]||c,d in a&&(a[d]=!0),a.setAttribute(c,c.toLowerCase()));return c}},v||(y={name:!0,id:!0},w=f.valHooks.button={get:function(a,c){var d;d=a.getAttributeNode(c);return d&&(y[c]?d.nodeValue!=="":d.specified)?d.nodeValue:b},set:function(a,b,d){var e=a.getAttributeNode(d);e||(e=c.createAttribute(d),a.setAttributeNode(e));return e.nodeValue=b+""}},f.attrHooks.tabindex.set=w.set,f.each(["width","height"],function(a,b){f.attrHooks[b]=f.extend(f.attrHooks[b],{set:function(a,c){if(c===""){a.setAttribute(b,"auto");return c}}})}),f.attrHooks.contenteditable={get:w.get,set:function(a,b,c){b===""&&(b="false"),w.set(a,b,c)}}),f.support.hrefNormalized||f.each(["href","src","width","height"],function(a,c){f.attrHooks[c]=f.extend(f.attrHooks[c],{get:function(a){var d=a.getAttribute(c,2);return d===null?b:d}})}),f.support.style||(f.attrHooks.style={get:function(a){return a.style.cssText.toLowerCase()||b},set:function(a,b){return a.style.cssText=""+b}}),f.support.optSelected||(f.propHooks.selected=f.extend(f.propHooks.selected,{get:function(a){var b=a.parentNode;b&&(b.selectedIndex,b.parentNode&&b.parentNode.selectedIndex);return null}})),f.support.enctype||(f.propFix.enctype="encoding"),f.support.checkOn||f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]={get:function(a){return a.getAttribute("value")===null?"on":a.value}}}),f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]=f.extend(f.valHooks[this],{set:function(a,b){if(f.isArray(b))return a.checked=f.inArray(f(a).val(),b)>=0}})});var z=/^(?:textarea|input|select)$/i,A=/^([^\.]*)?(?:\.(.+))?$/,B=/\bhover(\.\S+)?\b/,C=/^key/,D=/^(?:mouse|contextmenu)|click/,E=/^(?:focusinfocus|focusoutblur)$/,F=/^(\w*)(?:#([\w\-]+))?(?:\.([\w\-]+))?$/,G=function(a){var b=F.exec(a);b&&(b[1]=(b[1]||"").toLowerCase(),b[3]=b[3]&&new RegExp("(?:^|\\s)"+b[3]+"(?:\\s|$)"));return b},H=function(a,b){var c=a.attributes||{};return(!b[1]||a.nodeName.toLowerCase()===b[1])&&(!b[2]||(c.id||{}).value===b[2])&&(!b[3]||b[3].test((c["class"]||{}).value))},I=function(a){return f.event.special.hover?a:a.replace(B,"mouseenter$1 mouseleave$1")};
f.event={add:function(a,c,d,e,g){var h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!(a.nodeType===3||a.nodeType===8||!c||!d||!(h=f._data(a)))){d.handler&&(p=d,d=p.handler),d.guid||(d.guid=f.guid++),j=h.events,j||(h.events=j={}),i=h.handle,i||(h.handle=i=function(a){return typeof f!="undefined"&&(!a||f.event.triggered!==a.type)?f.event.dispatch.apply(i.elem,arguments):b},i.elem=a),c=f.trim(I(c)).split(" ");for(k=0;k<c.length;k++){l=A.exec(c[k])||[],m=l[1],n=(l[2]||"").split(".").sort(),s=f.event.special[m]||{},m=(g?s.delegateType:s.bindType)||m,s=f.event.special[m]||{},o=f.extend({type:m,origType:l[1],data:e,handler:d,guid:d.guid,selector:g,quick:G(g),namespace:n.join(".")},p),r=j[m];if(!r){r=j[m]=[],r.delegateCount=0;if(!s.setup||s.setup.call(a,e,n,i)===!1)a.addEventListener?a.addEventListener(m,i,!1):a.attachEvent&&a.attachEvent("on"+m,i)}s.add&&(s.add.call(a,o),o.handler.guid||(o.handler.guid=d.guid)),g?r.splice(r.delegateCount++,0,o):r.push(o),f.event.global[m]=!0}a=null}},global:{},remove:function(a,b,c,d,e){var g=f.hasData(a)&&f._data(a),h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!!g&&!!(o=g.events)){b=f.trim(I(b||"")).split(" ");for(h=0;h<b.length;h++){i=A.exec(b[h])||[],j=k=i[1],l=i[2];if(!j){for(j in o)f.event.remove(a,j+b[h],c,d,!0);continue}p=f.event.special[j]||{},j=(d?p.delegateType:p.bindType)||j,r=o[j]||[],m=r.length,l=l?new RegExp("(^|\\.)"+l.split(".").sort().join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null;for(n=0;n<r.length;n++)s=r[n],(e||k===s.origType)&&(!c||c.guid===s.guid)&&(!l||l.test(s.namespace))&&(!d||d===s.selector||d==="**"&&s.selector)&&(r.splice(n--,1),s.selector&&r.delegateCount--,p.remove&&p.remove.call(a,s));r.length===0&&m!==r.length&&((!p.teardown||p.teardown.call(a,l)===!1)&&f.removeEvent(a,j,g.handle),delete o[j])}f.isEmptyObject(o)&&(q=g.handle,q&&(q.elem=null),f.removeData(a,["events","handle"],!0))}},customEvent:{getData:!0,setData:!0,changeData:!0},trigger:function(c,d,e,g){if(!e||e.nodeType!==3&&e.nodeType!==8){var h=c.type||c,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(E.test(h+f.event.triggered))return;h.indexOf("!")>=0&&(h=h.slice(0,-1),k=!0),h.indexOf(".")>=0&&(i=h.split("."),h=i.shift(),i.sort());if((!e||f.event.customEvent[h])&&!f.event.global[h])return;c=typeof c=="object"?c[f.expando]?c:new f.Event(h,c):new f.Event(h),c.type=h,c.isTrigger=!0,c.exclusive=k,c.namespace=i.join("."),c.namespace_re=c.namespace?new RegExp("(^|\\.)"+i.join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null,o=h.indexOf(":")<0?"on"+h:"";if(!e){j=f.cache;for(l in j)j[l].events&&j[l].events[h]&&f.event.trigger(c,d,j[l].handle.elem,!0);return}c.result=b,c.target||(c.target=e),d=d!=null?f.makeArray(d):[],d.unshift(c),p=f.event.special[h]||{};if(p.trigger&&p.trigger.apply(e,d)===!1)return;r=[[e,p.bindType||h]];if(!g&&!p.noBubble&&!f.isWindow(e)){s=p.delegateType||h,m=E.test(s+h)?e:e.parentNode,n=null;for(;m;m=m.parentNode)r.push([m,s]),n=m;n&&n===e.ownerDocument&&r.push([n.defaultView||n.parentWindow||a,s])}for(l=0;l<r.length&&!c.isPropagationStopped();l++)m=r[l][0],c.type=r[l][1],q=(f._data(m,"events")||{})[c.type]&&f._data(m,"handle"),q&&q.apply(m,d),q=o&&m[o],q&&f.acceptData(m)&&q.apply(m,d)===!1&&c.preventDefault();c.type=h,!g&&!c.isDefaultPrevented()&&(!p._default||p._default.apply(e.ownerDocument,d)===!1)&&(h!=="click"||!f.nodeName(e,"a"))&&f.acceptData(e)&&o&&e[h]&&(h!=="focus"&&h!=="blur"||c.target.offsetWidth!==0)&&!f.isWindow(e)&&(n=e[o],n&&(e[o]=null),f.event.triggered=h,e[h](),f.event.triggered=b,n&&(e[o]=n));return c.result}},dispatch:function(c){c=f.event.fix(c||a.event);var d=(f._data(this,"events")||{})[c.type]||[],e=d.delegateCount,g=[].slice.call(arguments,0),h=!c.exclusive&&!c.namespace,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s,t;g[0]=c,c.delegateTarget=this;if(e&&!c.target.disabled&&(!c.button||c.type!=="click")){m=f(this),m.context=this.ownerDocument||this;for(l=c.target;l!=this;l=l.parentNode||this){o={},q=[],m[0]=l;for(j=0;j<e;j++)r=d[j],s=r.selector,o[s]===b&&(o[s]=r.quick?H(l,r.quick):m.is(s)),o[s]&&q.push(r);q.length&&i.push({elem:l,matches:q})}}d.length>e&&i.push({elem:this,matches:d.slice(e)});for(j=0;j<i.length&&!c.isPropagationStopped();j++){p=i[j],c.currentTarget=p.elem;for(k=0;k<p.matches.length&&!c.isImmediatePropagationStopped();k++){r=p.matches[k];if(h||!c.namespace&&!r.namespace||c.namespace_re&&c.namespace_re.test(r.namespace))c.data=r.data,c.handleObj=r,n=((f.event.special[r.origType]||{}).handle||r.handler).apply(p.elem,g),n!==b&&(c.result=n,n===!1&&(c.preventDefault(),c.stopPropagation()))}}return c.result},props:"attrChange attrName relatedNode srcElement altKey bubbles cancelable ctrlKey currentTarget eventPhase metaKey relatedTarget shiftKey target timeStamp view which".split(" "),fixHooks:{},keyHooks:{props:"char charCode key keyCode".split(" "),filter:function(a,b){a.which==null&&(a.which=b.charCode!=null?b.charCode:b.keyCode);return a}},mouseHooks:{props:"button buttons clientX clientY fromElement offsetX offsetY pageX pageY screenX screenY toElement".split(" "),filter:function(a,d){var e,f,g,h=d.button,i=d.fromElement;a.pageX==null&&d.clientX!=null&&(e=a.target.ownerDocument||c,f=e.documentElement,g=e.body,a.pageX=d.clientX+(f&&f.scrollLeft||g&&g.scrollLeft||0)-(f&&f.clientLeft||g&&g.clientLeft||0),a.pageY=d.clientY+(f&&f.scrollTop||g&&g.scrollTop||0)-(f&&f.clientTop||g&&g.clientTop||0)),!a.relatedTarget&&i&&(a.relatedTarget=i===a.target?d.toElement:i),!a.which&&h!==b&&(a.which=h&1?1:h&2?3:h&4?2:0);return a}},fix:function(a){if(a[f.expando])return a;var d,e,g=a,h=f.event.fixHooks[a.type]||{},i=h.props?this.props.concat(h.props):this.props;a=f.Event(g);for(d=i.length;d;)e=i[--d],a[e]=g[e];a.target||(a.target=g.srcElement||c),a.target.nodeType===3&&(a.target=a.target.parentNode),a.metaKey===b&&(a.metaKey=a.ctrlKey);return h.filter?h.filter(a,g):a},special:{ready:{setup:f.bindReady},load:{noBubble:!0},focus:{delegateType:"focusin"},blur:{delegateType:"focusout"},beforeunload:{setup:function(a,b,c){f.isWindow(this)&&(this.onbeforeunload=c)},teardown:function(a,b){this.onbeforeunload===b&&(this.onbeforeunload=null)}}},simulate:function(a,b,c,d){var e=f.extend(new f.Event,c,{type:a,isSimulated:!0,originalEvent:{}});d?f.event.trigger(e,null,b):f.event.dispatch.call(b,e),e.isDefaultPrevented()&&c.preventDefault()}},f.event.handle=f.event.dispatch,f.removeEvent=c.removeEventListener?function(a,b,c){a.removeEventListener&&a.removeEventListener(b,c,!1)}:function(a,b,c){a.detachEvent&&a.detachEvent("on"+b,c)},f.Event=function(a,b){if(!(this instanceof f.Event))return new f.Event(a,b);a&&a.type?(this.originalEvent=a,this.type=a.type,this.isDefaultPrevented=a.defaultPrevented||a.returnValue===!1||a.getPreventDefault&&a.getPreventDefault()?K:J):this.type=a,b&&f.extend(this,b),this.timeStamp=a&&a.timeStamp||f.now(),this[f.expando]=!0},f.Event.prototype={preventDefault:function(){this.isDefaultPrevented=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.preventDefault?a.preventDefault():a.returnValue=!1)},stopPropagation:function(){this.isPropagationStopped=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.stopPropagation&&a.stopPropagation(),a.cancelBubble=!0)},stopImmediatePropagation:function(){this.isImmediatePropagationStopped=K,this.stopPropagation()},isDefaultPrevented:J,isPropagationStopped:J,isImmediatePropagationStopped:J},f.each({mouseenter:"mouseover",mouseleave:"mouseout"},function(a,b){f.event.special[a]={delegateType:b,bindType:b,handle:function(a){var c=this,d=a.relatedTarget,e=a.handleObj,g=e.selector,h;if(!d||d!==c&&!f.contains(c,d))a.type=e.origType,h=e.handler.apply(this,arguments),a.type=b;return h}}}),f.support.submitBubbles||(f.event.special.submit={setup:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.add(this,"click._submit keypress._submit",function(a){var c=a.target,d=f.nodeName(c,"input")||f.nodeName(c,"button")?c.form:b;d&&!d._submit_attached&&(f.event.add(d,"submit._submit",function(a){this.parentNode&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("submit",this.parentNode,a,!0)}),d._submit_attached=!0)})},teardown:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.remove(this,"._submit")}}),f.support.changeBubbles||(f.event.special.change={setup:function(){if(z.test(this.nodeName)){if(this.type==="checkbox"||this.type==="radio")f.event.add(this,"propertychange._change",function(a){a.originalEvent.propertyName==="checked"&&(this._just_changed=!0)}),f.event.add(this,"click._change",function(a){this._just_changed&&!a.isTrigger&&(this._just_changed=!1,f.event.simulate("change",this,a,!0))});return!1}f.event.add(this,"beforeactivate._change",function(a){var b=a.target;z.test(b.nodeName)&&!b._change_attached&&(f.event.add(b,"change._change",function(a){this.parentNode&&!a.isSimulated&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("change",this.parentNode,a,!0)}),b._change_attached=!0)})},handle:function(a){var b=a.target;if(this!==b||a.isSimulated||a.isTrigger||b.type!=="radio"&&b.type!=="checkbox")return a.handleObj.handler.apply(this,arguments)},teardown:function(){f.event.remove(this,"._change");return z.test(this.nodeName)}}),f.support.focusinBubbles||f.each({focus:"focusin",blur:"focusout"},function(a,b){var d=0,e=function(a){f.event.simulate(b,a.target,f.event.fix(a),!0)};f.event.special[b]={setup:function(){d++===0&&c.addEventListener(a,e,!0)},teardown:function(){--d===0&&c.removeEventListener(a,e,!0)}}}),f.fn.extend({on:function(a,c,d,e,g){var h,i;if(typeof a=="object"){typeof c!="string"&&(d=c,c=b);for(i in a)this.on(i,c,d,a[i],g);return this}d==null&&e==null?(e=c,d=c=b):e==null&&(typeof c=="string"?(e=d,d=b):(e=d,d=c,c=b));if(e===!1)e=J;else if(!e)return this;g===1&&(h=e,e=function(a){f().off(a);return h.apply(this,arguments)},e.guid=h.guid||(h.guid=f.guid++));return this.each(function(){f.event.add(this,a,e,d,c)})},one:function(a,b,c,d){return this.on.call(this,a,b,c,d,1)},off:function(a,c,d){if(a&&a.preventDefault&&a.handleObj){var e=a.handleObj;f(a.delegateTarget).off(e.namespace?e.type+"."+e.namespace:e.type,e.selector,e.handler);return this}if(typeof a=="object"){for(var g in a)this.off(g,c,a[g]);return this}if(c===!1||typeof c=="function")d=c,c=b;d===!1&&(d=J);return this.each(function(){f.event.remove(this,a,d,c)})},bind:function(a,b,c){return this.on(a,null,b,c)},unbind:function(a,b){return this.off(a,null,b)},live:function(a,b,c){f(this.context).on(a,this.selector,b,c);return this},die:function(a,b){f(this.context).off(a,this.selector||"**",b);return this},delegate:function(a,b,c,d){return this.on(b,a,c,d)},undelegate:function(a,b,c){return arguments.length==1?this.off(a,"**"):this.off(b,a,c)},trigger:function(a,b){return this.each(function(){f.event.trigger(a,b,this)})},triggerHandler:function(a,b){if(this[0])return f.event.trigger(a,b,this[0],!0)},toggle:function(a){var b=arguments,c=a.guid||f.guid++,d=0,e=function(c){var e=(f._data(this,"lastToggle"+a.guid)||0)%d;f._data(this,"lastToggle"+a.guid,e+1),c.preventDefault();return b[e].apply(this,arguments)||!1};e.guid=c;while(d<b.length)b[d++].guid=c;return this.click(e)},hover:function(a,b){return this.mouseenter(a).mouseleave(b||a)}}),f.each("blur focus focusin focusout load resize scroll unload click dblclick mousedown mouseup mousemove mouseover mouseout mouseenter mouseleave change select submit keydown keypress keyup error contextmenu".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a,c){c==null&&(c=a,a=null);return arguments.length>0?this.on(b,null,a,c):this.trigger(b)},f.attrFn&&(f.attrFn[b]=!0),C.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.keyHooks),D.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.mouseHooks)}),function(){function x(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}if(j.nodeType===1){g||(j[d]=c,j.sizset=h);if(typeof b!="string"){if(j===b){k=!0;break}}else if(m.filter(b,[j]).length>0){k=j;break}}j=j[a]}e[h]=k}}}function w(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}j.nodeType===1&&!g&&(j[d]=c,j.sizset=h);if(j.nodeName.toLowerCase()===b){k=j;break}j=j[a]}e[h]=k}}}var a=/((?:\((?:\([^()]+\)|[^()]+)+\)|\[(?:\[[^\[\]]*\]|['"][^'"]*['"]|[^\[\]'"]+)+\]|\\.|[^ >+~,(\[\\]+)+|[>+~])(\s*,\s*)?((?:.|\r|\n)*)/g,d="sizcache"+(Math.random()+"").replace(".",""),e=0,g=Object.prototype.toString,h=!1,i=!0,j=/\\/g,k=/\r\n/g,l=/\W/;[0,0].sort(function(){i=!1;return 0});var m=function(b,d,e,f){e=e||[],d=d||c;var h=d;if(d.nodeType!==1&&d.nodeType!==9)return[];if(!b||typeof b!="string")return e;var i,j,k,l,n,q,r,t,u=!0,v=m.isXML(d),w=[],x=b;do{a.exec(""),i=a.exec(x);if(i){x=i[3],w.push(i[1]);if(i[2]){l=i[3];break}}}while(i);if(w.length>1&&p.exec(b))if(w.length===2&&o.relative[w[0]])j=y(w[0]+w[1],d,f);else{j=o.relative[w[0]]?[d]:m(w.shift(),d);while(w.length)b=w.shift(),o.relative[b]&&(b+=w.shift()),j=y(b,j,f)}else{!f&&w.length>1&&d.nodeType===9&&!v&&o.match.ID.test(w[0])&&!o.match.ID.test(w[w.length-1])&&(n=m.find(w.shift(),d,v),d=n.expr?m.filter(n.expr,n.set)[0]:n.set[0]);if(d){n=f?{expr:w.pop(),set:s(f)}:m.find(w.pop(),w.length===1&&(w[0]==="~"||w[0]==="+")&&d.parentNode?d.parentNode:d,v),j=n.expr?m.filter(n.expr,n.set):n.set,w.length>0?k=s(j):u=!1;while(w.length)q=w.pop(),r=q,o.relative[q]?r=w.pop():q="",r==null&&(r=d),o.relative[q](k,r,v)}else k=w=[]}k||(k=j),k||m.error(q||b);if(g.call(k)==="[object Array]")if(!u)e.push.apply(e,k);else if(d&&d.nodeType===1)for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&(k[t]===!0||k[t].nodeType===1&&m.contains(d,k[t]))&&e.push(j[t]);else for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&k[t].nodeType===1&&e.push(j[t]);else s(k,e);l&&(m(l,h,e,f),m.uniqueSort(e));return e};m.uniqueSort=function(a){if(u){h=i,a.sort(u);if(h)for(var b=1;b<a.length;b++)a[b]===a[b-1]&&a.splice(b--,1)}return a},m.matches=function(a,b){return m(a,null,null,b)},m.matchesSelector=function(a,b){return m(b,null,null,[a]).length>0},m.find=function(a,b,c){var d,e,f,g,h,i;if(!a)return[];for(e=0,f=o.order.length;e<f;e++){h=o.order[e];if(g=o.leftMatch[h].exec(a)){i=g[1],g.splice(1,1);if(i.substr(i.length-1)!=="\\"){g[1]=(g[1]||"").replace(j,""),d=o.find[h](g,b,c);if(d!=null){a=a.replace(o.match[h],"");break}}}}d||(d=typeof b.getElementsByTagName!="undefined"?b.getElementsByTagName("*"):[]);return{set:d,expr:a}},m.filter=function(a,c,d,e){var f,g,h,i,j,k,l,n,p,q=a,r=[],s=c,t=c&&c[0]&&m.isXML(c[0]);while(a&&c.length){for(h in o.filter)if((f=o.leftMatch[h].exec(a))!=null&&f[2]){k=o.filter[h],l=f[1],g=!1,f.splice(1,1);if(l.substr(l.length-1)==="\\")continue;s===r&&(r=[]);if(o.preFilter[h]){f=o.preFilter[h](f,s,d,r,e,t);if(!f)g=i=!0;else if(f===!0)continue}if(f)for(n=0;(j=s[n])!=null;n++)j&&(i=k(j,f,n,s),p=e^i,d&&i!=null?p?g=!0:s[n]=!1:p&&(r.push(j),g=!0));if(i!==b){d||(s=r),a=a.replace(o.match[h],"");if(!g)return[];break}}if(a===q)if(g==null)m.error(a);else break;q=a}return s},m.error=function(a){throw new Error("Syntax error, unrecognized expression: "+a)};var n=m.getText=function(a){var b,c,d=a.nodeType,e="";if(d){if(d===1||d===9){if(typeof a.textContent=="string")return a.textContent;if(typeof a.innerText=="string")return a.innerText.replace(k,"");for(a=a.firstChild;a;a=a.nextSibling)e+=n(a)}else if(d===3||d===4)return a.nodeValue}else for(b=0;c=a[b];b++)c.nodeType!==8&&(e+=n(c));return e},o=m.selectors={order:["ID","NAME","TAG"],match:{ID:/#((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,CLASS:/\.((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,NAME:/\[name=['"]*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)['"]*\]/,ATTR:/\[\s*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)\s*(?:(\S?=)\s*(?:(['"])(.*?)\3|(#?(?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)*)|)|)\s*\]/,TAG:/^((?:[\w\u00c0-\uFFFF\*\-]|\\.)+)/,CHILD:/:(only|nth|last|first)-child(?:\(\s*(even|odd|(?:[+\-]?\d+|(?:[+\-]?\d*)?n\s*(?:[+\-]\s*\d+)?))\s*\))?/,POS:/:(nth|eq|gt|lt|first|last|even|odd)(?:\((\d*)\))?(?=[^\-]|$)/,PSEUDO:/:((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)(?:\((['"]?)((?:\([^\)]+\)|[^\(\)]*)+)\2\))?/},leftMatch:{},attrMap:{"class":"className","for":"htmlFor"},attrHandle:{href:function(a){return a.getAttribute("href")},type:function(a){return a.getAttribute("type")}},relative:{"+":function(a,b){var c=typeof b=="string",d=c&&!l.test(b),e=c&&!d;d&&(b=b.toLowerCase());for(var f=0,g=a.length,h;f<g;f++)if(h=a[f]){while((h=h.previousSibling)&&h.nodeType!==1);a[f]=e||h&&h.nodeName.toLowerCase()===b?h||!1:h===b}e&&m.filter(b,a,!0)},">":function(a,b){var c,d=typeof b=="string",e=0,f=a.length;if(d&&!l.test(b)){b=b.toLowerCase();for(;e<f;e++){c=a[e];if(c){var g=c.parentNode;a[e]=g.nodeName.toLowerCase()===b?g:!1}}}else{for(;e<f;e++)c=a[e],c&&(a[e]=d?c.parentNode:c.parentNode===b);d&&m.filter(b,a,!0)}},"":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("parentNode",b,f,a,d,c)},"~":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("previousSibling",b,f,a,d,c)}},find:{ID:function(a,b,c){if(typeof b.getElementById!="undefined"&&!c){var d=b.getElementById(a[1]);return d&&d.parentNode?[d]:[]}},NAME:function(a,b){if(typeof b.getElementsByName!="undefined"){var c=[],d=b.getElementsByName(a[1]);for(var e=0,f=d.length;e<f;e++)d[e].getAttribute("name")===a[1]&&c.push(d[e]);return c.length===0?null:c}},TAG:function(a,b){if(typeof b.getElementsByTagName!="undefined")return b.getElementsByTagName(a[1])}},preFilter:{CLASS:function(a,b,c,d,e,f){a=" "+a[1].replace(j,"")+" ";if(f)return a;for(var g=0,h;(h=b[g])!=null;g++)h&&(e^(h.className&&(" "+h.className+" ").replace(/[\t\n\r]/g," ").indexOf(a)>=0)?c||d.push(h):c&&(b[g]=!1));return!1},ID:function(a){return a[1].replace(j,"")},TAG:function(a,b){return a[1].replace(j,"").toLowerCase()},CHILD:function(a){if(a[1]==="nth"){a[2]||m.error(a[0]),a[2]=a[2].replace(/^\+|\s*/g,"");var b=/(-?)(\d*)(?:n([+\-]?\d*))?/.exec(a[2]==="even"&&"2n"||a[2]==="odd"&&"2n+1"||!/\D/.test(a[2])&&"0n+"+a[2]||a[2]);a[2]=b[1]+(b[2]||1)-0,a[3]=b[3]-0}else a[2]&&m.error(a[0]);a[0]=e++;return a},ATTR:function(a,b,c,d,e,f){var g=a[1]=a[1].replace(j,"");!f&&o.attrMap[g]&&(a[1]=o.attrMap[g]),a[4]=(a[4]||a[5]||"").replace(j,""),a[2]==="~="&&(a[4]=" "+a[4]+" ");return a},PSEUDO:function(b,c,d,e,f){if(b[1]==="not")if((a.exec(b[3])||"").length>1||/^\w/.test(b[3]))b[3]=m(b[3],null,null,c);else{var g=m.filter(b[3],c,d,!0^f);d||e.push.apply(e,g);return!1}else if(o.match.POS.test(b[0])||o.match.CHILD.test(b[0]))return!0;return b},POS:function(a){a.unshift(!0);return a}},filters:{enabled:function(a){return a.disabled===!1&&a.type!=="hidden"},disabled:function(a){return a.disabled===!0},checked:function(a){return a.checked===!0},selected:function(a){a.parentNode&&a.parentNode.selectedIndex;return a.selected===!0},parent:function(a){return!!a.firstChild},empty:function(a){return!a.firstChild},has:function(a,b,c){return!!m(c[3],a).length},header:function(a){return/h\d/i.test(a.nodeName)},text:function(a){var b=a.getAttribute("type"),c=a.type;return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"text"===c&&(b===c||b===null)},radio:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"radio"===a.type},checkbox:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"checkbox"===a.type},file:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"file"===a.type},password:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"password"===a.type},submit:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"submit"===a.type},image:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"image"===a.type},reset:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"reset"===a.type},button:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return b==="input"&&"button"===a.type||b==="button"},input:function(a){return/input|select|textarea|button/i.test(a.nodeName)},focus:function(a){return a===a.ownerDocument.activeElement}},setFilters:{first:function(a,b){return b===0},last:function(a,b,c,d){return b===d.length-1},even:function(a,b){return b%2===0},odd:function(a,b){return b%2===1},lt:function(a,b,c){return b<c[3]-0},gt:function(a,b,c){return b>c[3]-0},nth:function(a,b,c){return c[3]-0===b},eq:function(a,b,c){return c[3]-0===b}},filter:{PSEUDO:function(a,b,c,d){var e=b[1],f=o.filters[e];if(f)return f(a,c,b,d);if(e==="contains")return(a.textContent||a.innerText||n([a])||"").indexOf(b[3])>=0;if(e==="not"){var g=b[3];for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)if(g[h]===a)return!1;return!0}m.error(e)},CHILD:function(a,b){var c,e,f,g,h,i,j,k=b[1],l=a;switch(k){case"only":case"first":while(l=l.previousSibling)if(l.nodeType===1)return!1;if(k==="first")return!0;l=a;case"last":while(l=l.nextSibling)if(l.nodeType===1)return!1;return!0;case"nth":c=b[2],e=b[3];if(c===1&&e===0)return!0;f=b[0],g=a.parentNode;if(g&&(g[d]!==f||!a.nodeIndex)){i=0;for(l=g.firstChild;l;l=l.nextSibling)l.nodeType===1&&(l.nodeIndex=++i);g[d]=f}j=a.nodeIndex-e;return c===0?j===0:j%c===0&&j/c>=0}},ID:function(a,b){return a.nodeType===1&&a.getAttribute("id")===b},TAG:function(a,b){return b==="*"&&a.nodeType===1||!!a.nodeName&&a.nodeName.toLowerCase()===b},CLASS:function(a,b){return(" "+(a.className||a.getAttribute("class"))+" ").indexOf(b)>-1},ATTR:function(a,b){var c=b[1],d=m.attr?m.attr(a,c):o.attrHandle[c]?o.attrHandle[c](a):a[c]!=null?a[c]:a.getAttribute(c),e=d+"",f=b[2],g=b[4];return d==null?f==="!=":!f&&m.attr?d!=null:f==="="?e===g:f==="*="?e.indexOf(g)>=0:f==="~="?(" "+e+" ").indexOf(g)>=0:g?f==="!="?e!==g:f==="^="?e.indexOf(g)===0:f==="$="?e.substr(e.length-g.length)===g:f==="|="?e===g||e.substr(0,g.length+1)===g+"-":!1:e&&d!==!1},POS:function(a,b,c,d){var e=b[2],f=o.setFilters[e];if(f)return f(a,c,b,d)}}},p=o.match.POS,q=function(a,b){return"\\"+(b-0+1)};for(var r in o.match)o.match[r]=new RegExp(o.match[r].source+/(?![^\[]*\])(?![^\(]*\))/.source),o.leftMatch[r]=new RegExp(/(^(?:.|\r|\n)*?)/.source+o.match[r].source.replace(/\\(\d+)/g,q));var s=function(a,b){a=Array.prototype.slice.call(a,0);if(b){b.push.apply(b,a);return b}return a};try{Array.prototype.slice.call(c.documentElement.childNodes,0)[0].nodeType}catch(t){s=function(a,b){var c=0,d=b||[];if(g.call(a)==="[object Array]")Array.prototype.push.apply(d,a);else if(typeof a.length=="number")for(var e=a.length;c<e;c++)d.push(a[c]);else for(;a[c];c++)d.push(a[c]);return d}}var u,v;c.documentElement.compareDocumentPosition?u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(!a.compareDocumentPosition||!b.compareDocumentPosition)return a.compareDocumentPosition?-1:1;return a.compareDocumentPosition(b)&4?-1:1}:(u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(a.sourceIndex&&b.sourceIndex)return a.sourceIndex-b.sourceIndex;var c,d,e=[],f=[],g=a.parentNode,i=b.parentNode,j=g;if(g===i)return v(a,b);if(!g)return-1;if(!i)return 1;while(j)e.unshift(j),j=j.parentNode;j=i;while(j)f.unshift(j),j=j.parentNode;c=e.length,d=f.length;for(var k=0;k<c&&k<d;k++)if(e[k]!==f[k])return v(e[k],f[k]);return k===c?v(a,f[k],-1):v(e[k],b,1)},v=function(a,b,c){if(a===b)return c;var d=a.nextSibling;while(d){if(d===b)return-1;d=d.nextSibling}return 1}),function(){var a=c.createElement("div"),d="script"+(new Date).getTime(),e=c.documentElement;a.innerHTML="<a name='"+d+"'/>",e.insertBefore(a,e.firstChild),c.getElementById(d)&&(o.find.ID=function(a,c,d){if(typeof c.getElementById!="undefined"&&!d){var e=c.getElementById(a[1]);return e?e.id===a[1]||typeof e.getAttributeNode!="undefined"&&e.getAttributeNode("id").nodeValue===a[1]?[e]:b:[]}},o.filter.ID=function(a,b){var c=typeof a.getAttributeNode!="undefined"&&a.getAttributeNode("id");return a.nodeType===1&&c&&c.nodeValue===b}),e.removeChild(a),e=a=null}(),function(){var a=c.createElement("div");a.appendChild(c.createComment("")),a.getElementsByTagName("*").length>0&&(o.find.TAG=function(a,b){var c=b.getElementsByTagName(a[1]);if(a[1]==="*"){var d=[];for(var e=0;c[e];e++)c[e].nodeType===1&&d.push(c[e]);c=d}return c}),a.innerHTML="<a href='#'></a>",a.firstChild&&typeof a.firstChild.getAttribute!="undefined"&&a.firstChild.getAttribute("href")!=="#"&&(o.attrHandle.href=function(a){return a.getAttribute("href",2)}),a=null}(),c.querySelectorAll&&function(){var a=m,b=c.createElement("div"),d="__sizzle__";b.innerHTML="<p class='TEST'></p>";if(!b.querySelectorAll||b.querySelectorAll(".TEST").length!==0){m=function(b,e,f,g){e=e||c;if(!g&&!m.isXML(e)){var h=/^(\w+$)|^\.([\w\-]+$)|^#([\w\-]+$)/.exec(b);if(h&&(e.nodeType===1||e.nodeType===9)){if(h[1])return s(e.getElementsByTagName(b),f);if(h[2]&&o.find.CLASS&&e.getElementsByClassName)return s(e.getElementsByClassName(h[2]),f)}if(e.nodeType===9){if(b==="body"&&e.body)return s([e.body],f);if(h&&h[3]){var i=e.getElementById(h[3]);if(!i||!i.parentNode)return s([],f);if(i.id===h[3])return s([i],f)}try{return s(e.querySelectorAll(b),f)}catch(j){}}else if(e.nodeType===1&&e.nodeName.toLowerCase()!=="object"){var k=e,l=e.getAttribute("id"),n=l||d,p=e.parentNode,q=/^\s*[+~]/.test(b);l?n=n.replace(/'/g,"\\$&"):e.setAttribute("id",n),q&&p&&(e=e.parentNode);try{if(!q||p)return s(e.querySelectorAll("[id='"+n+"'] "+b),f)}catch(r){}finally{l||k.removeAttribute("id")}}}return a(b,e,f,g)};for(var e in a)m[e]=a[e];b=null}}(),function(){var a=c.documentElement,b=a.matchesSelector||a.mozMatchesSelector||a.webkitMatchesSelector||a.msMatchesSelector;if(b){var d=!b.call(c.createElement("div"),"div"),e=!1;try{b.call(c.documentElement,"[test!='']:sizzle")}catch(f){e=!0}m.matchesSelector=function(a,c){c=c.replace(/\=\s*([^'"\]]*)\s*\]/g,"='$1']");if(!m.isXML(a))try{if(e||!o.match.PSEUDO.test(c)&&!/!=/.test(c)){var f=b.call(a,c);if(f||!d||a.document&&a.document.nodeType!==11)return f}}catch(g){}return m(c,null,null,[a]).length>0}}}(),function(){var a=c.createElement("div");a.innerHTML="<div class='test e'></div><div class='test'></div>";if(!!a.getElementsByClassName&&a.getElementsByClassName("e").length!==0){a.lastChild.className="e";if(a.getElementsByClassName("e").length===1)return;o.order.splice(1,0,"CLASS"),o.find.CLASS=function(a,b,c){if(typeof b.getElementsByClassName!="undefined"&&!c)return b.getElementsByClassName(a[1])},a=null}}(),c.documentElement.contains?m.contains=function(a,b){return a!==b&&(a.contains?a.contains(b):!0)}:c.documentElement.compareDocumentPosition?m.contains=function(a,b){return!!(a.compareDocumentPosition(b)&16)}:m.contains=function(){return!1},m.isXML=function(a){var b=(a?a.ownerDocument||a:0).documentElement;return b?b.nodeName!=="HTML":!1};var y=function(a,b,c){var d,e=[],f="",g=b.nodeType?[b]:b;while(d=o.match.PSEUDO.exec(a))f+=d[0],a=a.replace(o.match.PSEUDO,"");a=o.relative[a]?a+"*":a;for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)m(a,g[h],e,c);return m.filter(f,e)};m.attr=f.attr,m.selectors.attrMap={},f.find=m,f.expr=m.selectors,f.expr[":"]=f.expr.filters,f.unique=m.uniqueSort,f.text=m.getText,f.isXMLDoc=m.isXML,f.contains=m.contains}();var L=/Until$/,M=/^(?:parents|prevUntil|prevAll)/,N=/,/,O=/^.[^:#\[\.,]*$/,P=Array.prototype.slice,Q=f.expr.match.POS,R={children:!0,contents:!0,next:!0,prev:!0};f.fn.extend({find:function(a){var b=this,c,d;if(typeof a!="string")return f(a).filter(function(){for(c=0,d=b.length;c<d;c++)if(f.contains(b[c],this))return!0});var e=this.pushStack("","find",a),g,h,i;for(c=0,d=this.length;c<d;c++){g=e.length,f.find(a,this[c],e);if(c>0)for(h=g;h<e.length;h++)for(i=0;i<g;i++)if(e[i]===e[h]){e.splice(h--,1);break}}return e},has:function(a){var b=f(a);return this.filter(function(){for(var a=0,c=b.length;a<c;a++)if(f.contains(this,b[a]))return!0})},not:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!1),"not",a)},filter:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!0),"filter",a)},is:function(a){return!!a&&(typeof a=="string"?Q.test(a)?f(a,this.context).index(this[0])>=0:f.filter(a,this).length>0:this.filter(a).length>0)},closest:function(a,b){var c=[],d,e,g=this[0];if(f.isArray(a)){var h=1;while(g&&g.ownerDocument&&g!==b){for(d=0;d<a.length;d++)f(g).is(a[d])&&c.push({selector:a[d],elem:g,level:h});g=g.parentNode,h++}return c}var i=Q.test(a)||typeof a!="string"?f(a,b||this.context):0;for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];while(g){if(i?i.index(g)>-1:f.find.matchesSelector(g,a)){c.push(g);break}g=g.parentNode;if(!g||!g.ownerDocument||g===b||g.nodeType===11)break}}c=c.length>1?f.unique(c):c;return this.pushStack(c,"closest",a)},index:function(a){if(!a)return this[0]&&this[0].parentNode?this.prevAll().length:-1;if(typeof a=="string")return f.inArray(this[0],f(a));return f.inArray(a.jquery?a[0]:a,this)},add:function(a,b){var c=typeof a=="string"?f(a,b):f.makeArray(a&&a.nodeType?[a]:a),d=f.merge(this.get(),c);return this.pushStack(S(c[0])||S(d[0])?d:f.unique(d))},andSelf:function(){return this.add(this.prevObject)}}),f.each({parent:function(a){var b=a.parentNode;return b&&b.nodeType!==11?b:null},parents:function(a){return f.dir(a,"parentNode")},parentsUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"parentNode",c)},next:function(a){return f.nth(a,2,"nextSibling")},prev:function(a){return f.nth(a,2,"previousSibling")},nextAll:function(a){return f.dir(a,"nextSibling")},prevAll:function(a){return f.dir(a,"previousSibling")},nextUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"nextSibling",c)},prevUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"previousSibling",c)},siblings:function(a){return f.sibling(a.parentNode.firstChild,a)},children:function(a){return f.sibling(a.firstChild)},contents:function(a){return f.nodeName(a,"iframe")?a.contentDocument||a.contentWindow.document:f.makeArray(a.childNodes)}},function(a,b){f.fn[a]=function(c,d){var e=f.map(this,b,c);L.test(a)||(d=c),d&&typeof d=="string"&&(e=f.filter(d,e)),e=this.length>1&&!R[a]?f.unique(e):e,(this.length>1||N.test(d))&&M.test(a)&&(e=e.reverse());return this.pushStack(e,a,P.call(arguments).join(","))}}),f.extend({filter:function(a,b,c){c&&(a=":not("+a+")");return b.length===1?f.find.matchesSelector(b[0],a)?[b[0]]:[]:f.find.matches(a,b)},dir:function(a,c,d){var e=[],g=a[c];while(g&&g.nodeType!==9&&(d===b||g.nodeType!==1||!f(g).is(d)))g.nodeType===1&&e.push(g),g=g[c];return e},nth:function(a,b,c,d){b=b||1;var e=0;for(;a;a=a[c])if(a.nodeType===1&&++e===b)break;return a},sibling:function(a,b){var c=[];for(;a;a=a.nextSibling)a.nodeType===1&&a!==b&&c.push(a);return c}});var V="abbr|article|aside|audio|canvas|datalist|details|figcaption|figure|footer|header|hgroup|mark|meter|nav|output|progress|section|summary|time|video",W=/ jQuery\d+="(?:\d+|null)"/g,X=/^\s+/,Y=/<(?!area|br|col|embed|hr|img|input|link|meta|param)(([\w:]+)[^>]*)\/>/ig,Z=/<([\w:]+)/,$=/<tbody/i,_=/<|&#?\w+;/,ba=/<(?:script|style)/i,bb=/<(?:script|object|embed|option|style)/i,bc=new RegExp("<(?:"+V+")","i"),bd=/checked\s*(?:[^=]|=\s*.checked.)/i,be=/\/(java|ecma)script/i,bf=/^\s*<!(?:\[CDATA\[|\-\-)/,bg={option:[1,"<select multiple='multiple'>","</select>"],legend:[1,"<fieldset>","</fieldset>"],thead:[1,"<table>","</table>"],tr:[2,"<table><tbody>","</tbody></table>"],td:[3,"<table><tbody><tr>","</tr></tbody></table>"],col:[2,"<table><tbody></tbody><colgroup>","</colgroup></table>"],area:[1,"<map>","</map>"],_default:[0,"",""]},bh=U(c);bg.optgroup=bg.option,bg.tbody=bg.tfoot=bg.colgroup=bg.caption=bg.thead,bg.th=bg.td,f.support.htmlSerialize||(bg._default=[1,"div<div>","</div>"]),f.fn.extend({text:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c.text(a.call(this,b,c.text()))});if(typeof a!="object"&&a!==b)return this.empty().append((this[0]&&this[0].ownerDocument||c).createTextNode(a));return f.text(this)},wrapAll:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapAll(a.call(this,b))});if(this[0]){var b=f(a,this[0].ownerDocument).eq(0).clone(!0);this[0].parentNode&&b.insertBefore(this[0]),b.map(function(){var a=this;while(a.firstChild&&a.firstChild.nodeType===1)a=a.firstChild;return a}).append(this)}return this},wrapInner:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapInner(a.call(this,b))});return this.each(function(){var b=f(this),c=b.contents();c.length?c.wrapAll(a):b.append(a)})},wrap:function(a){var b=f.isFunction(a);return this.each(function(c){f(this).wrapAll(b?a.call(this,c):a)})},unwrap:function(){return this.parent().each(function(){f.nodeName(this,"body")||f(this).replaceWith(this.childNodes)}).end()},append:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.appendChild(a)})},prepend:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.insertBefore(a,this.firstChild)})},before:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this)});if(arguments.length){var a=f.clean(arguments);a.push.apply(a,this.toArray());return this.pushStack(a,"before",arguments)}},after:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this.nextSibling)});if(arguments.length){var a=this.pushStack(this,"after",arguments);a.push.apply(a,f.clean(arguments));return a}},remove:function(a,b){for(var c=0,d;(d=this[c])!=null;c++)if(!a||f.filter(a,[d]).length)!b&&d.nodeType===1&&(f.cleanData(d.getElementsByTagName("*")),f.cleanData([d])),d.parentNode&&d.parentNode.removeChild(d);return this},empty:function()
{for(var a=0,b;(b=this[a])!=null;a++){b.nodeType===1&&f.cleanData(b.getElementsByTagName("*"));while(b.firstChild)b.removeChild(b.firstChild)}return this},clone:function(a,b){a=a==null?!1:a,b=b==null?a:b;return this.map(function(){return f.clone(this,a,b)})},html:function(a){if(a===b)return this[0]&&this[0].nodeType===1?this[0].innerHTML.replace(W,""):null;if(typeof a=="string"&&!ba.test(a)&&(f.support.leadingWhitespace||!X.test(a))&&!bg[(Z.exec(a)||["",""])[1].toLowerCase()]){a=a.replace(Y,"<$1></$2>");try{for(var c=0,d=this.length;c<d;c++)this[c].nodeType===1&&(f.cleanData(this[c].getElementsByTagName("*")),this[c].innerHTML=a)}catch(e){this.empty().append(a)}}else f.isFunction(a)?this.each(function(b){var c=f(this);c.html(a.call(this,b,c.html()))}):this.empty().append(a);return this},replaceWith:function(a){if(this[0]&&this[0].parentNode){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this),d=c.html();c.replaceWith(a.call(this,b,d))});typeof a!="string"&&(a=f(a).detach());return this.each(function(){var b=this.nextSibling,c=this.parentNode;f(this).remove(),b?f(b).before(a):f(c).append(a)})}return this.length?this.pushStack(f(f.isFunction(a)?a():a),"replaceWith",a):this},detach:function(a){return this.remove(a,!0)},domManip:function(a,c,d){var e,g,h,i,j=a[0],k=[];if(!f.support.checkClone&&arguments.length===3&&typeof j=="string"&&bd.test(j))return this.each(function(){f(this).domManip(a,c,d,!0)});if(f.isFunction(j))return this.each(function(e){var g=f(this);a[0]=j.call(this,e,c?g.html():b),g.domManip(a,c,d)});if(this[0]){i=j&&j.parentNode,f.support.parentNode&&i&&i.nodeType===11&&i.childNodes.length===this.length?e={fragment:i}:e=f.buildFragment(a,this,k),h=e.fragment,h.childNodes.length===1?g=h=h.firstChild:g=h.firstChild;if(g){c=c&&f.nodeName(g,"tr");for(var l=0,m=this.length,n=m-1;l<m;l++)d.call(c?bi(this[l],g):this[l],e.cacheable||m>1&&l<n?f.clone(h,!0,!0):h)}k.length&&f.each(k,bp)}return this}}),f.buildFragment=function(a,b,d){var e,g,h,i,j=a[0];b&&b[0]&&(i=b[0].ownerDocument||b[0]),i.createDocumentFragment||(i=c),a.length===1&&typeof j=="string"&&j.length<512&&i===c&&j.charAt(0)==="<"&&!bb.test(j)&&(f.support.checkClone||!bd.test(j))&&(f.support.html5Clone||!bc.test(j))&&(g=!0,h=f.fragments[j],h&&h!==1&&(e=h)),e||(e=i.createDocumentFragment(),f.clean(a,i,e,d)),g&&(f.fragments[j]=h?e:1);return{fragment:e,cacheable:g}},f.fragments={},f.each({appendTo:"append",prependTo:"prepend",insertBefore:"before",insertAfter:"after",replaceAll:"replaceWith"},function(a,b){f.fn[a]=function(c){var d=[],e=f(c),g=this.length===1&&this[0].parentNode;if(g&&g.nodeType===11&&g.childNodes.length===1&&e.length===1){e[b](this[0]);return this}for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=(h>0?this.clone(!0):this).get();f(e[h])[b](j),d=d.concat(j)}return this.pushStack(d,a,e.selector)}}),f.extend({clone:function(a,b,c){var d,e,g,h=f.support.html5Clone||!bc.test("<"+a.nodeName)?a.cloneNode(!0):bo(a);if((!f.support.noCloneEvent||!f.support.noCloneChecked)&&(a.nodeType===1||a.nodeType===11)&&!f.isXMLDoc(a)){bk(a,h),d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)e[g]&&bk(d[g],e[g])}if(b){bj(a,h);if(c){d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)bj(d[g],e[g])}}d=e=null;return h},clean:function(a,b,d,e){var g;b=b||c,typeof b.createElement=="undefined"&&(b=b.ownerDocument||b[0]&&b[0].ownerDocument||c);var h=[],i;for(var j=0,k;(k=a[j])!=null;j++){typeof k=="number"&&(k+="");if(!k)continue;if(typeof k=="string")if(!_.test(k))k=b.createTextNode(k);else{k=k.replace(Y,"<$1></$2>");var l=(Z.exec(k)||["",""])[1].toLowerCase(),m=bg[l]||bg._default,n=m[0],o=b.createElement("div");b===c?bh.appendChild(o):U(b).appendChild(o),o.innerHTML=m[1]+k+m[2];while(n--)o=o.lastChild;if(!f.support.tbody){var p=$.test(k),q=l==="table"&&!p?o.firstChild&&o.firstChild.childNodes:m[1]==="<table>"&&!p?o.childNodes:[];for(i=q.length-1;i>=0;--i)f.nodeName(q[i],"tbody")&&!q[i].childNodes.length&&q[i].parentNode.removeChild(q[i])}!f.support.leadingWhitespace&&X.test(k)&&o.insertBefore(b.createTextNode(X.exec(k)[0]),o.firstChild),k=o.childNodes}var r;if(!f.support.appendChecked)if(k[0]&&typeof (r=k.length)=="number")for(i=0;i<r;i++)bn(k[i]);else bn(k);k.nodeType?h.push(k):h=f.merge(h,k)}if(d){g=function(a){return!a.type||be.test(a.type)};for(j=0;h[j];j++)if(e&&f.nodeName(h[j],"script")&&(!h[j].type||h[j].type.toLowerCase()==="text/javascript"))e.push(h[j].parentNode?h[j].parentNode.removeChild(h[j]):h[j]);else{if(h[j].nodeType===1){var s=f.grep(h[j].getElementsByTagName("script"),g);h.splice.apply(h,[j+1,0].concat(s))}d.appendChild(h[j])}}return h},cleanData:function(a){var b,c,d=f.cache,e=f.event.special,g=f.support.deleteExpando;for(var h=0,i;(i=a[h])!=null;h++){if(i.nodeName&&f.noData[i.nodeName.toLowerCase()])continue;c=i[f.expando];if(c){b=d[c];if(b&&b.events){for(var j in b.events)e[j]?f.event.remove(i,j):f.removeEvent(i,j,b.handle);b.handle&&(b.handle.elem=null)}g?delete i[f.expando]:i.removeAttribute&&i.removeAttribute(f.expando),delete d[c]}}}});var bq=/alpha\([^)]*\)/i,br=/opacity=([^)]*)/,bs=/([A-Z]|^ms)/g,bt=/^-?\d+(?:px)?$/i,bu=/^-?\d/,bv=/^([\-+])=([\-+.\de]+)/,bw={position:"absolute",visibility:"hidden",display:"block"},bx=["Left","Right"],by=["Top","Bottom"],bz,bA,bB;f.fn.css=function(a,c){if(arguments.length===2&&c===b)return this;return f.access(this,a,c,!0,function(a,c,d){return d!==b?f.style(a,c,d):f.css(a,c)})},f.extend({cssHooks:{opacity:{get:function(a,b){if(b){var c=bz(a,"opacity","opacity");return c===""?"1":c}return a.style.opacity}}},cssNumber:{fillOpacity:!0,fontWeight:!0,lineHeight:!0,opacity:!0,orphans:!0,widows:!0,zIndex:!0,zoom:!0},cssProps:{"float":f.support.cssFloat?"cssFloat":"styleFloat"},style:function(a,c,d,e){if(!!a&&a.nodeType!==3&&a.nodeType!==8&&!!a.style){var g,h,i=f.camelCase(c),j=a.style,k=f.cssHooks[i];c=f.cssProps[i]||i;if(d===b){if(k&&"get"in k&&(g=k.get(a,!1,e))!==b)return g;return j[c]}h=typeof d,h==="string"&&(g=bv.exec(d))&&(d=+(g[1]+1)*+g[2]+parseFloat(f.css(a,c)),h="number");if(d==null||h==="number"&&isNaN(d))return;h==="number"&&!f.cssNumber[i]&&(d+="px");if(!k||!("set"in k)||(d=k.set(a,d))!==b)try{j[c]=d}catch(l){}}},css:function(a,c,d){var e,g;c=f.camelCase(c),g=f.cssHooks[c],c=f.cssProps[c]||c,c==="cssFloat"&&(c="float");if(g&&"get"in g&&(e=g.get(a,!0,d))!==b)return e;if(bz)return bz(a,c)},swap:function(a,b,c){var d={};for(var e in b)d[e]=a.style[e],a.style[e]=b[e];c.call(a);for(e in b)a.style[e]=d[e]}}),f.curCSS=f.css,f.each(["height","width"],function(a,b){f.cssHooks[b]={get:function(a,c,d){var e;if(c){if(a.offsetWidth!==0)return bC(a,b,d);f.swap(a,bw,function(){e=bC(a,b,d)});return e}},set:function(a,b){if(!bt.test(b))return b;b=parseFloat(b);if(b>=0)return b+"px"}}}),f.support.opacity||(f.cssHooks.opacity={get:function(a,b){return br.test((b&&a.currentStyle?a.currentStyle.filter:a.style.filter)||"")?parseFloat(RegExp.$1)/100+"":b?"1":""},set:function(a,b){var c=a.style,d=a.currentStyle,e=f.isNumeric(b)?"alpha(opacity="+b*100+")":"",g=d&&d.filter||c.filter||"";c.zoom=1;if(b>=1&&f.trim(g.replace(bq,""))===""){c.removeAttribute("filter");if(d&&!d.filter)return}c.filter=bq.test(g)?g.replace(bq,e):g+" "+e}}),f(function(){f.support.reliableMarginRight||(f.cssHooks.marginRight={get:function(a,b){var c;f.swap(a,{display:"inline-block"},function(){b?c=bz(a,"margin-right","marginRight"):c=a.style.marginRight});return c}})}),c.defaultView&&c.defaultView.getComputedStyle&&(bA=function(a,b){var c,d,e;b=b.replace(bs,"-$1").toLowerCase(),(d=a.ownerDocument.defaultView)&&(e=d.getComputedStyle(a,null))&&(c=e.getPropertyValue(b),c===""&&!f.contains(a.ownerDocument.documentElement,a)&&(c=f.style(a,b)));return c}),c.documentElement.currentStyle&&(bB=function(a,b){var c,d,e,f=a.currentStyle&&a.currentStyle[b],g=a.style;f===null&&g&&(e=g[b])&&(f=e),!bt.test(f)&&bu.test(f)&&(c=g.left,d=a.runtimeStyle&&a.runtimeStyle.left,d&&(a.runtimeStyle.left=a.currentStyle.left),g.left=b==="fontSize"?"1em":f||0,f=g.pixelLeft+"px",g.left=c,d&&(a.runtimeStyle.left=d));return f===""?"auto":f}),bz=bA||bB,f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.hidden=function(a){var b=a.offsetWidth,c=a.offsetHeight;return b===0&&c===0||!f.support.reliableHiddenOffsets&&(a.style&&a.style.display||f.css(a,"display"))==="none"},f.expr.filters.visible=function(a){return!f.expr.filters.hidden(a)});var bD=/%20/g,bE=/\[\]$/,bF=/\r?\n/g,bG=/#.*$/,bH=/^(.*?):[ \t]*([^\r\n]*)\r?$/mg,bI=/^(?:color|date|datetime|datetime-local|email|hidden|month|number|password|range|search|tel|text|time|url|week)$/i,bJ=/^(?:about|app|app\-storage|.+\-extension|file|res|widget):$/,bK=/^(?:GET|HEAD)$/,bL=/^\/\//,bM=/\?/,bN=/<script\b[^<]*(?:(?!<\/script>)<[^<]*)*<\/script>/gi,bO=/^(?:select|textarea)/i,bP=/\s+/,bQ=/([?&])_=[^&]*/,bR=/^([\w\+\.\-]+:)(?:\/\/([^\/?#:]*)(?::(\d+))?)?/,bS=f.fn.load,bT={},bU={},bV,bW,bX=["*/"]+["*"];try{bV=e.href}catch(bY){bV=c.createElement("a"),bV.href="",bV=bV.href}bW=bR.exec(bV.toLowerCase())||[],f.fn.extend({load:function(a,c,d){if(typeof a!="string"&&bS)return bS.apply(this,arguments);if(!this.length)return this;var e=a.indexOf(" ");if(e>=0){var g=a.slice(e,a.length);a=a.slice(0,e)}var h="GET";c&&(f.isFunction(c)?(d=c,c=b):typeof c=="object"&&(c=f.param(c,f.ajaxSettings.traditional),h="POST"));var i=this;f.ajax({url:a,type:h,dataType:"html",data:c,complete:function(a,b,c){c=a.responseText,a.isResolved()&&(a.done(function(a){c=a}),i.html(g?f("<div>").append(c.replace(bN,"")).find(g):c)),d&&i.each(d,[c,b,a])}});return this},serialize:function(){return f.param(this.serializeArray())},serializeArray:function(){return this.map(function(){return this.elements?f.makeArray(this.elements):this}).filter(function(){return this.name&&!this.disabled&&(this.checked||bO.test(this.nodeName)||bI.test(this.type))}).map(function(a,b){var c=f(this).val();return c==null?null:f.isArray(c)?f.map(c,function(a,c){return{name:b.name,value:a.replace(bF,"\r\n")}}):{name:b.name,value:c.replace(bF,"\r\n")}}).get()}}),f.each("ajaxStart ajaxStop ajaxComplete ajaxError ajaxSuccess ajaxSend".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a){return this.on(b,a)}}),f.each(["get","post"],function(a,c){f[c]=function(a,d,e,g){f.isFunction(d)&&(g=g||e,e=d,d=b);return f.ajax({type:c,url:a,data:d,success:e,dataType:g})}}),f.extend({getScript:function(a,c){return f.get(a,b,c,"script")},getJSON:function(a,b,c){return f.get(a,b,c,"json")},ajaxSetup:function(a,b){b?b_(a,f.ajaxSettings):(b=a,a=f.ajaxSettings),b_(a,b);return a},ajaxSettings:{url:bV,isLocal:bJ.test(bW[1]),global:!0,type:"GET",contentType:"application/x-www-form-urlencoded",processData:!0,async:!0,accepts:{xml:"application/xml, text/xml",html:"text/html",text:"text/plain",json:"application/json, text/javascript","*":bX},contents:{xml:/xml/,html:/html/,json:/json/},responseFields:{xml:"responseXML",text:"responseText"},converters:{"* text":a.String,"text html":!0,"text json":f.parseJSON,"text xml":f.parseXML},flatOptions:{context:!0,url:!0}},ajaxPrefilter:bZ(bT),ajaxTransport:bZ(bU),ajax:function(a,c){function w(a,c,l,m){if(s!==2){s=2,q&&clearTimeout(q),p=b,n=m||"",v.readyState=a>0?4:0;var o,r,u,w=c,x=l?cb(d,v,l):b,y,z;if(a>=200&&a<300||a===304){if(d.ifModified){if(y=v.getResponseHeader("Last-Modified"))f.lastModified[k]=y;if(z=v.getResponseHeader("Etag"))f.etag[k]=z}if(a===304)w="notmodified",o=!0;else try{r=cc(d,x),w="success",o=!0}catch(A){w="parsererror",u=A}}else{u=w;if(!w||a)w="error",a<0&&(a=0)}v.status=a,v.statusText=""+(c||w),o?h.resolveWith(e,[r,w,v]):h.rejectWith(e,[v,w,u]),v.statusCode(j),j=b,t&&g.trigger("ajax"+(o?"Success":"Error"),[v,d,o?r:u]),i.fireWith(e,[v,w]),t&&(g.trigger("ajaxComplete",[v,d]),--f.active||f.event.trigger("ajaxStop"))}}typeof a=="object"&&(c=a,a=b),c=c||{};var d=f.ajaxSetup({},c),e=d.context||d,g=e!==d&&(e.nodeType||e instanceof f)?f(e):f.event,h=f.Deferred(),i=f.Callbacks("once memory"),j=d.statusCode||{},k,l={},m={},n,o,p,q,r,s=0,t,u,v={readyState:0,setRequestHeader:function(a,b){if(!s){var c=a.toLowerCase();a=m[c]=m[c]||a,l[a]=b}return this},getAllResponseHeaders:function(){return s===2?n:null},getResponseHeader:function(a){var c;if(s===2){if(!o){o={};while(c=bH.exec(n))o[c[1].toLowerCase()]=c[2]}c=o[a.toLowerCase()]}return c===b?null:c},overrideMimeType:function(a){s||(d.mimeType=a);return this},abort:function(a){a=a||"abort",p&&p.abort(a),w(0,a);return this}};h.promise(v),v.success=v.done,v.error=v.fail,v.complete=i.add,v.statusCode=function(a){if(a){var b;if(s<2)for(b in a)j[b]=[j[b],a[b]];else b=a[v.status],v.then(b,b)}return this},d.url=((a||d.url)+"").replace(bG,"").replace(bL,bW[1]+"//"),d.dataTypes=f.trim(d.dataType||"*").toLowerCase().split(bP),d.crossDomain==null&&(r=bR.exec(d.url.toLowerCase()),d.crossDomain=!(!r||r[1]==bW[1]&&r[2]==bW[2]&&(r[3]||(r[1]==="http:"?80:443))==(bW[3]||(bW[1]==="http:"?80:443)))),d.data&&d.processData&&typeof d.data!="string"&&(d.data=f.param(d.data,d.traditional)),b$(bT,d,c,v);if(s===2)return!1;t=d.global,d.type=d.type.toUpperCase(),d.hasContent=!bK.test(d.type),t&&f.active++===0&&f.event.trigger("ajaxStart");if(!d.hasContent){d.data&&(d.url+=(bM.test(d.url)?"&":"?")+d.data,delete d.data),k=d.url;if(d.cache===!1){var x=f.now(),y=d.url.replace(bQ,"$1_="+x);d.url=y+(y===d.url?(bM.test(d.url)?"&":"?")+"_="+x:"")}}(d.data&&d.hasContent&&d.contentType!==!1||c.contentType)&&v.setRequestHeader("Content-Type",d.contentType),d.ifModified&&(k=k||d.url,f.lastModified[k]&&v.setRequestHeader("If-Modified-Since",f.lastModified[k]),f.etag[k]&&v.setRequestHeader("If-None-Match",f.etag[k])),v.setRequestHeader("Accept",d.dataTypes[0]&&d.accepts[d.dataTypes[0]]?d.accepts[d.dataTypes[0]]+(d.dataTypes[0]!=="*"?", "+bX+"; q=0.01":""):d.accepts["*"]);for(u in d.headers)v.setRequestHeader(u,d.headers[u]);if(d.beforeSend&&(d.beforeSend.call(e,v,d)===!1||s===2)){v.abort();return!1}for(u in{success:1,error:1,complete:1})v[u](d[u]);p=b$(bU,d,c,v);if(!p)w(-1,"No Transport");else{v.readyState=1,t&&g.trigger("ajaxSend",[v,d]),d.async&&d.timeout>0&&(q=setTimeout(function(){v.abort("timeout")},d.timeout));try{s=1,p.send(l,w)}catch(z){if(s<2)w(-1,z);else throw z}}return v},param:function(a,c){var d=[],e=function(a,b){b=f.isFunction(b)?b():b,d[d.length]=encodeURIComponent(a)+"="+encodeURIComponent(b)};c===b&&(c=f.ajaxSettings.traditional);if(f.isArray(a)||a.jquery&&!f.isPlainObject(a))f.each(a,function(){e(this.name,this.value)});else for(var g in a)ca(g,a[g],c,e);return d.join("&").replace(bD,"+")}}),f.extend({active:0,lastModified:{},etag:{}});var cd=f.now(),ce=/(\=)\?(&|$)|\?\?/i;f.ajaxSetup({jsonp:"callback",jsonpCallback:function(){return f.expando+"_"+cd++}}),f.ajaxPrefilter("json jsonp",function(b,c,d){var e=b.contentType==="application/x-www-form-urlencoded"&&typeof b.data=="string";if(b.dataTypes[0]==="jsonp"||b.jsonp!==!1&&(ce.test(b.url)||e&&ce.test(b.data))){var g,h=b.jsonpCallback=f.isFunction(b.jsonpCallback)?b.jsonpCallback():b.jsonpCallback,i=a[h],j=b.url,k=b.data,l="$1"+h+"$2";b.jsonp!==!1&&(j=j.replace(ce,l),b.url===j&&(e&&(k=k.replace(ce,l)),b.data===k&&(j+=(/\?/.test(j)?"&":"?")+b.jsonp+"="+h))),b.url=j,b.data=k,a[h]=function(a){g=[a]},d.always(function(){a[h]=i,g&&f.isFunction(i)&&a[h](g[0])}),b.converters["script json"]=function(){g||f.error(h+" was not called");return g[0]},b.dataTypes[0]="json";return"script"}}),f.ajaxSetup({accepts:{script:"text/javascript, application/javascript, application/ecmascript, application/x-ecmascript"},contents:{script:/javascript|ecmascript/},converters:{"text script":function(a){f.globalEval(a);return a}}}),f.ajaxPrefilter("script",function(a){a.cache===b&&(a.cache=!1),a.crossDomain&&(a.type="GET",a.global=!1)}),f.ajaxTransport("script",function(a){if(a.crossDomain){var d,e=c.head||c.getElementsByTagName("head")[0]||c.documentElement;return{send:function(f,g){d=c.createElement("script"),d.async="async",a.scriptCharset&&(d.charset=a.scriptCharset),d.src=a.url,d.onload=d.onreadystatechange=function(a,c){if(c||!d.readyState||/loaded|complete/.test(d.readyState))d.onload=d.onreadystatechange=null,e&&d.parentNode&&e.removeChild(d),d=b,c||g(200,"success")},e.insertBefore(d,e.firstChild)},abort:function(){d&&d.onload(0,1)}}}});var cf=a.ActiveXObject?function(){for(var a in ch)ch[a](0,1)}:!1,cg=0,ch;f.ajaxSettings.xhr=a.ActiveXObject?function(){return!this.isLocal&&ci()||cj()}:ci,function(a){f.extend(f.support,{ajax:!!a,cors:!!a&&"withCredentials"in a})}(f.ajaxSettings.xhr()),f.support.ajax&&f.ajaxTransport(function(c){if(!c.crossDomain||f.support.cors){var d;return{send:function(e,g){var h=c.xhr(),i,j;c.username?h.open(c.type,c.url,c.async,c.username,c.password):h.open(c.type,c.url,c.async);if(c.xhrFields)for(j in c.xhrFields)h[j]=c.xhrFields[j];c.mimeType&&h.overrideMimeType&&h.overrideMimeType(c.mimeType),!c.crossDomain&&!e["X-Requested-With"]&&(e["X-Requested-With"]="XMLHttpRequest");try{for(j in e)h.setRequestHeader(j,e[j])}catch(k){}h.send(c.hasContent&&c.data||null),d=function(a,e){var j,k,l,m,n;try{if(d&&(e||h.readyState===4)){d=b,i&&(h.onreadystatechange=f.noop,cf&&delete ch[i]);if(e)h.readyState!==4&&h.abort();else{j=h.status,l=h.getAllResponseHeaders(),m={},n=h.responseXML,n&&n.documentElement&&(m.xml=n),m.text=h.responseText;try{k=h.statusText}catch(o){k=""}!j&&c.isLocal&&!c.crossDomain?j=m.text?200:404:j===1223&&(j=204)}}}catch(p){e||g(-1,p)}m&&g(j,k,m,l)},!c.async||h.readyState===4?d():(i=++cg,cf&&(ch||(ch={},f(a).unload(cf)),ch[i]=d),h.onreadystatechange=d)},abort:function(){d&&d(0,1)}}}});var ck={},cl,cm,cn=/^(?:toggle|show|hide)$/,co=/^([+\-]=)?([\d+.\-]+)([a-z%]*)$/i,cp,cq=[["height","marginTop","marginBottom","paddingTop","paddingBottom"],["width","marginLeft","marginRight","paddingLeft","paddingRight"],["opacity"]],cr;f.fn.extend({show:function(a,b,c){var d,e;if(a||a===0)return this.animate(cu("show",3),a,b,c);for(var g=0,h=this.length;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=d.style.display,!f._data(d,"olddisplay")&&e==="none"&&(e=d.style.display=""),e===""&&f.css(d,"display")==="none"&&f._data(d,"olddisplay",cv(d.nodeName)));for(g=0;g<h;g++){d=this[g];if(d.style){e=d.style.display;if(e===""||e==="none")d.style.display=f._data(d,"olddisplay")||""}}return this},hide:function(a,b,c){if(a||a===0)return this.animate(cu("hide",3),a,b,c);var d,e,g=0,h=this.length;for(;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=f.css(d,"display"),e!=="none"&&!f._data(d,"olddisplay")&&f._data(d,"olddisplay",e));for(g=0;g<h;g++)this[g].style&&(this[g].style.display="none");return this},_toggle:f.fn.toggle,toggle:function(a,b,c){var d=typeof a=="boolean";f.isFunction(a)&&f.isFunction(b)?this._toggle.apply(this,arguments):a==null||d?this.each(function(){var b=d?a:f(this).is(":hidden");f(this)[b?"show":"hide"]()}):this.animate(cu("toggle",3),a,b,c);return this},fadeTo:function(a,b,c,d){return this.filter(":hidden").css("opacity",0).show().end().animate({opacity:b},a,c,d)},animate:function(a,b,c,d){function g(){e.queue===!1&&f._mark(this);var b=f.extend({},e),c=this.nodeType===1,d=c&&f(this).is(":hidden"),g,h,i,j,k,l,m,n,o;b.animatedProperties={};for(i in a){g=f.camelCase(i),i!==g&&(a[g]=a[i],delete a[i]),h=a[g],f.isArray(h)?(b.animatedProperties[g]=h[1],h=a[g]=h[0]):b.animatedProperties[g]=b.specialEasing&&b.specialEasing[g]||b.easing||"swing";if(h==="hide"&&d||h==="show"&&!d)return b.complete.call(this);c&&(g==="height"||g==="width")&&(b.overflow=[this.style.overflow,this.style.overflowX,this.style.overflowY],f.css(this,"display")==="inline"&&f.css(this,"float")==="none"&&(!f.support.inlineBlockNeedsLayout||cv(this.nodeName)==="inline"?this.style.display="inline-block":this.style.zoom=1))}b.overflow!=null&&(this.style.overflow="hidden");for(i in a)j=new f.fx(this,b,i),h=a[i],cn.test(h)?(o=f._data(this,"toggle"+i)||(h==="toggle"?d?"show":"hide":0),o?(f._data(this,"toggle"+i,o==="show"?"hide":"show"),j[o]()):j[h]()):(k=co.exec(h),l=j.cur(),k?(m=parseFloat(k[2]),n=k[3]||(f.cssNumber[i]?"":"px"),n!=="px"&&(f.style(this,i,(m||1)+n),l=(m||1)/j.cur()*l,f.style(this,i,l+n)),k[1]&&(m=(k[1]==="-="?-1:1)*m+l),j.custom(l,m,n)):j.custom(l,h,""));return!0}var e=f.speed(b,c,d);if(f.isEmptyObject(a))return this.each(e.complete,[!1]);a=f.extend({},a);return e.queue===!1?this.each(g):this.queue(e.queue,g)},stop:function(a,c,d){typeof a!="string"&&(d=c,c=a,a=b),c&&a!==!1&&this.queue(a||"fx",[]);return this.each(function(){function h(a,b,c){var e=b[c];f.removeData(a,c,!0),e.stop(d)}var b,c=!1,e=f.timers,g=f._data(this);d||f._unmark(!0,this);if(a==null)for(b in g)g[b]&&g[b].stop&&b.indexOf(".run")===b.length-4&&h(this,g,b);else g[b=a+".run"]&&g[b].stop&&h(this,g,b);for(b=e.length;b--;)e[b].elem===this&&(a==null||e[b].queue===a)&&(d?e[b](!0):e[b].saveState(),c=!0,e.splice(b,1));(!d||!c)&&f.dequeue(this,a)})}}),f.each({slideDown:cu("show",1),slideUp:cu("hide",1),slideToggle:cu("toggle",1),fadeIn:{opacity:"show"},fadeOut:{opacity:"hide"},fadeToggle:{opacity:"toggle"}},function(a,b){f.fn[a]=function(a,c,d){return this.animate(b,a,c,d)}}),f.extend({speed:function(a,b,c){var d=a&&typeof a=="object"?f.extend({},a):{complete:c||!c&&b||f.isFunction(a)&&a,duration:a,easing:c&&b||b&&!f.isFunction(b)&&b};d.duration=f.fx.off?0:typeof d.duration=="number"?d.duration:d.duration in f.fx.speeds?f.fx.speeds[d.duration]:f.fx.speeds._default;if(d.queue==null||d.queue===!0)d.queue="fx";d.old=d.complete,d.complete=function(a){f.isFunction(d.old)&&d.old.call(this),d.queue?f.dequeue(this,d.queue):a!==!1&&f._unmark(this)};return d},easing:{linear:function(a,b,c,d){return c+d*a},swing:function(a,b,c,d){return(-Math.cos(a*Math.PI)/2+.5)*d+c}},timers:[],fx:function(a,b,c){this.options=b,this.elem=a,this.prop=c,b.orig=b.orig||{}}}),f.fx.prototype={update:function(){this.options.step&&this.options.step.call(this.elem,this.now,this),(f.fx.step[this.prop]||f.fx.step._default)(this)},cur:function(){if(this.elem[this.prop]!=null&&(!this.elem.style||this.elem.style[this.prop]==null))return this.elem[this.prop];var a,b=f.css(this.elem,this.prop);return isNaN(a=parseFloat(b))?!b||b==="auto"?0:b:a},custom:function(a,c,d){function h(a){return e.step(a)}var e=this,g=f.fx;this.startTime=cr||cs(),this.end=c,this.now=this.start=a,this.pos=this.state=0,this.unit=d||this.unit||(f.cssNumber[this.prop]?"":"px"),h.queue=this.options.queue,h.elem=this.elem,h.saveState=function(){e.options.hide&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop)===b&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop,e.start)},h()&&f.timers.push(h)&&!cp&&(cp=setInterval(g.tick,g.interval))},show:function(){var a=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop);this.options.orig[this.prop]=a||f.style(this.elem,this.prop),this.options.show=!0,a!==b?this.custom(this.cur(),a):this.custom(this.prop==="width"||this.prop==="height"?1:0,this.cur()),f(this.elem).show()},hide:function(){this.options.orig[this.prop]=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop)||f.style(this.elem,this.prop),this.options.hide=!0,this.custom(this.cur(),0)},step:function(a){var b,c,d,e=cr||cs(),g=!0,h=this.elem,i=this.options;if(a||e>=i.duration+this.startTime){this.now=this.end,this.pos=this.state=1,this.update(),i.animatedProperties[this.prop]=!0;for(b in i.animatedProperties)i.animatedProperties[b]!==!0&&(g=!1);if(g){i.overflow!=null&&!f.support.shrinkWrapBlocks&&f.each(["","X","Y"],function(a,b){h.style["overflow"+b]=i.overflow[a]}),i.hide&&f(h).hide();if(i.hide||i.show)for(b in i.animatedProperties)f.style(h,b,i.orig[b]),f.removeData(h,"fxshow"+b,!0),f.removeData(h,"toggle"+b,!0);d=i.complete,d&&(i.complete=!1,d.call(h))}return!1}i.duration==Infinity?this.now=e:(c=e-this.startTime,this.state=c/i.duration,this.pos=f.easing[i.animatedProperties[this.prop]](this.state,c,0,1,i.duration),this.now=this.start+(this.end-this.start)*this.pos),this.update();return!0}},f.extend(f.fx,{tick:function(){var a,b=f.timers,c=0;for(;c<b.length;c++)a=b[c],!a()&&b[c]===a&&b.splice(c--,1);b.length||f.fx.stop()},interval:13,stop:function(){clearInterval(cp),cp=null},speeds:{slow:600,fast:200,_default:400},step:{opacity:function(a){f.style(a.elem,"opacity",a.now)},_default:function(a){a.elem.style&&a.elem.style[a.prop]!=null?a.elem.style[a.prop]=a.now+a.unit:a.elem[a.prop]=a.now}}}),f.each(["width","height"],function(a,b){f.fx.step[b]=function(a){f.style(a.elem,b,Math.max(0,a.now)+a.unit)}}),f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.animated=function(a){return f.grep(f.timers,function(b){return a===b.elem}).length});var cw=/^t(?:able|d|h)$/i,cx=/^(?:body|html)$/i;"getBoundingClientRect"in c.documentElement?f.fn.offset=function(a){var b=this[0],c;if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);try{c=b.getBoundingClientRect()}catch(d){}var e=b.ownerDocument,g=e.documentElement;if(!c||!f.contains(g,b))return c?{top:c.top,left:c.left}:{top:0,left:0};var h=e.body,i=cy(e),j=g.clientTop||h.clientTop||0,k=g.clientLeft||h.clientLeft||0,l=i.pageYOffset||f.support.boxModel&&g.scrollTop||h.scrollTop,m=i.pageXOffset||f.support.boxModel&&g.scrollLeft||h.scrollLeft,n=c.top+l-j,o=c.left+m-k;return{top:n,left:o}}:f.fn.offset=function(a){var b=this[0];if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);var c,d=b.offsetParent,e=b,g=b.ownerDocument,h=g.documentElement,i=g.body,j=g.defaultView,k=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l=b.offsetTop,m=b.offsetLeft;while((b=b.parentNode)&&b!==i&&b!==h){if(f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed")break;c=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l-=b.scrollTop,m-=b.scrollLeft,b===d&&(l+=b.offsetTop,m+=b.offsetLeft,f.support.doesNotAddBorder&&(!f.support.doesAddBorderForTableAndCells||!cw.test(b.nodeName))&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),e=d,d=b.offsetParent),f.support.subtractsBorderForOverflowNotVisible&&c.overflow!=="visible"&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),k=c}if(k.position==="relative"||k.position==="static")l+=i.offsetTop,m+=i.offsetLeft;f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed"&&(l+=Math.max(h.scrollTop,i.scrollTop),m+=Math.max(h.scrollLeft,i.scrollLeft));return{top:l,left:m}},f.offset={bodyOffset:function(a){var b=a.offsetTop,c=a.offsetLeft;f.support.doesNotIncludeMarginInBodyOffset&&(b+=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c+=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0);return{top:b,left:c}},setOffset:function(a,b,c){var d=f.css(a,"position");d==="static"&&(a.style.position="relative");var e=f(a),g=e.offset(),h=f.css(a,"top"),i=f.css(a,"left"),j=(d==="absolute"||d==="fixed")&&f.inArray("auto",[h,i])>-1,k={},l={},m,n;j?(l=e.position(),m=l.top,n=l.left):(m=parseFloat(h)||0,n=parseFloat(i)||0),f.isFunction(b)&&(b=b.call(a,c,g)),b.top!=null&&(k.top=b.top-g.top+m),b.left!=null&&(k.left=b.left-g.left+n),"using"in b?b.using.call(a,k):e.css(k)}},f.fn.extend({position:function(){if(!this[0])return null;var a=this[0],b=this.offsetParent(),c=this.offset(),d=cx.test(b[0].nodeName)?{top:0,left:0}:b.offset();c.top-=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c.left-=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0,d.top+=parseFloat(f.css(b[0],"borderTopWidth"))||0,d.left+=parseFloat(f.css(b[0],"borderLeftWidth"))||0;return{top:c.top-d.top,left:c.left-d.left}},offsetParent:function(){return this.map(function(){var a=this.offsetParent||c.body;while(a&&!cx.test(a.nodeName)&&f.css(a,"position")==="static")a=a.offsetParent;return a})}}),f.each(["Left","Top"],function(a,c){var d="scroll"+c;f.fn[d]=function(c){var e,g;if(c===b){e=this[0];if(!e)return null;g=cy(e);return g?"pageXOffset"in g?g[a?"pageYOffset":"pageXOffset"]:f.support.boxModel&&g.document.documentElement[d]||g.document.body[d]:e[d]}return this.each(function(){g=cy(this),g?g.scrollTo(a?f(g).scrollLeft():c,a?c:f(g).scrollTop()):this[d]=c})}}),f.each(["Height","Width"],function(a,c){var d=c.toLowerCase();f.fn["inner"+c]=function(){var a=this[0];return a?a.style?parseFloat(f.css(a,d,"padding")):this[d]():null},f.fn["outer"+c]=function(a){var b=this[0];return b?b.style?parseFloat(f.css(b,d,a?"margin":"border")):this[d]():null},f.fn[d]=function(a){var e=this[0];if(!e)return a==null?null:this;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c[d](a.call(this,b,c[d]()))});if(f.isWindow(e)){var g=e.document.documentElement["client"+c],h=e.document.body;return e.document.compatMode==="CSS1Compat"&&g||h&&h["client"+c]||g}if(e.nodeType===9)return Math.max(e.documentElement["client"+c],e.body["scroll"+c],e.documentElement["scroll"+c],e.body["offset"+c],e.documentElement["offset"+c]);if(a===b){var i=f.css(e,d),j=parseFloat(i);return f.isNumeric(j)?j:i}return this.css(d,typeof a=="string"?a:a+"px")}}),a.jQuery=a.$=f,typeof define=="function"&&define.amd&&define.amd.jQuery&&define("jquery",[],function(){return f})})(window);
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/CHANGES.md
## Version 8.4

We've got the new [demo page][]! The obvious new feature is the new look, but
apart from that it's got smarter: by presenting languages in groups it avoids
running 10000 highlighting attempts after first load which was slowing it down
and giving bad overall impression. It is now also being generated from test
code snippets so the authors of new languages don't have to update both tests
and the demo page with the same thing.

Other notable changes:

- The `template_comment` class is gone in favor of the more general `comment`.
- Number parsing unified and improved across languages.
- C++, Java and C# now use unified grammar to highlight titles in
  function/method definitions.
- The browser build is now usable as an AMD module, there's no separate build
  target for that anymore.
- OCaml has got a [comprehensive overhaul][ocaml] by [Mickaël Delahaye][].
- Clojure's data structures and literals are now highlighted outside of lists
  and we can now highlight Clojure's REPL sessions.

New languages:

- *AspectJ* by [Hakan Özler][]
- *STEP Part 21* by [Adam Joseph Cook][]
- *SML* derived by [Edwin Dalorzo][] from OCaml definition
- *Mercury* by [mucaho][]
- *Smali* by [Dennis Titze][]
- *Verilog* by [Jon Evans][]
- *Stata* by [Brian Quistorff][]

[Hakan Özler]: https://github.com/ozlerhakan
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[demo page]: https://highlightjs.org/static/demo/
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev
[Edwin Dalorzo]: https://github.com/edalorzo
[mucaho]: https://github.com/mucaho
[Dennis Titze]: https://github.com/titze
[Jon Evans]: https://github.com/craftyjon
[Brian Quistorff]: https://github.com/bquistorff
[ocaml]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/pull/608#issue-46190207
[Mickaël Delahaye]: https://github.com/polazarus


## Version 8.3

We streamlined our tool chain, it is now based entirely on node.js instead of
being a mix of node.js, Python and Java. The build script options and arguments
remained the same, and we've noted all the changes in the [documentation][b].
Apart from reducing complexity, the new build script is also faster from not
having to start Java machine repeatedly. The credits for the work go to [Jeremy
Hull][].

Some notable fixes:

- PHP and JavaScript mixed in HTML now live happily with each other.
- JavaScript regexes now understand ES6 flags "u" and "y".
- `throw` keyword is no longer detected as a method name in Java.
- Fixed parsing of numbers and symbols in Clojure thanks to [input from Ivan
  Kleshnin][ik].

New languages in this release:

- *Less* by [Max Mikhailov][]
- *Stylus* by [Bryant Williams][]
- *Tcl* by [Radek Liska][]
- *Puppet* by [Jose Molina Colmenero][]
- *Processing* by [Erik Paluka][]
- *Twig* templates by [Luke Holder][]
- *PowerShell* by [David Mohundro][], based on [the work of Nicholas
  Blumhardt][ps]
- *XL* by [Christophe de Dinechin][]
- *LiveScript* by [Taneli Vatanen][] and [Jen Evers-Corvina][]
- *ERB* (Ruby in HTML) by [Lucas Mazza][]
- *Roboconf* by [Vincent Zurczak][]

[b]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://twitter.com/IvanKleshnin/status/514041599484231680
[Max Mikhailov]: https://github.com/seven-phases-max
[Bryant Williams]: https://github.com/scien
[Radek Liska]: https://github.com/Nindaleth
[Jose Molina Colmenero]: https://github.com/Moliholy
[Erik Paluka]: https://github.com/paluka
[Luke Holder]: https://github.com/lukeholder
[David Mohundro]: https://github.com/drmohundro
[ps]: https://github.com/OctopusDeploy/Library/blob/master/app/shared/presentation/highlighting/powershell.js
[Christophe de Dinechin]: https://github.com/c3d
[Taneli Vatanen]: https://github.com/Daiz-
[Jen Evers-Corvina]: https://github.com/sevvie
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza
[Vincent Zurczak]: https://github.com/vincent-zurczak

## Version 8.2

We've finally got [real tests][test] and [continuous testing on Travis][ci]
thanks to [Jeremy Hull][] and [Chris Eidhof][]. The tests designed to cover
everything: language detection, correct parsing of individual language features
and various special cases. This is a very important change that gives us
confidence in extending language definitions and refactoring library core.

We're going to redesign the old [demo/test suite][demo] into an interactive
demo web app. If you're confident front-end developer or designer and want to
help us with it, drop a comment into [the issue][#542] on GitHub.

[test]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/tree/master/test
[demo]: https://highlightjs.org/static/test.html
[#542]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/issues/542
[ci]: https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof

As usually there's a handful of new languages in this release:

- *Groovy* by [Guillaume Laforge][]
- *Dart* by [Maxim Dikun][]
- *Dust* by [Michael Allen][]
- *Scheme* by [JP Verkamp][]
- *G-Code* by [Adam Joseph Cook][]
- *Q* from Kx Systems by [Sergey Vidyuk][]

[Guillaume Laforge]: https://github.com/glaforge
[Maxim Dikun]: https://github.com/dikmax
[Michael Allen]: https://github.com/bfui
[JP Verkamp]: https://github.com/jpverkamp
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[Sergey Vidyuk]: https://github.com/sv

Other improvements:

- [Erik Osheim][] heavily reworked Scala definitions making it richer.
- [Lucas Mazza][] fixed Ruby hashes highlighting
- Lisp variants (Lisp, Clojure and Scheme) are unified in regard to naming
  the first symbol in parentheses: it's "keyword" in general case and also
  "built_in" for built-in functions in Clojure and Scheme.

[Erik Osheim]: https://github.com/non
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza

## Version 8.1

New languages:

- *Gherkin* by [Sam Pikesley][]
- *Elixir* by [Josh Adams][]
- *NSIS* by [Jan T. Sott][]
- *VIM script* by [Jun Yang][]
- *Protocol Buffers* by [Dan Tao][]
- *Nix* by [Domen Kožar][]
- *x86asm* by [innocenat][]
- *Cap’n Proto* and *Thrift* by [Oleg Efimov][]
- *Monkey* by [Arthur Bikmullin][]
- *TypeScript* by [Panu Horsmalahti][]
- *Nimrod* by [Flaviu Tamas][]
- *Gradle* by [Damian Mee][]
- *Haxe* by [Christopher Kaster][]
- *Swift* by [Chris Eidhof][] and [Nate Cook][]

New styles:

- *Kimbie*, light and dark variants by [Jan T. Sott][]
- *Color brewer* by [Fabrício Tavares de Oliveira][]
- *Codepen.io embed* by [Justin Perry][]
- *Hybrid* by [Nic West][]

[Sam Pikesley]: https://github.com/pikesley
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Josh Adams]: https://github.com/knewter
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg
[Jun Yang]: https://github.com/harttle
[Dan Tao]: https://github.com/dtao
[Domen Kožar]: https://github.com/iElectric
[innocenat]: https://github.com/innocenat
[Oleg Efimov]: https://github.com/Sannis
[Arthur Bikmullin]: https://github.com/devolonter
[Panu Horsmalahti]: https://github.com/panuhorsmalahti
[Flaviu Tamas]: https://github.com/flaviut
[Damian Mee]: https://github.com/chester1000
[Christopher Kaster]: http://christopher.kaster.ws
[Fabrício Tavares de Oliveira]: https://github.com/fabriciotav
[Justin Perry]: https://github.com/ourmaninamsterdam
[Nic West]: https://github.com/nicwest
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof
[Nate Cook]: https://github.com/natecook1000

Other improvements:

- The README is heavily reworked and brought up to date by [Jeremy Hull][].
- Added [`listLanguages()`][ll] method in the API.
- Improved C/C++/C# detection.
- Added a bunch of new language aliases, documented the existing ones. Thanks to
  [Sindre Sorhus][] for background research.
- Added phrasal English words to boost relevance in comments.
- Many improvements to SQL definition made by [Heiko August][],
  [Nikolay Lisienko][] and [Travis Odom][].
- The shorter `lang-` prefix for language names in HTML classes supported
  alongside `language-`. Thanks to [Jeff Escalante][].
- Ruby's got support for interactive console sessions. Thanks to
  [Pascal Hurni][].
- Added built-in functions for R language. Thanks to [Artem A. Klevtsov][].
- Rust's got definition for lifetime parameters and improved string syntax.
  Thanks to [Roman Shmatov][].
- Various improvements to Objective-C definition by [Matt Diephouse][].
- Fixed highlighting of generics in Java.

[ll]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#listlanguages
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Heiko August]: https://github.com/auge8472
[Nikolay Lisienko]: https://github.com/neor-ru
[Travis Odom]: https://github.com/Burstaholic
[Jeff Escalante]: https://github.com/jenius
[Pascal Hurni]: https://github.com/phurni
[Jiyin Yiyong]: https://github.com/jiyinyiyong
[Artem A. Klevtsov]: https://github.com/unikum
[Roman Shmatov]: https://github.com/shmatov
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Matt Diephouse]: https://github.com/mdiep


## Version 8.0

This new major release is quite a big overhaul bringing both new features and
some backwards incompatible changes. However, chances are that the majority of
users won't be affected by the latter: the basic scenario described in the
README is left intact.

Here's what did change in an incompatible way:

- We're now prefixing all classes located in [CSS classes reference][cr] with
  `hljs-`, by default, because some class names would collide with other
  people's stylesheets. If you were using an older version, you might still want
  the previous behavior, but still want to upgrade. To suppress this new
  behavior, you would initialize like so:

  ```html
  <script type="text/javascript">
    hljs.configure({classPrefix: ''});
    hljs.initHighlightingOnLoad();
  </script>
  ```

- `tabReplace` and `useBR` that were used in different places are also unified
  into the global options object and are to be set using `configure(options)`.
  This function is documented in our [API docs][]. Also note that these
  parameters are gone from `highlightBlock` and `fixMarkup` which are now also
  rely on `configure`.

- We removed public-facing (though undocumented) object `hljs.LANGUAGES` which
  was used to register languages with the library in favor of two new methods:
  `registerLanguage` and `getLanguage`. Both are documented in our [API docs][].

- Result returned from `highlight` and `highlightAuto` no longer contains two
  separate attributes contributing to relevance score, `relevance` and
  `keyword_count`. They are now unified in `relevance`.

Another technically compatible change that nonetheless might need attention:

- The structure of the NPM package was refactored, so if you had installed it
  locally, you'll have to update your paths. The usual `require('highlight.js')`
  works as before. This is contributed by [Dmitry Smolin][].

New features:

- Languages now can be recognized by multiple names like "js" for JavaScript or
  "html" for, well, HTML (which earlier insisted on calling it "xml"). These
  aliases can be specified in the class attribute of the code container in your
  HTML as well as in various API calls. For now there are only a few very common
  aliases but we'll expand it in the future. All of them are listed in the
  [class reference][cr].

- Language detection can now be restricted to a subset of languages relevant in
  a given context — a web page or even a single highlighting call. This is
  especially useful for node.js build that includes all the known languages.
  Another example is a StackOverflow-style site where users specify languages
  as tags rather than in the markdown-formatted code snippets. This is
  documented in the [API reference][] (see methods `highlightAuto` and
  `configure`).

- Language definition syntax streamlined with [variants][] and
  [beginKeywords][].

New languages and styles:

- *Oxygene* by [Carlo Kok][]
- *Mathematica* by [Daniel Kvasnička][]
- *Autohotkey* by [Seongwon Lee][]
- *Atelier* family of styles in 10 variants by [Bram de Haan][]
- *Paraíso* styles by [Jan T. Sott][]

Miscellaneous improvements:

- Highlighting `=>` prompts in Clojure.
- [Jeremy Hull][] fixed a lot of styles for consistency.
- Finally, highlighting PHP and HTML [mixed in peculiar ways][php-html].
- Objective C and C# now properly highlight titles in method definition.
- Big overhaul of relevance counting for a number of languages. Please do report
  bugs about mis-detection of non-trivial code snippets!

[API reference]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html

[cr]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[api docs]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html
[variants]: https://groups.google.com/d/topic/highlightjs/VoGC9-1p5vk/discussion
[beginKeywords]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/6c7fdea002eb3949577a85b3f7930137c7c3038d
[php-html]: https://twitter.com/highlightjs/status/408890903017689088

[Carlo Kok]: https://github.com/carlokok
[Bram de Haan]: https://github.com/atelierbram
[Daniel Kvasnička]: https://github.com/dkvasnicka
[Dmitry Smolin]: https://github.com/dimsmol
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Seongwon Lee]: https://github.com/dlimpid
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg


## Version 7.5

A catch-up release dealing with some of the accumulated contributions. This one
is probably will be the last before the 8.0 which will be slightly backwards
incompatible regarding some advanced use-cases.

One outstanding change in this version is the addition of 6 languages to the
[hosted script][d]: Markdown, ObjectiveC, CoffeeScript, Apache, Nginx and
Makefile. It now weighs about 6K more but we're going to keep it under 30K.

New languages:

- OCaml by [Mehdi Dogguy][mehdid] and [Nicolas Braud-Santoni][nbraud]
- [LiveCode Server][lcs] by [Ralf Bitter][revig]
- Scilab by [Sylvestre Ledru][sylvestre]
- basic support for Makefile by [Ivan Sagalaev][isagalaev]

Improvements:

- Ruby's got support for characters like `?A`, `?1`, `?\012` etc. and `%r{..}`
  regexps.
- Clojure now allows a function call in the beginning of s-expressions
  `(($filter "myCount") (arr 1 2 3 4 5))`.
- Haskell's got new keywords and now recognizes more things like pragmas,
  preprocessors, modules, containers, FFIs etc. Thanks to [Zena Treep][treep]
  for the implementation and to [Jeremy Hull][sourrust] for guiding it.
- Miscellaneous fixes in PHP, Brainfuck, SCSS, Asciidoc, CMake, Python and F#.

[mehdid]: https://github.com/mehdid
[nbraud]: https://github.com/nbraud
[revig]: https://github.com/revig
[lcs]: http://livecode.com/developers/guides/server/
[sylvestre]: https://github.com/sylvestre
[isagalaev]: https://github.com/isagalaev
[treep]: https://github.com/treep
[sourrust]: https://github.com/sourrust
[d]: http://highlightjs.org/download/


## New core developers

The latest long period of almost complete inactivity in the project coincided
with growing interest to it led to a decision that now seems completely obvious:
we need more core developers.

So without further ado let me welcome to the core team two long-time
contributors: [Jeremy Hull][] and [Oleg
Efimov][].

Hope now we'll be able to work through stuff faster!

P.S. The historical commit is [here][1] for the record.

[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Oleg Efimov]: https://github.com/sannis
[1]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/f3056941bda56d2b72276b97bc0dd5f230f2473f


## Version 7.4

This long overdue version is a snapshot of the current source tree with all the
changes that happened during the past year. Sorry for taking so long!

Along with the changes in code highlight.js has finally got its new home at
<http://highlightjs.org/>, moving from its cradle on Software Maniacs which it
outgrew a long time ago. Be sure to report any bugs about the site to
<mailto:info@highlightjs.org>.

On to what's new…

New languages:

- Handlebars templates by [Robin Ward][]
- Oracle Rules Language by [Jason Jacobson][]
- F# by [Joans Follesø][]
- AsciiDoc and Haml by [Dan Allen][]
- Lasso by [Eric Knibbe][]
- SCSS by [Kurt Emch][]
- VB.NET by [Poren Chiang][]
- Mizar by [Kelley van Evert][]

[Robin Ward]: https://github.com/eviltrout
[Jason Jacobson]: https://github.com/jayce7
[Joans Follesø]: https://github.com/follesoe
[Dan Allen]: https://github.com/mojavelinux
[Eric Knibbe]: https://github.com/EricFromCanada
[Kurt Emch]: https://github.com/kemch
[Poren Chiang]: https://github.com/rschiang
[Kelley van Evert]: https://github.com/kelleyvanevert

New style themes:

- Monokai Sublime by [noformnocontent][]
- Railscasts by [Damien White][]
- Obsidian by [Alexander Marenin][]
- Docco by [Simon Madine][]
- Mono Blue by [Ivan Sagalaev][] (uses a single color hue for everything)
- Foundation by [Dan Allen][]

[noformnocontent]: http://nn.mit-license.org/
[Damien White]: https://github.com/visoft
[Alexander Marenin]: https://github.com/ioncreature
[Simon Madine]: https://github.com/thingsinjars
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev

Other notable changes:

- Corrected many corner cases in CSS.
- Dropped Python 2 version of the build tool.
- Implemented building for the AMD format.
- Updated Rust keywords (thanks to [Dmitry Medvinsky][]).
- Literal regexes can now be used in language definitions.
- CoffeeScript highlighting is now significantly more robust and rich due to
  input from [Cédric Néhémie][].

[Dmitry Medvinsky]: https://github.com/dmedvinsky
[Cédric Néhémie]: https://github.com/abe33


## Version 7.3

- Since this version highlight.js no longer works in IE version 8 and older.
  It's made it possible to reduce the library size and dramatically improve code
  readability and made it easier to maintain. Time to go forward!

- New languages: AppleScript (by [Nathan Grigg][ng] and [Dr. Drang][dd]) and
  Brainfuck (by [Evgeny Stepanischev][bolk]).

- Improvements to existing languages:

    - interpreter prompt in Python (`>>>` and `...`)
    - @-properties and classes in CoffeeScript
    - E4X in JavaScript (by [Oleg Efimov][oe])
    - new keywords in Perl (by [Kirk Kimmel][kk])
    - big Ruby syntax update (by [Vasily Polovnyov][vast])
    - small fixes in Bash

- Also Oleg Efimov did a great job of moving all the docs for language and style
  developers and contributors from the old wiki under the source code in the
  "docs" directory. Now these docs are nicely presented at
  <http://highlightjs.readthedocs.org/>.

[ng]: https://github.com/nathan11g
[dd]: https://github.com/drdrang
[bolk]: https://github.com/bolknote
[oe]: https://github.com/Sannis
[kk]: https://github.com/kimmel
[vast]: https://github.com/vast


## Version 7.2

A regular bug-fix release without any significant new features. Enjoy!


## Version 7.1

A Summer crop:

- [Marc Fornos][mf] made the definition for Clojure along with the matching
  style Rainbow (which, of course, works for other languages too).
- CoffeeScript support continues to improve getting support for regular
  expressions.
- Yoshihide Jimbo ported to highlight.js [five Tomorrow styles][tm] from the
  [project by Chris Kempson][tm0].
- Thanks to [Casey Duncun][cd] the library can now be built in the popular
  [AMD format][amd].
- And last but not least, we've got a fair number of correctness and consistency
  fixes, including a pretty significant refactoring of Ruby.

[mf]: https://github.com/mfornos
[tm]: http://jmblog.github.com/color-themes-for-highlightjs/
[tm0]: https://github.com/ChrisKempson/Tomorrow-Theme
[cd]: https://github.com/caseman
[amd]: http://requirejs.org/docs/whyamd.html


## Version 7.0

The reason for the new major version update is a global change of keyword syntax
which resulted in the library getting smaller once again. For example, the
hosted build is 2K less than at the previous version while supporting two new
languages.

Notable changes:

- The library now works not only in a browser but also with [node.js][]. It is
  installable with `npm install highlight.js`. [API][] docs are available on our
  wiki.

- The new unique feature (apparently) among syntax highlighters is highlighting
  *HTTP* headers and an arbitrary language in the request body. The most useful
  languages here are *XML* and *JSON* both of which highlight.js does support.
  Here's [the detailed post][p] about the feature.

- Two new style themes: a dark "south" *[Pojoaque][]* by Jason Tate and an
  emulation of*XCode* IDE by [Angel Olloqui][ao].

- Three new languages: *D* by [Aleksandar Ružičić][ar], *R* by [Joe Cheng][jc]
  and *GLSL* by [Sergey Tikhomirov][st].

- *Nginx* syntax has become a million times smaller and more universal thanks to
  remaking it in a more generic manner that doesn't require listing all the
  directives in the known universe.

- Function titles are now highlighted in *PHP*.

- *Haskell* and *VHDL* were significantly reworked to be more rich and correct
  by their respective maintainers [Jeremy Hull][sr] and [Igor Kalnitsky][ik].

And last but not least, many bugs have been fixed around correctness and
language detection.

Overall highlight.js currently supports 51 languages and 20 style themes.

[node.js]: http://nodejs.org/
[api]: http://softwaremaniacs.org/wiki/doku.php/highlight.js:api
[p]: http://softwaremaniacs.org/blog/2012/05/10/http-and-json-in-highlight-js/en/
[pojoaque]: http://web-cms-designs.com/ftopict-10-pojoaque-style-for-highlight-js-code-highlighter.html
[ao]: https://github.com/angelolloqui
[ar]: https://github.com/raleksandar
[jc]: https://github.com/jcheng5
[st]: https://github.com/tikhomirov
[sr]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://github.com/ikalnitsky


## Version 6.2

A lot of things happened in highlight.js since the last version! We've got nine
new contributors, the discussion group came alive, and the main branch on GitHub
now counts more than 350 followers. Here are most significant results coming
from all this activity:

- 5 (five!) new languages: Rust, ActionScript, CoffeeScript, MatLab and
  experimental support for markdown. Thanks go to [Andrey Vlasovskikh][av],
  [Alexander Myadzel][am], [Dmytrii Nagirniak][dn], [Oleg Efimov][oe], [Denis
  Bardadym][db] and [John Crepezzi][jc].

- 2 new style themes: Monokai by [Luigi Maselli][lm] and stylistic imitation of
  another well-known highlighter Google Code Prettify by [Aahan Krish][ak].

- A vast number of [correctness fixes and code refactorings][log], mostly made
  by [Oleg Efimov][oe] and [Evgeny Stepanischev][es].

[av]: https://github.com/vlasovskikh
[am]: https://github.com/myadzel
[dn]: https://github.com/dnagir
[oe]: https://github.com/Sannis
[db]: https://github.com/btd
[jc]: https://github.com/seejohnrun
[lm]: http://grigio.org/
[ak]: https://github.com/geekpanth3r
[es]: https://github.com/bolknote
[log]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commits/


## Version 6.1 — Solarized

[Jeremy Hull][jh] has implemented my dream feature — a port of [Solarized][]
style theme famous for being based on the intricate color theory to achieve
correct contrast and color perception. It is now available for highlight.js in
both variants — light and dark.

This version also adds a new original style Arta. Its author pumbur maintains a
[heavily modified fork of highlight.js][pb] on GitHub.

[jh]: https://github.com/sourrust
[solarized]: http://ethanschoonover.com/solarized
[pb]: https://github.com/pumbur/highlight.js


## Version 6.0

New major version of the highlighter has been built on a significantly
refactored syntax. Due to this it's even smaller than the previous one while
supporting more languages!

New languages are:

- Haskell by [Jeremy Hull][sourrust]
- Erlang in two varieties — module and REPL — made collectively by [Nikolay
  Zakharov][desh], [Dmitry Kovega][arhibot] and [Sergey Ignatov][ignatov]
- Objective C by [Valerii Hiora][vhbit]
- Vala by [Antono Vasiljev][antono]
- Go by [Stephan Kountso][steplg]

[sourrust]: https://github.com/sourrust
[desh]: http://desh.su/
[arhibot]: https://github.com/arhibot
[ignatov]: https://github.com/ignatov
[vhbit]: https://github.com/vhbit
[antono]: https://github.com/antono
[steplg]: https://github.com/steplg

Also this version is marginally faster and fixes a number of small long-standing
bugs.

Developer overview of the new language syntax is available in a [blog post about
recent beta release][beta].

[beta]: http://softwaremaniacs.org/blog/2011/04/25/highlight-js-60-beta/en/

P.S. New version is not yet available on a Yandex CDN, so for now you have to
download [your own copy][d].

[d]: /soft/highlight/en/download/


## Version 5.14

Fixed bugs in HTML/XML detection and relevance introduced in previous
refactoring.

Also test.html now shows the second best result of language detection by
relevance.


## Version 5.13

Past weekend began with a couple of simple additions for existing languages but
ended up in a big code refactoring bringing along nice improvements for language
developers.

### For users

- Description of C++ has got new keywords from the upcoming [C++ 0x][] standard.
- Description of HTML has got new tags from [HTML 5][].
- CSS-styles have been unified to use consistent padding and also have lost
  pop-outs with names of detected languages.
- [Igor Kalnitsky][ik] has sent two new language descriptions: CMake & VHDL.

This makes total number of languages supported by highlight.js to reach 35.

Bug fixes:

- Custom classes on `<pre>` tags are not being overridden anymore
- More correct highlighting of code blocks inside non-`<pre>` containers:
  highlighter now doesn't insist on replacing them with its own container and
  just replaces the contents.
- Small fixes in browser compatibility and heuristics.

[c++ 0x]: http://ru.wikipedia.org/wiki/C%2B%2B0x
[html 5]: http://en.wikipedia.org/wiki/HTML5
[ik]: http://kalnitsky.org.ua/

### For developers

The most significant change is the ability to include language submodes right
under `contains` instead of defining explicit named submodes in the main array:

    contains: [
      'string',
      'number',
      {begin: '\\n', end: hljs.IMMEDIATE_RE}
    ]

This is useful for auxiliary modes needed only in one place to define parsing.
Note that such modes often don't have `className` and hence won't generate a
separate `<span>` in the resulting markup. This is similar in effect to
`noMarkup: true`. All existing languages have been refactored accordingly.

Test file test.html has at last become a real test. Now it not only puts the
detected language name under the code snippet but also tests if it matches the
expected one. Test summary is displayed right above all language snippets.


## CDN

Fine people at [Yandex][] agreed to host highlight.js on their big fast servers.
[Link up][l]!

[yandex]: http://yandex.com/
[l]: http://softwaremaniacs.org/soft/highlight/en/download/


## Version 5.10 — "Paris".

Though I'm on a vacation in Paris, I decided to release a new version with a
couple of small fixes:

- Tomas Vitvar discovered that TAB replacement doesn't always work when used
  with custom markup in code
- SQL parsing is even more rigid now and doesn't step over SmallTalk in tests


## Version 5.9

A long-awaited version is finally released.

New languages:

- Andrew Fedorov made a definition for Lua
- a long-time highlight.js contributor [Peter Leonov][pl] made a definition for
  Nginx config
- [Vladimir Moskva][vm] made a definition for TeX

[pl]: http://kung-fu-tzu.ru/
[vm]: http://fulc.ru/

Fixes for existing languages:

- [Loren Segal][ls] reworked the Ruby definition and added highlighting for
  [YARD][] inline documentation
- the definition of SQL has become more solid and now it shouldn't be overly
  greedy when it comes to language detection

[ls]: http://gnuu.org/
[yard]: http://yardoc.org/

The highlighter has become more usable as a library allowing to do highlighting
from initialization code of JS frameworks and in ajax methods (see.
readme.eng.txt).

Also this version drops support for the [WordPress][wp] plugin. Everyone is
welcome to [pick up its maintenance][p] if needed.

[wp]: http://wordpress.org/
[p]: http://bazaar.launchpad.net/~isagalaev/+junk/highlight/annotate/342/src/wp_highlight.js.php


## Version 5.8

- Jan Berkel has contributed a definition for Scala. +1 to hotness!
- All CSS-styles are rewritten to work only inside `<pre>` tags to avoid
  conflicts with host site styles.


## Version 5.7.

Fixed escaping of quotes in VBScript strings.


## Version 5.5

This version brings a small change: now .ini-files allow digits, underscores and
square brackets in key names.


## Version 5.4

Fixed small but upsetting bug in the packer which caused incorrect highlighting
of explicitly specified languages. Thanks to Andrew Fedorov for precise
diagnostics!


## Version 5.3

The version to fulfil old promises.

The most significant change is that highlight.js now preserves custom user
markup in code along with its own highlighting markup. This means that now it's
possible to use, say, links in code. Thanks to [Vladimir Dolzhenko][vd] for the
[initial proposal][1] and for making a proof-of-concept patch.

Also in this version:

- [Vasily Polovnyov][vp] has sent a GitHub-like style and has implemented
  support for CSS @-rules and Ruby symbols.
- Yura Zaripov has sent two styles: Brown Paper and School Book.
- Oleg Volchkov has sent a definition for [Parser 3][p3].

[1]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/6612/
[p3]: http://www.parser.ru/
[vp]: http://vasily.polovnyov.ru/
[vd]: http://dolzhenko.blogspot.com/


## Version 5.2

- at last it's possible to replace indentation TABs with something sensible
  (e.g. 2 or 4 spaces)
- new keywords and built-ins for 1C by Sergey Baranov
- a couple of small fixes to Apache highlighting


## Version 5.1

This is one of those nice version consisting entirely of new and shiny
contributions!

- [Vladimir Ermakov][vooon] created highlighting for AVR Assembler
- [Ruslan Keba][rukeba] created highlighting for Apache config file. Also his
  original visual style for it is now available for all highlight.js languages
  under the name "Magula".
- [Shuen-Huei Guan][drake] (aka Drake) sent new keywords for RenderMan
  languages. Also thanks go to [Konstantin Evdokimenko][ke] for his advice on
  the matter.

[vooon]: http://vehq.ru/about/
[rukeba]: http://rukeba.com/
[drake]: http://drakeguan.org/
[ke]: http://k-evdokimenko.moikrug.ru/


## Version 5.0

The main change in the new major version of highlight.js is a mechanism for
packing several languages along with the library itself into a single compressed
file. Now sites using several languages will load considerably faster because
the library won't dynamically include additional files while loading.

Also this version fixes a long-standing bug with Javascript highlighting that
couldn't distinguish between regular expressions and division operations.

And as usually there were a couple of minor correctness fixes.

Great thanks to all contributors! Keep using highlight.js.


## Version 4.3

This version comes with two contributions from [Jason Diamond][jd]:

- language definition for C# (yes! it was a long-missed thing!)
- Visual Studio-like highlighting style

Plus there are a couple of minor bug fixes for parsing HTML and XML attributes.

[jd]: http://jason.diamond.name/weblog/


## Version 4.2

The biggest news is highlighting for Lisp, courtesy of Vasily Polovnyov. It's
somewhat experimental meaning that for highlighting "keywords" it doesn't use
any pre-defined set of a Lisp dialect. Instead it tries to highlight first word
in parentheses wherever it makes sense. I'd like to ask people programming in
Lisp to confirm if it's a good idea and send feedback to [the forum][f].

Other changes:

- Smalltalk was excluded from DEFAULT_LANGUAGES to save traffic
- [Vladimir Epifanov][voldmar] has implemented javascript style switcher for
  test.html
- comments now allowed inside Ruby function definition
- [MEL][] language from [Shuen-Huei Guan][drake]
- whitespace now allowed between `<pre>` and `<code>`
- better auto-detection of C++ and PHP
- HTML allows embedded VBScript (`<% .. %>`)

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/
[voldmar]: http://voldmar.ya.ru/
[mel]: http://en.wikipedia.org/wiki/Maya_Embedded_Language
[drake]: http://drakeguan.org/


## Version 4.1

Languages:

- Bash from Vah
- DOS bat-files from Alexander Makarov (Sam)
- Diff files from Vasily Polovnyov
- Ini files from myself though initial idea was from Sam

Styles:

- Zenburn from Vladimir Epifanov, this is an imitation of a
  [well-known theme for Vim][zenburn].
- Ascetic from myself, as a realization of ideals of non-flashy highlighting:
  just one color in only three gradations :-)

In other news. [One small bug][bug] was fixed, built-in keywords were added for
Python and C++ which improved auto-detection for the latter (it was shame that
[my wife's blog][alenacpp] had issues with it from time to time). And lastly
thanks go to Sam for getting rid of my stylistic comments in code that were
getting in the way of [JSMin][].

[zenburn]: http://en.wikipedia.org/wiki/Zenburn
[alenacpp]: http://alenacpp.blogspot.com/
[bug]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewtopic.php?id=1823
[jsmin]: http://code.google.com/p/jsmin-php/


## Version 4.0

New major version is a result of vast refactoring and of many contributions.

Visible new features:

- Highlighting of embedded languages. Currently is implemented highlighting of
  Javascript and CSS inside HTML.
- Bundled 5 ready-made style themes!

Invisible new features:

- Highlight.js no longer pollutes global namespace. Only one object and one
  function for backward compatibility.
- Performance is further increased by about 15%.

Changing of a major version number caused by a new format of language definition
files. If you use some third-party language files they should be updated.


## Version 3.5

A very nice version in my opinion fixing a number of small bugs and slightly
increased speed in a couple of corner cases. Thanks to everybody who reports
bugs in he [forum][f] and by email!

There is also a new language — XML. A custom XML formerly was detected as HTML
and didn't highlight custom tags. In this version I tried to make custom XML to
be detected and highlighted by its own rules. Which by the way include such
things as CDATA sections and processing instructions (`<? ... ?>`).

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6


## Version 3.3

[Vladimir Gubarkov][xonix] has provided an interesting and useful addition.
File export.html contains a little program that shows and allows to copy and
paste an HTML code generated by the highlighter for any code snippet. This can
be useful in situations when one can't use the script itself on a site.


[xonix]: http://xonixx.blogspot.com/


## Version 3.2 consists completely of contributions:

- Vladimir Gubarkov has described SmallTalk
- Yuri Ivanov has described 1C
- Peter Leonov has packaged the highlighter as a Firefox extension
- Vladimir Ermakov has compiled a mod for phpBB

Many thanks to you all!


## Version 3.1

Three new languages are available: Django templates, SQL and Axapta. The latter
two are sent by [Dmitri Roudakov][1]. However I've almost entirely rewrote an
SQL definition but I'd never started it be it from the ground up :-)

The engine itself has got a long awaited feature of grouping keywords
("keyword", "built-in function", "literal"). No more hacks!

[1]: http://roudakov.ru/


## Version 3.0

It is major mainly because now highlight.js has grown large and has become
modular. Now when you pass it a list of languages to highlight it will
dynamically load into a browser only those languages.

Also:

- Konstantin Evdokimenko of [RibKit][] project has created a highlighting for
  RenderMan Shading Language and RenderMan Interface Bytestream. Yay for more
  languages!
- Heuristics for C++ and HTML got better.
- I've implemented (at last) a correct handling of backslash escapes in C-like
  languages.

There is also a small backwards incompatible change in the new version. The
function initHighlighting that was used to initialize highlighting instead of
initHighlightingOnLoad a long time ago no longer works. If you by chance still
use it — replace it with the new one.

[RibKit]: http://ribkit.sourceforge.net/


## Version 2.9

Highlight.js is a parser, not just a couple of regular expressions. That said
I'm glad to announce that in the new version 2.9 has support for:

- in-string substitutions for Ruby -- `#{...}`
- strings from from numeric symbol codes (like #XX) for Delphi


## Version 2.8

A maintenance release with more tuned heuristics. Fully backwards compatible.


## Version 2.7

- Nikita Ledyaev presents highlighting for VBScript, yay!
- A couple of bugs with escaping in strings were fixed thanks to Mickle
- Ongoing tuning of heuristics

Fixed bugs were rather unpleasant so I encourage everyone to upgrade!


## Version 2.4

- Peter Leonov provides another improved highlighting for Perl
- Javascript gets a new kind of keywords — "literals". These are the words
  "true", "false" and "null"

Also highlight.js homepage now lists sites that use the library. Feel free to
add your site by [dropping me a message][mail] until I find the time to build a
submit form.

[mail]: mailto:Maniac@SoftwareManiacs.Org


## Version 2.3

This version fixes IE breakage in previous version. My apologies to all who have
already downloaded that one!


## Version 2.2

- added highlighting for Javascript
- at last fixed parsing of Delphi's escaped apostrophes in strings
- in Ruby fixed highlighting of keywords 'def' and 'class', same for 'sub' in
  Perl


## Version 2.0

- Ruby support by [Anton Kovalyov][ak]
- speed increased by orders of magnitude due to new way of parsing
- this same way allows now correct highlighting of keywords in some tricky
  places (like keyword "End" at the end of Delphi classes)

[ak]: http://anton.kovalyov.net/


## Version 1.0

Version 1.0 of javascript syntax highlighter is released!

It's the first version available with English description. Feel free to post
your comments and question to [highlight.js forum][forum]. And don't be afraid
if you find there some fancy Cyrillic letters -- it's for Russian users too :-)

[forum]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6
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# Highlight.js

[![Build Status](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js.svg?branch=master)](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js)

Highlight.js is a syntax highlighter written in JavaScript. It works in the
browser as well as on the server. It works with pretty much any markup,
doesn't depend on any framework and has automatic language detection.


## Getting Started

The bare minimum for using highlight.js on a web page is linking to the library
along with one of the styles and calling [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

This will find and highlight code inside of `<pre><code>` tags trying to detect
the language automatically. If automatic detection doesn't work for you, you can
specify the language in the class attribute:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

The list of supported language classes is available in the [class reference][8].
Classes can also be prefixed with either `language-` or `lang-`.

To disable highlighting altogether use the `nohighlight` class:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Custom Initialization

When you need a bit more control over the initialization of
highlight.js, you can use the [`highlightBlock`][2] and [`configure`][3]
functions. This allows you to control *what* to highlight and *when*.

Here's an equivalent way to calling [`initHighlightingOnLoad`][1] using jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

You can use any tags instead of `<pre><code>` to mark up your code. If you don't
use a container that preserve line breaks you will need to configure
highlight.js to use the `<br>` tag:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

For other options refer to the documentation for [`configure`][3].


## Getting the Library

You can get highlight.js as a hosted or custom-build browser script or as a
server module. Head over to the [download page][4] for all the options.

Note, that the library is not supposed to work straight from the source on
GitHub, it requires building. If none of the pre-packaged options work for you
refer to the [building documentation][5].


## License

Highlight.js is released under the BSD License. See [LICENSE][10] file for
details.


## Links

The official site for the library is at <https://highlightjs.org/>.

Further in-depth documentation for the API and other topics is at
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Authors and contributors are listed in the [AUTHORS.en.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.en.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! highlight.js v9.2.0 | BSD3 License | git.io/hljslicense */
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/LICENSE
Copyright (c) 2006, Ivan Sagalaev
All rights reserved.
Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:

    * Redistributions of source code must retain the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer.
    * Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
      documentation and/or other materials provided with the distribution.
    * Neither the name of highlight.js nor the names of its contributors 
      may be used to endorse or promote products derived from this software 
      without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS ``AS IS'' AND ANY
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS AND CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES;
LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND
ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
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OEBPS/Common_Content/scripts/utils.js
var work = 1;

function pop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popper/,"popped");
	}
}
function unpop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popped/,"popper");
	}
}

function siblings(entity){
	var r = [];
	for ( var n = entity.parentNode.firstChild; n; n = n.nextSibling ) 
		if ( n.nodeType == 1 && n != entity)
			r.push( n );		
	return r;
}

/* This activates an element and deactivates all it's siblings */
function activateElement(id) {
	var entity = document.getElementById(id);
	if(entity.className.indexOf("active") == -1) {
		entity.className = entity.className + " active";
	}
	var sibs = siblings(entity);

	for(var i=0; i < sibs.length; i++) {
		if(sibs[i].className.indexOf("active") != -1) {
			deactivateElement(sibs[i]);
		}
	}
}

function deactivateElement(entity) {
	if(entity.className.indexOf("active") != -1) {
		 entity.className = entity.className.replace(/[ ]*active/, '');
	}
}

function getCookie(name) {
	var name_c = window.location.hostname + '-' + name;

	if(document.cookie) {
		var cookies = document.cookie.split(/ *; */);
		for(var i=0; i < cookies.length; i++) {
			var current_c = cookies[i].split("=");
			if(current_c[0] == name_c) {
				return(current_c[1]);
				break;
			}
		}
	}
	return('');
}

function setCookie(name, value, expires, path) {
	name = window.location.hostname + '-' + name;

	var curCookie = name + "=" + value + 
		((expires) ? ";expires=" + expires.toGMTString() : "") + 
		((path) ? ";path=" + path : "");
	document.cookie = curCookie; 
}

function setDefLangCookie(entity) {
	setCookie('switchery', entity.options[entity.selectedIndex].value, '', '/');
}

function initSwitchery() {
	var divs = document.getElementsByTagName('div');
	for(i in divs) {
		if(typeof(divs[i].className) != 'undefined' && divs[i].className.indexOf("switchery") != -1) {
			var lang = getCookie('switchery');
			if(lang != '') {
				var entity = document.getElementById(divs[i].id + '-' + lang);
				if(entity) {
					entity.onclick();
					entity.parentNode.lastChild.value = lang;
				} else {
					divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
				}
			} else {
				divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
			}
		}
	}

}

function showhide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("hidden") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/hidden/,"visible");
			}
			else if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	}

	return false;
}

function hide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	} else {
		work=1;
	}
}

var preventReset = 0;

function dehighlightTarget(entity) {
	if(preventReset == 0 && entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		var target = document.getElementById(id);
		if(target) {
			deactivateElement(target);
		}
		}
}

function highlightTarget(entity, norefresh) {
	if(entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		activateElement(id);
		preventReset = 0;
	} 
	if(norefresh == 1) {
		preventReset=1;
	}
}





OEBPS/Common_Content/images/29.png





OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/display/RedHatDisplay-BlackItalic.eot


OEBPS/Common_Content/images/21.png





OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/display/RedHatDisplay-RegularItalic.eot


OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/display/RedHatDisplay-Medium.woff


OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/text/RedHatText-Regular.woff2


OEBPS/Common_Content/fonts/portal/nimbus/iconfont.ttf


OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/display/RedHatDisplay-Bold.eot


OEBPS/Common_Content/images/31.png





OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/display/RedHatDisplay-Regular.eot


OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/display/RedHatDisplay-MediumItalic.eot


OEBPS/Common_Content/images/stock-go-forward.png





OEBPS/Common_Content/images/6.png





OEBPS/Common_Content/images/14.png





OEBPS/Common_Content/images/1.png





OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/display/RedHatDisplay-Black.woff2


OEBPS/Common_Content/images/25.png





OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/text/RedHatText-RegularItalic.woff2


OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/display/RedHatDisplay-Black.woff


